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●
特
集
＝
漢
詩
人
・
夏
目
漱
石

夏
目
漱
石
の
漢
詩�

石い
し

川か
わ

忠た
だ

久ひ
さ

（
二
松
學
舍
大
学
顧
問
）

　
　
　
一

　
漱
石
の
漢
詩
は
、
そ
の
五
十
年
の
生
涯
に
見
事
に
完
結
し
て
い
る
。

　
お
よ
そ
、
漢
詩
を
作
る
こ
と
を
学
ぶ
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
階
梯

を
踏
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
㈠
「
七
言
絶
句
」
か
ら
始
め
る
。「
起
承
転
結
法
」
に
習
熟
す
る
。

　�

㈡�

対
句
の
稽
古
を
し
て
「
五
言
律
詩
」
へ
進
む
。

　
㈢
「
七
言
律
詩
」
へ
進
む
。

　�

㈣�

「
七
言
律
詩
」
が
十
分
に
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、「
免
許
皆

伝
」。
五
・
七
言
の
「
古
詩
」
も
自
由
に
作
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　�

㈤�

「
五
言
絶
句
」
は
、
以
上
の
諸
体
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
者
が
、

フ
ト
で
き
、
ま
た
は
、
フ
ト
作
る
。

　
漱
石
の
場
合
、
明
治
十
四
年
（
数
え
十
五
歳
）、
在
学
し
て
い
た
中
学

（
現
日
比
谷
高
校
の
前
身
）
を
退
学
し
て
、
漢
学
塾
二
松
学
舎
へ
転
入
、

ほ
ぼ
一
年
在
学
し
た
が
、
そ
の
当
時
の
二
松
学
舎
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

よ
る
と
、

　
　�

唐
詩
選
・
皇
朝
詩
略
・
古
文
眞
宝
、
復
文
（
第
三
級
第
一
課
）、
孟

子
、
史
記
・
文
章
軌
範
・
三
体
詩
・
論
語
（
第
二
級
第
三
課
）

右
の
課
程
を
履
習
し
た
（
傍
線
は
詩
に
関
す
る
も
の
）
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
作
詩
の
た
め
の
〝
基
盤
作
り
〟
が
な
さ
れ
て
お

り
、
先
に
示
し
た
階
梯
の
㈠
か
ら
㈡
へ
、
の
段
階
に
あ
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。
そ
の
こ
ろ
の
作
、
と
さ
れ
る
詩
を
見
て
み
よ
う
。

　
鴻
台�

（
明
治
十
六
年
＝
十
七
歳
）

鴻
台
冒
暁
訪
禅
扉
　
鴻こ
う

台の
だ
い 

暁あ
か
つ
きを

冒お
か

し
て
禅ぜ
ん

扉ぴ

を
訪と

ふ

孤
磬
沈
沈
断
続
微
　
孤こ

磬け
い

沈ち
ん

沈ち
ん 

断だ
ん

続ぞ
く

し
て
微か
す

か
な
り

一
叩
一
推
人
不
答
　
一い
っ

叩こ
う

一い
っ

推す
い 

人ひ
と

答こ
た

へ
ず

驚
鴉
撩
乱
掠
門
飛
　
驚き
ょ

鴉う
あ

撩り
ょ
う

乱ら
ん

と
し
て
門も
ん

を
掠か
す

め
て
飛と

ぶ

　
鴻
台
は
、
国こ
う
の
だ
い

府
台
（
下
総
国
府
の
在
所
）
の
雅
称
で
あ
る
。

　
詩
は
、
平
仄
の
排
列
の
規
則
に
も
適
合
し
、
早
朝
の
寺
院
の
雰
囲
気

も
よ
く
描
け
て
破
綻
は
な
い
。
後
年
の
禅
味
も
窺
え
、
順
調
な
〝
漢
詩

人
生
〟
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
。
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空
中
懸
大
岳
　
空
中 

大た
い

岳が
く

懸か

か
り

　
海
末
起
長
瀾
　
海か
い

末ま
つ 

長ち
ょ
う

瀾ら
ん

起
こ
ら
ん

　
僻
地
交
遊
少
　
僻
地 

交
遊
少ま
れ

に

　
狡
児
教
化
難
　
狡こ
う

児じ 

教
化
難
か
ら
ん

　
清
明
期
再
会
　
清せ
い

明め
い 

再
会
を
期
す

　
莫
後
晩
花
残
　
後お
く

る
る
莫な

か
れ 

晩
花
の
残す
た

る
る
に

　
形
式
は
、
五
言
律
詩
。
寒カ
ン

・
瀾ラ
ン

・
難ナ
ン

・
残ザ
ン

と
韻
を
押ふ

ん
で
い
る
。

「
空
中
」
の
句
と
「
海
末
」
の
句
、「
僻
地
」
の
句
と
「
狡
児
」
の
句
は
、

律
詩
の
規
則
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
対
句
に
な
っ
て
い
る
。

　「
去
け
や
…
」
と
は
、
物
々
し
い
出
だ
し
だ
が
、
唐
詩
の
真
似
を
し

た
も
の
。
頷が
ん

聯
（
三
・
四
句
）
は
、
東
京
か
ら
汽
車
で
西
へ
、
途
中
富

士
山
を
眺
め
、
神
戸
か
ら
は
船
で
海
を
渡
る
。
頚け
い

聯
（
五
・
六
句
）
は
、

自
分
の
郷
里
だ
か
ら
「
僻
地
…
」
と
言
い
、
自
分
の
出
た
中
学
だ
か
ら
、

生
徒
を
「
狡
児
（
や
ん
ち
ゃ
な
子
ど
も
）」
と
謙
遜
す
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
丁
々
発
止
、
と
ば
か
り
、
漱
石
の
返
し
歌
。

　
　
無
題

　
海
南
千
里
遠
　
海
南 

千
里
遠
く

　
欲
別
暮
天
寒
　
別
れ
ん
と
欲
す
れ
ば
暮ぼ

天て
ん

寒
し

　
鉄
笛
吹
紅
雪
　
鉄て
つ

笛て
き 

紅こ
う

雪せ
つ

を
吹
き

　
　
　
二

　
明
治
十
七
年
九
月
、
無
事
、
東
京
大
学
予
備
門
（
在
学
中
に
第
一
高
等

中
学
校
と
改
称
）
に
入
学
、
こ
こ
で
生
涯
の
友
、
正
岡
子
規
と
〝
運
命

的
〟
に
出
会
い
、
漱
石
の
〝
漢
詩
人
生
〟
の
第
一
段
階
は
、
完
成
す
る
。

　
当
時
の
大
学
予
備
門
は
五
年
制
で
あ
っ
た
が
、
奇
し
く
も
、
二
人
と

も
一
年
ず
つ
落
第
し
（
子
規
は
一
年
生
を
二
回
、
漱
石
は
二
年
生
を
二
回
）、

当
初
は
出
身
地
の
違
い
か
ら
、
同
級
生
と
は
い
え
、
そ
れ
ほ
ど
親
し
く

は
な
か
っ
た
が
、
二
十
二
年
、
本
科
二
年
の
五
月
、
子
規
の
「
七な
な

艸く
さ

集
」
を
き
っ
か
け
に
、
二
人
は
強
烈
に
牽
か
れ
合
い
、
漢
詩
の
応
酬
も

始
ま
る
。

　
や
が
て
、
漱
石
は
大
学
本
科
英
文
科
を
明
治
二
十
六
年
に
卒
業
、
子

規
は
国
文
科
を
中
退
し
、
明
治
二
十
八
年
、
こ
れ
も
奇
し
く
も

0

0

0

0

、
漱
石

は
子
規
の
母
校
、
松
山
の
中
学
校
へ
赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
二
人

は
知
り
合
っ
て
以
来
始
め
て
別
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
の
互
い
の

詩
の
や
り
と
り
を
見
よ
う
。

　
　
　
三

　
　
送
夏
目
漱
石
之
伊
予
　
　
正
岡
子
規

         

　
　
夏
目
漱
石
の
伊
予
に
之ゆ

く
を
送
る

　
去
矣
三
千
里
　
去ゆ

け
や 

三
千
里

　
送
君
生
暮
寒
　
君
を
送
れ
ば
暮ぼ

寒か
ん

生
ず
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火
輪
沸
紫
瀾
　
火か

輪り
ん 

紫し

瀾ら
ん

を
沸わ

か
す

　
為
君
憂
国
易
　
君
の
為
に
国
を
憂
う
る
は
易
く

　
作
客
到
家
難
　
客
と
作な

っ
て
家
に
到
る
は
難
し

　
三
十
巽
還
坎
　
三
十
巽そ
ん

還ま

た
坎か
ん

　
功
名
夢
半
残
　
功こ
う

名み
よ
う 
夢
半
ば
残ざ
ん

す

（
明
治
二
十
九
年
一
月
十
二
日
の
書
簡
よ
り
）

　
子
規
の
贈
っ
た
詩
と
同
じ
韻
字
（
寒
・
瀾
・
難
・
残
）
を
用
い
て
返

し
た
。
こ
れ
を
次
韻
と
い
う
。

　「
海
南
」
は
、
四
国
が
東
京
か
ら
見
れ
ば
、
海
の
南
、
に
当
る
か
ら
、

そ
う
い
う
の
は
自
然
な
の
だ
が
、
こ
の
語
に
は
、
中
国
の
詩
の
感
覚
か

ら
い
え
ば
、
最
果
て

0

0

0

の
地
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
ま
つ
わ
る
。
こ
れ
が

後
半
の
マ
イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
（
三
十
に
も
な
り
な
が
ら
功
名
は
果
た
せ

ず
、
故
郷
へ
も
帰
り
難
い
）
を
呼
び
起
こ
す
働
き
を
し
て
い
て
、
詩
と

し
て
は
仲
々
う
ま
い

0

0

0

の
で
あ
る
が
、
相
手
の
故
里
で
あ
り
、
し
か
も
相

手
は
自
分
を
労
っ
て
い
る
（
子
規
の
五
・
六
句
）
の
に
対
し
て
、
い
さ
さ

か
む
き
出
し

0

0

0

0

の
哀
傷
、
を
詠
う
感
が
無
き
に
し
も
非
ず
。
た
だ
、
三
・

四
句
の
汽
車
と
汽
船
の
旅
の
情
景
は
、
同
じ
題
材
を
用
い
る
曲
の
無
さ

と
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
は
あ
る
も
の
の
、「
鉄
笛
」「
火
輪
」
の
無
機
質
的

な
語
に
対
す
る
に
「
紅8

雪
」「
紫8

瀾
」
の
語
を
も
っ
て
し
た
、
し
か
も

そ
れ
に
は
相
手
の
故
郷
へ
の
道
中
を
プ
ラ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
で
表
現
し
よ

う
と
し
た
配
慮
が
窺
わ
れ
る
…
…
、
と
い
う
わ
け
で
、
両
者
の
贈
答
詩

バ
ト
ル
は
引
き
分
け
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
。

　
　
　
四

　
漱
石
は
明
治
二
十
八
年
四
月
よ
り
一
年
間
、
松
山
中
学
校
の
英
語
教

師
を
勤
め
、
二
十
九
年
四
月
よ
り
三
十
三
年
七
月
ま
で
熊
本
に
在
住
、

第
五
高
等
学
校
に
勤
務
す
る
。
五
高
で
は
、
漢
詩
人
長
尾
雨
山
と
同
僚

に
な
り
、
そ
の
懇
切
な
添
削
指
導
を
得
て
、
漱
石
の
漢
詩
は
一
段
と
上

達
し
た
（
深
味
を
増
し
た
）
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
間
に
特
筆
す
べ
き
は
、

雨
山
の
指
導
の
下
、
五
言
古
詩
に
挑
戦
し
、
詩
境
を
拡
げ
た
こ
と
で
あ

る
。
例
と
し
て
五
言
十
八
句
の
「
春
興
」
が
あ
る
が
、
割
愛
し
よ
う
。

　
熊
本
の
四
年
三
ヶ
月
は
、
漱
石
の
漢
詩
人
生
に
お
い
て
重
要
な
意
味

を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
英
国
へ
の
二
年
間
の
留
学
か
ら
、

帰
国
後
の
教
職
、
そ
れ
を
退
職
し
て
の
文
筆
業
と
、
丸
十
年
の
間
は
、

漢
詩
の
空
白
期
と
な
る
。

　
明
治
四
十
三
年
七
月
、
重
篤
な
胃
病
に
よ
り
生
死
の
関
頭
に
立
ち
、

昏
睡
よ
り
醒
め
た
後
、（
十
年
間
の
空
白
の
間
に
）
貯
え
ら
れ
た
マ
グ
マ

が
一
気
に
噴
出
し
た
か
の
よ
う
に
、
漢
詩
が
〝
復
活
〟
す
る
。
ま
た
、

詩
に
添
え
る
墨
絵
の
創
作
も
始
ま
る
。

　
以
下
、
大
正
五
年
の
没
時
に
到
り
、
七
言
律
詩
の
連
作
の
爆
発

0

0

を

も
っ
て
、
そ
の
漢
詩
人
生
は
完
結
す
る
。
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漱
石
漢
詩
文
年
表

監
修

：

齋
藤
希
史

※
漢
詩
の
解
説
の
末
尾
に
記
し
た
番
号
は
『
漱
石
全
集
』
第
十
八
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
）
に
よ
る
。

《
少
年
期
か
ら
大
学
卒
業
ま
で
》　
・
〜
満
二
七
歳

お
も
に
課
題
作
文
や
友
人
と
の
交
流
に
と
も
な
う
漢
詩
文
が
書
か
れ
て
い
た
。

一
八
八
五
　「
観
菊
花
偶
記
」
東
京
大
学
予
備
門
予
科
三
級
在
学
中
に
提
出
さ
れ
た
作
文
。

一
八
八
九
　�「『
七
草
集
』
評
」
正
岡
子
規
の
詩
文
集
『
無
何
有
洲
　
七
草
集
』
に
加
え
た
批
評
文
。
七

言
絶
句
九
首
を
付
す
。「
無
何
有
洲
」
は
「
向
島
」
の
こ
と
。（
五
月
）

　
　
　
　
　�『
木
屑
録
』
八
月
に
友
人
と
と
も
に
房
総
半
島
を
旅
行
し
た
時
の
紀
行
文
。
一
四
首
の
詩
を

含
む
。
同
年
七
月
に
兄
と
興
津
に
旅
行
し
た
時
に
も
紀
行
文
を
書
い
て
い
た
。（
九
月
）

一
八
九
〇
　「
函
山
雑
咏
八
首
」
箱
根
に
旅
行
し
た
時
に
作
ら
れ
た
五
言
律
詩
。
36
〜
43
。（
八
〜
九
月
）

《
松
山
中
学
か
ら
第
五
高
等
学
校
を
経
て
渡
英
ま
で
》　
・
満
二
八
歳
〜
三
三
歳

第
五
高
等
学
校
在
籍
中
は
同
僚
の
漢
学
者
長な

が

尾お

雨う

山ざ
ん

（
一
八
六
四
〜
一
九
四
二
）
に
詩
の

添
削
を
受
け
て
い
た
。

一
八
九
五
　�「
無
題
五
首
」
松
山
中
学
赴
任
時
の
七
言
律
詩
。
子
規
に
批
正
を
求
め
て
い
る
。
53
〜
57
。（
五

月
）

一
八
九
八
　�「
春
興
」「
春
日
静
坐
」
五
言
古
詩
。
長
尾
雨
山
の
添
削
が
あ
る
。『
草
枕
』
で
は
主
人
公
の

作
と
し
て
載
せ
る
。
65
・
67
。（
三
月
）

一
八
九
九
　�「
古
別
離
」「
失
題
」
五
言
古
詩
。
第
五
高
等
学
校
校
友
会
誌
『
龍
南
会
雑
誌
』
77
号

（
一
九
〇
〇
・
二
）
に
「
古
別
離
」「
雑
興
」
と
題
し
て
載
せ
る
。
長
尾
雨
山
の
添
削
が
あ
る
。

71
・
72
。（
四
月
）

　
　
　
　
　
※�

『
虞
美
人
草
』
作
中
の
五
言
絶
句
一
首
も
こ
の
時
期
に
含
め
る
が
、
作
成
年
代
は
英
国
留
学
後
の

可
能
性
が
あ
る
。

《
英
国
留
学
か
ら
小
説
家
と
な
る
ま
で
》

�

・
満
三
三
〜
四
三
歳

　
一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
〇
三
年
ま
で
の

英
国
留
学
（
滞
在
中
の
一
九
〇
二
年
九
月

に
子
規
没
）、
第
一
高
等
学
校
講
師
着
任
の

後
、
一
九
〇
五
年
一
月
に
「
吾
輩
は
猫
で

あ
る
」
を
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
誌
上
に
発
表
。

以
降
、
漱
石
は
小
説
家
の
道
を
歩
み
、

一
九
〇
七
年
四
月
に
は
朝
日
新
聞
社
に
入

社
し
て
長
編
小
説
の
執
筆
を
仕
事
と
す
る
。

★
小
説 

一
九
〇
四
　�『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』（『
ホ
ト
ト
ギ

ス
』
一
月
）

一
九
〇
五
　『
倫
敦
塔
』（『
帝
国
文
学
』
一
月
）

一
九
〇
六
　�『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』（『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
四

月
）

　
　
　
　
　『
草
枕
』（『
新
小
説
』
九
月
）

一
九
〇
七
　『
虞
美
人
草
』（
六
〜
一
〇
月
）

一
九
〇
八
　『
夢
十
夜
』（
七
〜
八
月
）

　
　
　
　
　『
三
四
郎
』（
九
〜
一
二
月
）

一
九
〇
九
　『
そ
れ
か
ら
』（
六
〜
一
〇
月
）

一
九
一
〇
　『
門
』（
三
〜
六
月
）

五
絶 

３
首 

七
絶 

32
首 

五
律 

８
首 

七
律 

６
首 

五
古 

１
首 

七
古 

２
首 

合
計
　

52
首

五
絶 

６
首 

七
絶 

２
首 
五
律 
０
首 

七
律 

８
首 

五
古 

８
首 

七
古 

０
首 

合
計
　

24
首

空白期

1900 〜 1910
（明治 43）年

第二期

1895 年 5月
〜 1900（明治
33）年

第一期

〜 1894（明治
27）年�
3 月



─ 4── 5─

《
修
禅
寺
大
患
前
後
》　
・
満
四
三
歳

胃
潰
瘍
に
よ
る
入
院
を
機
に
再
び
詩
を
作
り
始
め
る
。
と
く
に
修
禅
寺
大
患
後
の
作
が
多
い
。

一
九
一
〇
　�〔
無
題
〕「
来
宿
山
中
寺
」
五
言
絶
句
。
内
幸
町
の
長
与
胃
腸
病
院
を
退
院
し
た
日
の
詩
。

日
記
に
は
「
十
年
来
詩
を
作
つ
た
事
は
殆
ど
な
い
。
自
分
で
も
奇
な
感
じ
が
し
た
。
扇
へ
書

い
た
」
と
あ
る
。
77
。（
七
月
）

　
　
　
　
　�〔
無
題
〕「
秋
風
鳴
万
木
」
五
言
絶
句
。
八
月
六
日
よ
り
療
養
の
た
め
修
禅
寺
温
泉
に
滞
在
し

て
い
た
漱
石
は
、
同
月
二
四
日
に
大
吐
血
し
、
人
事
不
省
に
陥
る
。
病
後
の
詩
の
う
ち
、
最

初
の
作
。
こ
の
時
期
の
詩
は
『
思
い
出
す
事
な
ど
』
に
見
え
る
。
78
。（
九
月
）

《
詩
と
画
の
世
界
》　
・
満
四
五
〜
四
九
歳

こ
の
時
期
の
漱
石
は
好
ん
で
南
画
を
描
く
よ
う
に
な
り
、
し
ば
し
ば
自
ら
詩
を
題
し
た
。

ま
た
、
人
に
求
め
ら
れ
て
書
い
た
作
も
少
な
く
な
い
。

一
九
一
二
　「
春
日
偶
成
十
首
」
五
言
絶
句
の
連
作
。「
日
記
」
に
書
き
つ
け
ら
れ
た
も
の
。
94
〜
103
。（
五
月
）

　
　
　
　
　�〔
酬
横
山
画
伯
恵
画
〕
横
山
大
観
の
画
に
礼
と
し
て
書
い
た
詩
。
五
言
律
詩
（
108
）
と
五
言
絶

句
（
109
）
が
あ
る
。（
七
月
）

　
　
　
　
　〔
題
自
画
〕「
山
上
有
山
路
不
通
」
七
言
絶
句
。
自
ら
の
画
に
題
し
た
最
初
の
詩
。
112
。（
一
一
月
）

一
九
一
四
　�「
題
画
」
七
言
絶
句
。
自
画
「
南
山
松
竹
図
」
に
題
し
た
詩
。
こ
の
前
後
、
七
言
も
し
く
は

五
言
絶
句
の
題
画
詩
が
多
い
。
119
。（
二
月
）

《『
明
暗
』
執
筆
期
》　
・
満
四
九
歳

七
言
律
詩
を
作
る
こ
と
を
日
課
と
し
、
生
涯
で
最
も
集
中
し
て
詩
が
作
ら
れ
た
時
期
。

一
九
一
六
　�〔
無
題
〕「
尋
仙
未
向
碧
山
行
」
七
言
絶
句
。
八
月
二
一
日
付
久
米
正
雄
・
芥
川
龍
之
介
宛
書

簡
に
見
え
る
詩
。
転
句
に
「
明
暗
双
双
三
万
字
」
と
あ
る
。
141
。

　
　
　
　
　�〔
無
題
〕「
真
蹤
寂
寞
杳
難
尋
」
七
言
律
詩
。
一
一
月
二
〇
日
夜
の
作
。
最
後
の
詩
と
な
っ
た
。

尾
聯
「
眼
耳
双
忘
身
亦
失
、
空
中
独
唱
白
雲
吟
」。
208
。
一
二
月
九
日
、
漱
石
は
亡
く
な
る
。

五
絶 

８
首 

七
絶 

５
首 

五
律 

１
首 

七
律 

２
首 

五
古 

１
首 

七
古 

０
首 

合
計
　

17
首

五
絶 
29
首 
七
絶 

10
首 

五
律 

１
首 

七
律 

０
首 

五
古 

０
首 

七
古 

０
首 

合
計
　

40
首

五
絶 

７
首 

七
絶 

２
首 

五
律 

０
首 

七
律 

65
首 

五
古 
０
首 

七
古 

１
首 

合
計
　

75
首

第三期

1910（明治
43）年7〜�
10月

第四期

1912年 5月
〜1916（大正
5）年春

第五期

1916（大正 5）
年 8月〜11月

20日

★
小
説
・
随
筆

一
九
一
〇
　�『
思
い
出
す
事
な
ど
』（
一
〇
月
〜

一
九
一
一
年
二
月
）

一
九
一
二
　『
彼
岸
過
迄
』（
一
月
〜
四
月
）

　
　
　
　
　�『
行
人
』（
一
二
月
〜
一
九
一
三
年
四
月
）

一
九
一
四
　『
こ
こ
ろ
』（
四
〜
八
月
）

一
九
一
五
　『
道
草
』（
六
〜
九
月
）

一
九
一
六
　『
明
暗
』（
五
〜
一
二
月
）
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●
特
集
＝
漢
詩
人
・
夏
目
漱
石

漱
石
に
お
け
る
漢
詩
文
─
─
小
説
と
の
か
か
わ
り
か
ら�

齋さ
い

藤と
う

希ま
れ

史し

（
東
京
大
学
）

　
夏
目
漱
石
が
漢
詩
文
に
深
く
親
し
ん
だ
作
家
で
あ
る
こ
と
は
常
識
の

範
疇
に
属
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
漢
学
塾
で
あ
っ
た
二
松
学
舎
に
学
び
、

自
ら
も
「
余
は
漢
籍
に
お
い
て
さ
ほ
ど
根
底
あ
る
学
力
あ
る
に
あ
ら
ず
、

し
か
も
余
は
充
分
こ
れ
を
味
ひ
得
る
も
の
と
自
信
す
」（『
文
学
論
』
序（
一
））

と
述
べ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
漱
石
に
は
漢
文
の
素
養
が
あ
っ
た
と
言

わ
れ
る
の
は
当
然
で
す
ら
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
漱
石
の
文
学
全
体
に
お
い
て
漢
詩
文
が
ど
の
よ
う
な
意

味
を
も
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
素
養
の
一
言
で
は
す
ま
せ
ら
れ
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
修
辞
と
批
評
と
い
う
切
り
口
で
小
説
と
の

か
か
わ
り
を
考
え
て
み
た
い
。

「
別べ

つ

乾け
ん

坤こ
ん

」
の
詩

　
漱
石
の
漢
詩
文
は
、
本
誌
別
掲
「
漱
石
漢
詩
文
年
表
」（
以
下
「
年

表
」）
に
あ
る
よ
う
に
、
中
間
に
「
空
白
期
」
が
あ
る
。
表
裏
を
な
す

よ
う
に
小
説
家
漱
石
は
こ
の
時
期
に
出
発
し
、
専
業
作
家
へ
の
道
を
歩

ん
だ
。
そ
し
て
こ
の
時
期
の
と
り
わ
け
前
半
の
小
説
で
は
、
漢
詩
文
の

世
界
を
近
代
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
い
か
に
活
用
す
る
か
が

試
み
ら
れ
て
い
た
。

　
ま
ず
そ
れ
は
「
別
乾
坤
」（
＝
別
世
界
）
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
。
た
と
え
ば
『
草
枕
』（
一
九
〇
六
）
の
有
名
な
一
節
。

　�［
…
］
い
く
ら
傑
作
で
も
人
情
を
離
れ
た
芝
居
は
な
い
、
理
非
を
絶
し
た

小
説
は
少
か
ら
う
。
ど
こ
迄
も
世
間
を
出
る
事
が
出
来
ぬ
の
が
彼
等
の
特

色
で
あ
る
。
こ
と
に
西
洋
の
詩
に
な
る
と
、
人
事
が
根
本
に
な
る
か
ら
所

謂
詩
歌
の
純
粋
な
る
も
の
も
此
境
を
解
脱
す
る
事
を
知
ら
ぬ
。［
…
］
／

う
れ
し
い
事
に
東
洋
の
詩
歌
は
そ
こ
を
解
脱
し
た
の
が
あ
る
。
採
（
き
く
を
と
る
と
う

菊
東

籬り
の
も
と
）

下
、
悠
（
ゆ
う
ぜ
ん
と
し
て
な
ん
ざ
ん
を
み
る
）

然
見
南
山
。
只
そ
れ
ぎ
り
の
裏う
ち

に
暑
苦
し
い
世
の
中
を
丸

で
忘
れ
た
光
景
が
出
て
く
る
。
垣
の
向
ふ
に
隣
り
の
娘
が
覗
い
て
る
訳
で

も
な
け
れ
ば
、
南
山
に
親
友
が
奉
職
し
て
居
る
次
第
で
も
な
い
。
超
然
と

出
世
間
的
に
利
害
損
得
の
汗
を
流
し
去
つ
た
心
持
ち
に
な
れ
る
。
独（
ひ
と
り坐

幽ゆ
う
こ
う
の
う
ち
に
ざ
し
）

篁
裏
、
弾
（
き
ん
を
だ
ん
じ
て
ま
た
ち
よ
う
し
よ
う
す
）

琴
復
長
嘯
、
深（
し
ん
り
ん
ひ
と
し
ら
ず
）

林
人
不
知
、
明
（
め
い
げ
つ
き
た
り
て
あ
い
て
ら
す
）

月
来
相
照
。

只
二
十
字
の
う
ち
に
優
に
別
乾
坤
を
建
立
し
て
居
る
。［
…
］（「
草
枕
」
一
）
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修
辞
の
消
費

　
こ
う
し
た
批
評
性
は
、『
草
枕
』
で
は
漢
詩
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
示

さ
れ
る
と
同
時
に
、
漢
詩
文
に
由
来
す
る
修
辞
に
よ
っ
て
も
裏
打
ち
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
俗
世
を
離
れ
た
境
地
の
修
辞
と
し
て
用
い

ら
れ
る
だ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
一
節
。

　�

　
暮
れ
ん
と
す
る
春
の
色
の
、
嬋せ
ん

媛え
ん

と
し
て
、
し
ば
ら
く
は
冥め
い

邈ば
く

の
戸
口

を
ま
ぼ
ろ
し
に
彩
ど
る
中
に
、
眼
も
醒
む
る
程
の
帯
地
は
金
襴
か
。
あ
ざ

や
か
な
る
織
物
は
往
き
つ
、
戻
り
つ
蒼
然
た
る
夕
べ
の
な
か
に
つ
ゝ
ま
れ

て
、
幽ゆ
う

闃げ
き

の
あ
な
た
、
遼
遠
の
か
し
こ
へ
一
分
毎
に
消
え
て
去
る
。［
…
］

（「
草
枕
」
六
）

　『
草
枕
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
で
あ
る
那
美
の
形
容
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た

伝
統
的
な
漢
文
脈
の
修
辞
を
継
承
す
る
か
に
見
え
る
の
だ
が
、
こ
こ
で

那
美
は
、
先
の
「
青
春
二
三
月
」
の
詩
の
直
後
、「
序つ
い

で
だ
か
ら
、
も

う
一
首
作
つ
て
見
や
う
か
と
、
鉛
筆
を
握
つ
た
ま
ま
、
何
の
気
も
な
し

に
、
入
口
の
方
を
見
る
と
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
登
場
す
る
。
漢
文
脈
の

コ
ー
ド
か
ら
言
え
ば
、
隠
逸
と
美
女
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
世
界
の
も
の
で
、

交
錯
し
て
現
れ
る
こ
と
は
な
い
。
漱
石
は
近
代
小
説
と
い
う
仕
組
み
に

よ
っ
て
そ
れ
ら
を
連
続
さ
せ
、
独
自
の
世
界
を
描
こ
う
と
す
る
。
た
ん

に
「
別
乾
坤
」
の
批
評
性
を
確
保
す
る
た
め
に
の
み
漢
詩
文
が
用
い
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
近
代
小
説
に
よ
る
新
た
な
表
現
世
界
を
成
り

立
た
せ
る
た
め
の
修
辞
と
し
て
そ
の
資
源
が
最
大
限
に
用
い
ら
れ
て
い

　「
東
洋
の
詩
歌
」
と
し
て
の
漢
詩
は
、「
人
事
」
や
「
西
洋
」
と
対
置

さ
れ
る
。
近
代
小
説
と
も
文
明
社
会
の
あ
れ
こ
れ
と
も
対
置
さ
れ
る
。

漢
詩
は
現
代
社
会
を
相
対
化
し
、
そ
れ
を
批
評
す
る
た
め
の
も
の
と
し

て
機
能
し
て
い
る
。

　
こ
の
対
比
は
、
じ
つ
は
明
治
以
降
に
な
っ
て
初
め
て
可
能
に
な
っ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
詩
は
陶
淵
明
に
せ
よ
王
維
に
せ

よ
俗
世
を
離
れ
た
境
地
を
主
題
と
す
る
が
、
漢
詩
文
は
も
ち
ろ
ん
隠
逸

に
尽
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
来
は
政
治
や
道
徳
こ
そ
漢
詩
文
の
専
権

で
あ
っ
た
。
漱
石
は
そ
こ
に
「
西
洋
」
と
い
う
対
比
項
を
も
ち
こ
む
こ

と
で
、
漢
詩
を
「
東
洋
」
の
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
な
お
し
、「
別
乾

坤
」
の
詩
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
。
そ
れ
は
現
在
を
批
評
す
る
視
点
と
な

る
。
こ
う
し
た
文
明
批
評
の
姿
勢
は
漱
石
が
評
論
や
講
演
な
ど
で
し
ば

し
ば
見
せ
る
も
の
で
も
あ
る
。

　『
草
枕
』
に
お
い
て
作
中
の
画
工
が
漢
詩
を
作
る
場
面
も
同
様
で
あ

る
。
人
の
気
配
か
ら
離
れ
た
部
屋
で
、
彼
は
「
青
春
二
三
月
」
で
始
ま

る
五
言
古
詩
を
仕
上
げ
る
。
結
び
に
「
遐
懐
寄
何
処
。
緬
邈
白
雲
郷
」

（
遐か

懐か
い 

何い
ず
こ処
に
か
寄よ

せ
ん
、
緬め
ん

邈ば
く

た
り
白は
く

雲う
ん

の
郷き
よ
う）
と
あ
る
よ
う
に
、
や

は
り
「
別
乾
坤
」
の
詩
で
あ
る
。「
寐ね

な
が
ら
木
瓜
を
観み

て
、
世
の
中

を
忘
れ
て
い
る
感
じ
が
よ
く
出
た
」
と
自
負
す
る
別
の
作
中
詩
と
あ
わ

せ
、
も
と
は
漱
石
が
第
五
高
等
学
校
在
職
中
に
作
っ
た
も
の
で
、
そ
の

点
か
ら
も
、
小
説
家
以
前
の
漱
石
が
親
し
ん
で
い
た
漢
詩
文
の
世
界
に

多
く
を
負
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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る
。
そ
し
て
美
女
の
修
辞
は
、『
虞
美
人
草
』（
一
九
〇
七
）
に
お
い
て

さ
ら
に
徹
底
さ
れ
る
。

　
同
時
に
、『
虞
美
人
草
』
の
修
辞
を
仔
細
に
検
討
す
れ
ば
、
こ
の
小

説
は
漢
文
脈
を
利
用
し
つ
つ
、
そ
れ
を
限
界
ま
で
つ
き
つ
め
、
そ
の
無

効
性
へ
と
踏
み
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
美

文
を
ま
と
っ
た
ヒ
ロ
イ
ン
藤
尾
の
死
に
よ
っ
て
小
説
が
結
末
を
迎
え
る

こ
と
は
、
い
わ
ば
そ
の
象
徴
で
あ
る（
二
）。

　
そ
し
て
『
三
四
郎
』（
一
九
〇
八
）
以
降
、
漱
石
の
小
説
の
主
人
公

は
も
は
や
漢
詩
文
の
修
辞
を
ま
と
う
こ
と
な
く
、
そ
の
世
界
と
は
距
離

を
置
く
こ
と
を
示
す
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
『
門
』（
一
九
一
〇
）
に

お
い
て
宗
助
が
歯
医
者
の
待
合
室
で
雑
誌
『
成
功
』
を
目
に
す
る
場
面
。

　�［
…
］
夫そ
れ

に
は
風
碧へ
き

落ら
く

を
吹
い
て
浮ふ

雲う
ん

尽つ

き
、
月
東と
う

山ざ
ん

に
上の
ぼ

つ
て
玉
ぎ
ょ
く

一
団

と
あ
つ
た
。
宗
助
は
詩
と
か
歌
と
か
い
ふ
も
の
に
は
、
元も
と

か
ら
餘あ
ま

り
興
味

を
持
た
な
い
男
で
あ
つ
た
が
、
ど
う
云
ふ
訳
か
此
二
句
を
読
ん
だ
時
に
大

変
感
心
し
た
。（「
門
」
五
の
二
）

　
漢
詩
文
の
世
界
は
、
ど
こ
か
遠
く
に
あ
る
も
の
と
し
て
憧
憬
の
情
を

呼
び
起
こ
す
け
れ
ど
も
、
親
し
い
も
の
で
は
す
で
に
な
い
。

　
総
じ
て
、
漢
詩
文
の
修
辞
性
は
、
美
文
の
資
源
と
し
て
の
利
用
か
ら

そ
の
限
界
へ
の
試
行
を
経
て
小
説
の
表
面
か
ら
姿
を
消
し
、
一
方
、
そ

の
批
評
性
は
主
人
公
自
身
が
有
す
る
も
の
か
ら
主
人
公
の
外
に
あ
る
も

の
へ
と
な
っ
て
い
っ
た
と
ま
と
め
ら
れ
よ
う
か
。
前
期
ま
で
に
蓄
え
ら

れ
た
漢
詩
文
の
資
源
は
、
こ
の
時
期
に
お
お
む
ね
消
費
つ
く
さ
れ
た
と

見
る
こ
と
も
で
き
る
。

詩
作
の
再
開

　
漱
石
が
漢
詩
を
再
び
作
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
自
身
の
病

気
で
あ
っ
た
。
内
幸
町
の
長
与
胃
腸
病
院
を
退
院
し
た
明
治
四
三
年

（
一
九
一
〇
）
七
月
三
一
日
の
日
記
に
は
、
十
年
ぶ
り
に
作
っ
た
詩
が

記
さ
れ
る
。「
来
宿
山
中
寺
、
更
加
老
衲
衣
、
寂
然
禅
夢
底
、
窓
外
白

雲
帰
」（
来き

た
り
宿や
ど

る
山さ
ん

中ち
ゅ
うの
寺て
ら

、
更さ
ら

に
加く
わ

う
老ろ
う

衲の
う

の
衣こ
ろ
も、
寂せ
き

然ぜ
ん

た
る
禅ぜ
ん

夢む

の
底て
い

、
窓そ
う

外が
い 

白は
く

雲う
ん

帰か
え

る
）。『
草
枕
』
の
詩
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
「
白

雲
」
は
漱
石
の
好
ん
だ
脱
俗
の
表
象
で
あ
る
。
そ
し
て
同
年
八
月
の
修

禅
寺
の
大
患
の
後
、
詩
作
の
量
は
一
気
に
増
え
る
。

　�［
…
］
病
気
の
時
に
は
自
分
が
一
歩
現
実
の
世
を
離
れ
た
気
に
な
る
。
他ひ
と

も

自
分
を
一
歩
社
会
か
ら
遠
ざ
か
つ
た
様
に
大
目
に
見
て
呉
れ
る
。
此こ
ち
ら方

に

は
一
人
前
働
か
な
く
て
も
済
む
と
い
ふ
安
心
が
出
来
、
向
ふ
に
も
一
人
前

と
し
て
取
り
扱
ふ
の
が
気
の
毒
だ
と
い
う
遠
慮
が
あ
る
。
さ
う
し
て
健
康

の
時
に
は
と
て
も
望
め
な
い
長の

閑ど

か
な
春
が
其
間
か
ら
湧
い
て
出
る
。
此こ
の

安
ら
か
な
心
が
即
ち
わ
が
句
、
わ
が
詩
で
あ
る
。（「
思
ひ
出
す
事
な
ど
」
五
）

　
病
中
で
あ
る
こ
と
が
彼
の
「
別
乾
坤
」
を
保
証
し
、
俳
句
と
漢
詩
の

制
作
を
促
し
た
。
小
説
執
筆
か
ら
の
強
制
的
な
切
断
に
よ
っ
て
、
再
び

「
長の

閑ど

か
な
春
」
が
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
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以
降
、
漱
石
は
自
ら
の
習
慣
と
し
て
詩
を
作
り
始
め
る
。「
年
表
」

第
四
期
は
、
漱
石
が
描
い
た
南
画
に
自
ら
題
し
た
詩
も
多
く
、
小
説
と

は
別
の
世
界
を
構
成
す
る
創
作
行
為
の
一
環
と
し
て
画
や
詩
が
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
総
じ
て
、『
行
人
』（
一
九
一
二
〜
三
）
や
『
心
』

（
一
九
一
四
）
な
ど
、
小
説
に
お
い
て
は
人
と
の
関
係
に
お
け
る
心
理

の
複
雑
さ
を
細
か
に
描
き
つ
つ
、
漢
詩
に
お
い
て
は
そ
れ
と
は
異
な
る

世
界
を
作
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
漢
詩
は
し
ば
し
ば
社
交
の
た
め
に

作
ら
れ
、
森
鷗
外
な
ど
も
例
に
も
れ
な
い
が
、
漱
石
の
詩
は
そ
う
で
は

な
い
。
そ
れ
は
言
わ
ば
療
養
の
空
間
で
あ
り
、
漢
詩
文
が
現
代
社
会
に

対
し
て
持
ち
得
る
批
評
性
は
、
む
し
ろ
療
養
の
空
間
を
支
え
る
も
の
と

し
て
機
能
し
、
修
辞
は
そ
の
空
間
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
。

表
現
の
存
立
へ

　
だ
が
漱
石
に
お
け
る
漢
詩
は
、
結
局
、
療
養
の
た
め
に
の
み
あ
っ
た

の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
第
五
期
、
す
な
わ
ち
『
明
暗
』

（
一
九
一
六
）
執
筆
期
に
お
い
て
よ
り
鮮
明
に
な
る
。
七
言
律
詩
の
制

作
を
日
課
と
し
た
こ
と
と
も
か
か
わ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
漢
詩
と
い
う

表
現
手
段
に
お
い
て
何
が
可
能
な
の
か
と
い
う
追
求
が
行
わ
れ
る
。

「
啐
啄
」「
水
月
」
さ
ら
に
「
抱
月
投
炉
」
な
ど
、
禅
語
な
い
し
禅
語
に

な
ら
っ
た
措
辞
が
以
前
に
も
増
し
て
顕
著
に
な
る
の
も
そ
の
一
つ
の
現

れ
で
あ
ろ
う
。
禅
語
は
、
こ
と
ば
と
そ
れ
が
指
し
示
す
も
の
と
の
間
と

を
故
意
に
引
き
裂
き
、
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
思
考
を
導
こ
う
と
す
る
。

安
定
し
た
修
辞
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
表
現
そ
の
も
の
の
存
立
を
問
い

直
す
行
為
と
し
て
詩
作
が
行
わ
れ
る
。
の
こ
さ
れ
た
推
敲
の
跡
の
お
び

た
だ
し
さ
も
、
そ
れ
を
物
語
る
。

　
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
漱
石
の
小
説
に
お
い
て
、
相
手
の
こ
と
ば
を
そ
の

ま
ま
に
は
受
け
と
ら
ず
に
本
心
を
探
ろ
う
と
し
、
ま
た
自
ら
も
本
心
を

隠
す
た
め
の
こ
と
ば
を
発
し
、
互
い
に
何
が
本
心
な
の
か
す
ら
あ
や
ふ

や
に
な
っ
て
い
く
さ
ま
を
細
か
に
描
く
こ
と
と
通
底
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。『
明
暗
』
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
小
説
と
し
て
批
評
性
を

も
つ
が
、
同
時
期
に
書
か
れ
て
い
た
詩
も
ま
た
、
こ
と
ば
の
真
実
性
、

表
現
の
存
立
の
根
拠
を
問
う
批
評
性
を
有
し
て
い
る
。「
東
洋
」
か
ら

「
西
洋
」
を
批
評
す
る
と
い
う
よ
う
な
枠
組
み
の
先
へ
と
進
ん
で
い
る
。

　
漱
石
の
詩
は
小
説
と
の
か
か
わ
り
を
再
び
編
み
直
し
た
の
で
あ
っ
た
。

漢
詩
文
を
修
辞
と
批
評
の
資
源
と
し
て
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
以
前
の
あ

り
か
た
と
異
な
り
、
二
十
世
紀
に
生
き
る
者
の
表
現
と
し
て
の
可
能
性

が
、
小
説
と
連
動
し
て
試
み
ら
れ
る
。
小
説
執
筆
に
よ
っ
て
「
大
い
に

俗
了
さ
れ
た
心
持
」（
久
米
正
雄
・
芥
川
龍
之
介
宛
書
簡
）
を
洗
い
流
す

た
め
に
作
ら
れ
た
か
に
見
え
て
、
じ
つ
は
、
小
説
と
と
も
に
、
こ
と
ば

の
真
実
性
と
は
何
か
と
い
う
課
題
に
向
き
合
っ
て
い
た
。
私
た
ち
は
そ

の
こ
と
に
気
づ
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
注
（
一
） 

以
下
、
引
用
は
『
漱
石
全
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
版
）
の
該
当
巻
に
拠
る
。

（
二
） 

小
稿
「
虞
美
人
草
─
─
修
辞
の
彼
方
」（『
叙
説
』
三
八
、二
〇
一
一
）
参
照
。
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１　

は
じ
め
に

　

夏
目
漱
石
『
坊
っ
ち
や
ん
』
に
「
四
国
辺
の
あ
る
中
学
校
」
と
あ
る

の
は
本
校
が
モ
デ
ル
で
あ
り
、
子
規
や
虚
子
な
ど
、
多
数
の
俳
人
が
本

校
で
学
ん
だ
。
松
山
市
で
始
め
ら
れ
た
「
俳
句
甲
子
園
」
も
二
〇
年
目

を
迎
え
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
、
本
校
は
、
国

語
教
育
に
は
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

松
山
で
は
子
規
と
漱
石
の
交
遊
の
証
拠
と
し
て
俳
句
の
応
酬
が
有
名

で
あ
る
が
、
二
人
の
漢
詩
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

今
年
、
二
人
が
生
ま
れ
て
一
五
〇
年
を
迎
え
、
来
年
、
本
校
は
創
立

一
四
〇
周
年
を
迎
え
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
か
つ
て
の

「
狡こ
う

児じ

」（
後
出
）
が
現
在
の
「
狡
児
」
に
授
業
を
す
る
こ
と
と
す
る
。

２　

対
決
！　

子
規 

対 

漱
石（

注
１
）
　

　
（
１
） 「
比
べ
読
み
」
で
何
が
変
わ
る
か

　
「
俳
句
甲
子
園
」
は
、
平
安
時
代
の
「
歌
合
」
を
俳
句
に
応
用
し
た

も
の
で
、
紅
白
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
、
作
品
の
披
露
と
質
疑
応
答
を

行
い
、
最
後
に
審
査
員
の
採
点
に
よ
り
勝
敗
が
決
ま
る
。
今
回
は
そ
の

ル
ー
ル
を
応
用
し
て
授
業
で
「
漢
詩
甲
子
園
」
を
実
践
す
る
。
生
徒
た

ち
は
す
で
に
「
俳
句
甲
子
園
」
を
体
験
し
て
お
り
、
表
現
の
特
徴
や
作

者
の
意
図
に
つ
い
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
意
見
で
「
批
評
」
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
が
高
ま
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
評

価
は
鑑
賞
文
「
子
規
と
漱
石
の
漢
詩
の
共
通
点
、
相
違
点
」
に
つ
い
て

以
下
の
と
お
り
分
析
す
る
こ
と
と
す
る
。（
Ｂ
）
が
評
価
規
準
で
あ
る
。

「
お
お
む
ね
満
足
で
き
る
」
状
況
（
Ｂ
）

　

比
べ
読
み
を
通
し
て
、
子
規
と
漱
石
の
思
想
や
感
情
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
漢
詩

と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
か
を
捉
え
、
巧
み
な
表
現
、
繊
細
な
表
現
、
簡
潔
な
語

調
な
ど
を
考
察
し
て
い
る
。

「
十
分
満
足
で
き
る
」
状
況
（
Ａ
）

　

我
が
国
の
言
語
・
文
学
・
思
想
な
ど
は
、
特
に
中
国
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
つ

つ
独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

「
努
力
を
要
す
る
」
状
況
（
Ｃ
）
へ
の
手
立
て

　

子
規
と
漱
石
の
漢
詩
の
尾
連
を
比
較
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
二
人
の
思
想
や
感

情
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
漢
詩
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
か
を
捉
え
さ
せ
る
。

●
特
集
＝
漢
詩
人
・
夏
目
漱
石

【
授
業
実
践
】
対
決
！　

正
岡
子
規 

対 

夏
目
漱
石�

松ま
つ

岡お
か　

徹と
お
る

─
─
漢
詩
応
酬
に
よ
る
交
遊
を
め
ぐ
っ
て
語
る�

（
愛
媛
県
立
松
山
東
高
等
学
校
）

＊
所
属
は
執
筆
時
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以
下
は
、
調
べ
学
習
に
基
づ
く
生
徒
独
自
の
解
釈
で
あ
る
。

　
（
２
） 
正
岡
子
規
の
漢
詩
を
鑑
賞
す
る

　
送ル
三
夏
　

目
　

漱
　

石ノ
　

之ク
ヲ二

伊
　

予ニ
一　
　
　

正
岡
子
規

去ケ
ヨ

　

矣　
三　
千　
里　
　

送レ
バレ

君ヲ　

生ズ
二
暮　
寒ニ
一

空　
中ニ　

懸カ
リ二
大　
岳
一　

 
海　
末ニ　

起コ
ル二
長　
瀾
一

僻　
地　
交　
遊　
少ニ　
　

狡　
児　
教　
化　
難カ
ラ
ン
　

清　
明　
期ス
二
再　
会ヲ
一　

 

莫カ
レレ
後ル
ル
　

晩　
花ノ　

残そ
こ
ナ
ハ
ル
ル
ハ

〈
首
聯
〉
雄
大
で
あ
る
。
伊
予
に
行
く
漱
石
を
力
強
く
後
押
し
を
し
て
い
る
。

『
万
葉
集
』
額
田
王
の
歌
「
熟
田
津
に
船
乗
り
せ
む
と
月
待
て
ば
潮
も
か
な

ひ
ぬ
今
は
漕
ぎ
出
で
な
」
を
連
想
さ
せ
る
。

〈
頷
聯
〉
対
句
が
巧
み
で
あ
る
。「
大
岳
」
と
は
富
士
山
で
あ
る
。
子
規
の
俳

句
に
「
寒
け
れ
ど
富
士
見
る
旅
は
う
ら
や
ま
し
」
と
あ
る
。
東
京
か
ら
松
山

ま
で
の
当
時
の
道
中
が
目
に
浮
か
ぶ
。
ま
さ
に
「
写
生
」
だ
。

〈
頸
聯
〉
対
句
を
用
い
て
、
松
山
を
客
観
的
に
自
虐
的
に
表
現
し
て
い
る
。

「
愚ぐ

陀だ

仏ぶ
つ

庵あ
ん

」（
漱
石
の
松
山
で
の
下
宿
）
で
過
ご
し
た
日
々
を
思
い
出
し
、

懐
か
し
ん
で
い
る
。「
狡
児
」
と
は
（
私
た
ち
に
と
っ
て
は
）
大
先
輩
の
こ

と
だ
が
、『
坊
っ
ち
や
ん
』
に
出
て
く
る
生
徒
を
想
像
し
て
し
ま
う
。
私
た

ち
も
教
員
か
ら
見
る
と
「
狡
児
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

〈
尾
聯
〉
春
休
み
に
は
会
い
た
い
と
い
う
友
情
、
漱
石
と
の
再
会
を
生
き
る

糧
に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
表
れ
て
い
る
。
別
れ
の
悲
し
み
よ
り
も
再

会
の
楽
し
み
が
強
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
（
３
） 

夏
目
漱
石
の
漢
詩
を
鑑
賞
す
る
（
注
２
）
　

　
送
別
の
詩
拝
誦
　
後
聯
尤も

つ
と

も
生
に
適
切
　
乍そ

ま

粗つ
な

末が
ら

次
韻
却
呈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夏
目
漱
石

海　
南　
千　
里　
遠ク　
　

欲シ
テレ
別レ
ン
ト
　

暮　
天　
寒シ

鉄　
笛　
吹キ
二
紅　
雪ヲ
一　

 

火　
輪　
沸カ
ス二
紫　
瀾ヲ
一

為ニ
レ
君ノ　

憂フ
ル
ハレ
国　
易ク　
　

作リ
テレ
客ト　

到ル
ハレ
家ニ　

難シ

三　
十　
巽ニ
シ
テ
　

還タ　

坎　
　

功　
名　
夢　
半バ　

残ス

〈
首
聯
〉
子
規
の
首
聯
に
呼
応
し
て
い
る
。「
海
南
」
と
は
南
海
道
の
こ
と
。

（
愛
媛
新
聞
は
昔
、
海
南
新
聞
と
い
っ
た
。）
子
規
と
別
れ
る
寂
し
さ
が
夕
暮

れ
の
寒
さ
と
と
も
に
身
に
こ
た
え
て
耐
え
が
た
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

〈
頷
聯
〉「
鉄
笛
」
は
東
海
道
を
走
る
汽
車
、「
火
輪
」
は
瀬
戸
内
海
を
走
る

蒸
気
船
。「
紅
雪
」「
紫
瀾
」
と
表
現
し
色
彩
感
覚
豊
か
で
、
比
喩
を
巧
み
に

用
い
て
い
る
こ
と
な
ど
、
後
に
小
説
家
と
な
る
こ
と
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

〈
頸
聯
〉
漱
石
の
教
養
が
溢
れ
て
い
る
。
対
句
と
考
え
る
と
「
君
と
為
り
て

国
を
憂
ふ
る
は
易
く　

客
と
作
り
て
家
に
到
る
は
難
し
」
と
訓
読
す
る
の
が

よ
い
。
富
国
強
兵
に
つ
き
す
す
む
日
本
を
考
え
る
の
は
簡
単
で
あ
る
が
、
流

浪
の
旅
人
と
な
っ
て
、
人
生
の
目
的
地
に
到
達
す
る
の
は
難
し
い
と
い
っ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

〈
尾
聯
〉『
易
』
の
言
葉
を
用
い
て
「
僻
地
」
に
行
き
苦
労
ば
か
り
し
て
い
る

自
分
に
比
べ
て
、
子
規
は
大
好
き
な
俳
句
や
短
歌
に
没
頭
で
き
る
こ
と
を
う

ら
や
ま
し
く
思
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
後
に
漱
石
が
『
こ
こ
ろ
』
や
『
明

暗
』
で
描
い
た
「
知
識
人
の
孤
独
な
内
面
」
が
現
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
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（
４
）
漢
詩
甲
子
園
（
漢
詩
の
解
釈
を
も
と
に
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
う
）

〔
チ
ー
ム
子
規
の
意
見
〕

①�

子
規
の
漢
詩
は
起
承
転
結
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
。
特
に
漱
石
が
「
後

聯
尤
も
生
に
適
切
」
と
書
く
よ
う
に
「
僻
地
交
遊
少　

狡
児
教
化
難
」
の

「
転
」
が
効
い
て
い
る
。

②�

冬
か
ら
春
へ
の
時
間
の
流
れ
と
東
京
か
ら
松
山
へ
の
空
間
の
流
れ
と
が

「
写
生
」
さ
れ
て
い
る
。
子
規
の
俳
句
と
同
様
、
心
象
風
景
が
す
ば
ら
し
い
。

③�

「
空
中
」「
大
岳
」「
海
末
」「
長
瀾
」
は
青
を
連
想
さ
せ
寒
色
で
あ
る
。
そ

れ
に
対
し
て
尾
聯
で
は
「
清
明
」「
晩
花
」
な
ど
暖
色
で
表
現
し
て
お
り
、

生
命
へ
の
希
望
を
感
じ
る
。

④�

こ
の
時
の
子
規
の
興
奮
ぶ
り
が
「
漱
石
が
来
て
虚
子
が
来
て
大お
お
み
そ
か

三
十
日
」

と
い
う
俳
句
と
と
も
に
鮮
明
に
浮
か
ぶ
。

〔
チ
ー
ム
漱
石
の
意
見
〕

①�

次
韻
が
巧
み
。「
寒
・
瀾
」
に
つ
い
て
は
子
規
の
漢
詩
に
呼
応
し
て
い
る

だ
け
だ
が
、「
難
・
残
」
に
つ
い
て
は
漱
石
の
心
情
を
強
く
詠
み
込
ん
で
い

る
。
次
韻
す
る
だ
け
で
な
く
、
漱
石
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
漢
詩
に
な
っ
て
い
る
。

②�

頸
聯
は
魏
の
曹そ
う

植ち

の
漢
詩
「
怨
歌
行
」
や
『
論
語
』
子
路
編
に
影
響
を
受
け

て
い
る
ら
し
い
。
漱
石
の
漢
学
に
対
す
る
教
養
の
高
さ
が
伺
え
る
。

③�

明
治
二
八
年
は
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
漱
石
は
「
僻
地
」
愛
媛

県
尋
常
中
学
校
の
嘱
託
教
員
と
な
る
。
ま
た
翌
年
一
月
三
日
の
子
規
庵
の

「
句
会
初
」
に
は
、
中
根
鏡
子
と
の
見
合
い
の
た
め
に
上
京
し
た
漱
石
と

軍
医
学
校
長
森
鷗
外
が
集
っ
て
い
る
（
注
３
）。

④�

「
功
名
夢
」
と
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
生
き
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
私
た
ち
が

「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
と
同
じ
で
は
な
い
か
。
私
は
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
研
修
し
た
。

漱
石
も
子
規
も
海
外
に
留
学
し
、
官
僚
と
し
て
日
本
を
支
え
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

３　

ま
と
め

　

本
実
践
は
、
子
規
と
漱
石
の
漢
詩
を
比
べ
読
み
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
グ
ロ
ー
バ
ル
と
は
何
か
」
と
い
う
命
題
に
迫
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
少
な
く
と
も
本
校
ゆ
か
り
の
「
知
の
巨
人
」
に
ふ
れ

あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
文
化
の
伝
承
者
・
創
造
者
と
し
て
の
関
心
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
先
人
の
志
を
振
り
返
り
、

ス
ク
ー
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
醸
成
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
自
負

し
て
い
る
。

●
参
考
文
献
（
以
下
の
著
作
な
く
し
て
本
実
践
は
な
い
）

（
注
１
）
笠
井
幸
博
「
対
決
！
李
白
対
杜
甫
─
主
体
的
に
漢
詩
に
関
わ
っ
て
い
く
授
業
を
目
指

し
て
─
」（
大
平
浩
哉
編
著
『「
国
語
総
合
」
授
業
の
工
夫
20
選
』
所
収　

大
修
館
書
店

　

二〇〇三）

（
注
２
）
徐
前
『
漱
石
と
子
規
の
漢
詩
─
対
比
の
視
点
か
ら
─
』（
明
治
書
院　

二〇〇五）

（
注
３
）
愛
媛
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
国
語
部
会
『
高
校
生
の
た
め
の
愛
媛
の
文
学
』（
森

と
出
版　

二〇〇九）
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●
特
集
＝
漢
詩
人
・
夏
目
漱
石

【
授
業
実
践
】
漱
石
「
自
画
に
題
す
」
を
使
っ
た
「
韻い
ん

塞ふ
た

ぎ
」�

岡お
か

本も
と

利と
し

昭あ
き

�

（
神
戸
大
学
附
属
中
等
教
育
学
校
）

一
、
は
じ
め
に

　

平
安
時
代
の
文
学
に
は
漢
学
を
取
り
入
れ
た
「
こ
と
ば
遊
び
」
が
よ

く
登
場
す
る
。「
韻
塞
（
ゐ
ん
ふ
た
）
ぎ
」（
韻
を
隠
し
て
お
い
て
押
韻
さ

れ
た
字
を
あ
て
る
）
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

だ
が
、
古
典
文
学
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
優
雅
な
「
こ
と
ば
遊
び
」

を
授
業
で
取
り
上
げ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
教
え

る
側
に
言
葉
遊
び
に
関
す
る
理
解
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
漢

文
、
特
に
作
詩
法
に
関
す
る
理
解
不
足
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
今
回
は

中
・
高
の
教
室
で
も
比
較
的
、
実
施
が
し
や
す
い
「
韻
塞
ぎ
」
を
漱
石

の
「
題ス
二
自
画ニ
一
」
を
使
っ
て
実
践
し
た
報
告
を
し
た
い
。

二
、『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
韻
塞
ぎ
」

　
『
源
氏
物
語
』
賢さ
か

木き

の
巻
で
は
、
巻
の
後
半
に
「
韻
塞
ぎ
」
が
見
え

る
。
父
桐
壺
院
が
崩
御
し
、
密
か
に
想
い
続
け
て
い
た
藤
壺
ま
で
が
出

家
し
、
後
ろ
盾
を
失
っ
た
光
源
氏
は
政
界
に
身
の
置
き
所
が
な
い
ま
ま

に
、
頭
中
将
ら
と
韻
塞
ぎ
を
し
て
気
を
紛
ら
わ
せ
て
い
る
、
と
い
う
部

分
が
あ
る
。
本
文
を
引
用
す
る
。

ま
た
い
た
づ
ら
に
、
い
と
ま
あ
り
げ
な
る
博
士
ど
も
召
し
集
め
て
、
文

つ
く
り
、
韻
ふ
た
ぎ
な
ど
よ
う
の
す
さ
び
わ
ざ
ど
も
を
も
し
な
ど
、
心

を
や
り
て
、（
中
略
）
殿
上
人
も
大
学
の
も
、
い
と
多
う
集
ひ
て
、
左
右

に
こ
ま
ど
り
に
方
分
か
せ
た
ま
へ
り
。
賭
物
ど
も
な
ど
、
い
と
二
な
く

て
、
挑
み
あ
へ
り
。
塞
ぎ
も
て
行
く
ま
ま
に
、
難
き
韻
の
文
字
ど
も
い

と
多
く
て
、
お
ぼ
え
あ
る
博
士
ど
も
な
ど
の
惑
ふ
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
を
、

時
々
う
ち
の
た
ま
ふ
さ
ま
、
い
と
こ
よ
な
き
御
才
の
ほ
ど
な
り
。

�

（『
源
氏
物
語
』
賢
木
）

韻
塞
ぎ
に
つ
い
て
玉
上
琢
也
氏
は
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

　
　

�「
韻
ふ
た
ぎ
」
は
、
平
安
朝
の
こ
ろ
盛
ん
に
行
わ
れ
た
遊
び
で
あ

る
。
そ
の
知
的
な
と
こ
ろ
が
好
ま
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
古
い
詩
集

な
ど
か
ら
詩
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
の
韻
字
の
部
分
を
隠
し
て
お
き
、

そ
こ
が
何
と
い
う
字
で
あ
る
か
あ
て
く
ら
べ
を
す
る
。
た
と
え
ば
、

「
蝸
牛
角
上
争
何
事　

石
火
光
中
寄
此
身　

随
富
随
貧
且
歓
楽　
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不
開
口
笑
是
痴
人
」（
白
楽
天　

対
酒
）
の
□
で
囲
ん
だ
字
を
隠
し

て
、
あ
て
さ
せ
る
。
と
い
う
ふ
う
な
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。（
中

略
）
韻
ふ
た
ぎ
は
、
漢
学
に
長
じ
、
わ
け
て
も
詩
に
精
し
く
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
単
に
そ
れ
だ
け
で
は
足
り
な
い
。
な
に
ぶ
ん
に

も
、
今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
詩
の
だ
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
か
ら
、
韻
字
を
推
定
し
よ
う
と
す
る
と
、
文
学
的
才
能
も
な
け

れ
ば
で
き
な
い
。�

（
玉
上
琢
也
「
源
氏
物
語
評
釈
」
賢
木
）

　

十
一
世
紀
初
頭
の
平
安
時
代
で
あ
る
か
ら
、
韻
塞
ぎ
に
用
い
ら
れ
た

の
は
、
玉
上
氏
が
例
に
挙
げ
て
い
る
よ
う
に
『
白
氏
文
集
』
の
詩
が
ま

ず
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
白
楽
天
の
詩
は
先
に
あ
げ
た
「
対
酒
」
で
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
起
句
が
「
踏
み
落
と
し
」
の
詩
も
多
く
（
一
説
に
は
白

楽
天
の
作
の
お
よ
そ
半
数
）、
教
室
で
韻
塞
ぎ
に
使
う
の
は
あ
ま
り
適
当

で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
夏
目
漱
石
「
題ス
二
自
画ニ
一
」
を
韻
塞
ぎ

の
教
材
に
用
い
て
み
た
。
そ
の
理
由
は
、
ま
ず
、
漱
石
の
詩
は
韻
が
き

わ
め
て
正
確
な
こ
と
。
次
に
、
平
安
朝
の
日
本
人
が
楽
し
ん
だ
遊
び
で

あ
る
の
だ
か
ら
、「
韻
塞
ぎ
」
を
す
る
な
ら
日
本
漢
文
を
素
材
に
し
た

い
と
思
う
か
ら
だ
。
さ
ら
に
、
こ
の
漱
石
の
詩
は
、
詩
題
が
示
す
よ
う

に
、「
自
画
自
賛
」
さ
れ
た
詩
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
生
徒
は
韻

塞
ぎ
を
行
う
際
、
詩
だ
け
で
な
く
、
漱
石
の
自
画
も
参
考
に
で
き
る
と

い
う
利
点
が
あ
る
。
絵
（
非
連
続
型
テ
キ
ス
ト
）
も
参
考
に
漱
石
の
創

作
意
図
を
「
読
み
」
な
が
ら
、
詩
の
韻
を
考
え
る
と
い
う
の
は
、
Ｐ
Ｉ

Ｓ
Ａ
型
学
力
育
成
型
の
実
践
と
も
な
っ
て
い
よ
う
。

三
、
授
業
の
実
際

漱
石
「
題ス
二
自
画ニ
一
」
を
使
っ
た
韻
塞
ぎ
（
対
象
中
学
二
年
生
・
計
二
時
間
）

唐 

詩 

読 

罷 

倚
二
闌 

干
一	

唐
詩
を
読
み
罷や

め
て
闌ら
ん

干か
ん

に
倚よ

れ
ば

午 

院 

沈 

沈 

緑 

意 
	

午
院　

沈
沈
と
し
て
緑
意

借 

問 

春 

風 

何 

処 

有	

借し
ゃ

問も
ん

す　

春
風
何い
づ

れ
の
処と
こ
ろに
か
有
る
と

石 

前 

幽 

竹 

石 

間 
	

石
前
の
幽
竹　

石
間
の

右
の
よ
う
に
承
句
、
結
句
末
の
韻
字
を
伏
せ
て
詩
を
生
徒
に
示
し
、
書

き
下
し
、
現
代
語
訳
の
後
、
韻
を
考
え
さ
せ
た
。

　

ま
ず
生
徒
は
、
七
言
絶
句
で
あ
る
の
で
、
起
句
末
も
押
韻
す
る
こ
と

を
手
掛
か
り
に
「
干
」
の
字
を
漢
和
辞
典
（
本
校
は
『
新
漢
語
林
』
を

全
員
が
持
っ
て
い
る
）
で
引
き
、
漱
石
の
こ
の
詩
が
上
平
声
「
寒
」
韻

（
十
四
寒
）
の
韻
目
で
押
韻
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
次
に

「
平
仄
辞
典
」
を
配
布
し
、
寒
韻
の
韻
字
表
か
ら
主
な
字
を
確
認
す
る
。

平
仄
辞
典
が
ク
ラ
ス
全
員
分
確
保
で
き
な
い
学
校
で
は
、
韻
字
表
を
プ

リ
ン
ト
し
て
配
布
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
。

　

生
徒
か
ら
は
、
承
句
末
は
「
丹
、
簞
」
な
ど
の
意
見
が
出
た
が
、
転

句
を
よ
く
読
み
、「
春
風
が
ど
こ
に
あ
る
」
と
思
う
と
き
は
、
ど
の
よ

う
な
と
き
か
を
考
え
る
よ
う
に
指
示
す
る
と
、「
寒
」
と
い
う
意
見
が

比
較
的
早
く
複
数
の
生
徒
か
ら
出
て
き
た
。
空
白
を
埋
め
よ
う
と
思
え

ば
、
表
現
さ
れ
て
い
る
部
分
を
よ
り
注
意
深
く
読
み
、
漱
石
の
創
作
意

図
を
汲
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
結
句
末
は
「
植
物
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で
あ
ろ
う
」
と
い
う
予
想
は
で
き
る
も
の
の
、「
蘭ら
ん

、
欒ら
ん

（
む
く
ろ

じ
・
お
う
ち
）」
な
ど
の
意
見
が
出
て
決
め
手
が
な
か
っ
た
。（
し
ば
し

ば
画
題
と
な
っ
た
四
君
子
（
蘭
・
菊
・
梅
・
竹
）
の
知
識
が
あ
れ
ば
容
易
か

も
し
れ
な
い
が
。）

　

今
回
の
実
践
で
は
、
比
較
の
意
味
で
漱
石
の
絵
（
竹
石
図
詩
賛
）
を

『
図
説
漱
石
大
観
』
か
ら
ス
ク
リ
ー
ン
で
大
き
く
見
せ
た
ク
ラ
ス
と
見

せ
て
い
な
い
ク
ラ
ス
を
作
っ
た
が
、
絵
を
示
し
た
ク
ラ
ス
で
は
「
蘭
」

の
字
を
入
れ
ら
れ
た
生
徒
の
数
が
非
常
に
多
か
っ
た
。

（
夏
目
漱
石
筆
・「
竹
石
図
詩
賛
」）

「
欒
（
む
く
ろ
じ
・
お
う
ち
）」
は
高
木
で
あ
る
が
、
漱
石
の
絵
を
見
る

限
り
、
石
間
の
草
は
大
き
な
植
物
に
は
見
え
な
い
。
絵
も
示
し
な
が
ら

韻
塞
ぎ
を
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
感
じ
た
。

四
、
お
わ
り
に

　

入
試
で
も
詩
の
問
題
は
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
詩
の
句
末
に
空

欄
を
設
け
、
韻
字
を
選
択
肢
か
ら
入
れ
さ
せ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ

れ
は
、
私
に
言
わ
せ
れ
ば
韻
塞
ぎ
に
他
な
ら
な
い
。
だ
が
、
選
択
肢
の

韻
字
が
、
例
え
ば
セ
ン
タ
ー
試
験
（
平
成
一
九
年
度
本
試
、
二
六
年
度
追

試
）
で
も
、
明
ら
か
に
違
う
韻
目
の
字
が
、
五
つ
の
選
択
肢
の
三
字
を

占
め
て
お
り
、
結
局
は
二
択
の
問
題
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

詩
の
韻
字
を
答
え
る
問
題
は
、
本
来
は
読
解
力
を
見
る
た
め
の
も
の

だ
っ
た
は
ず
が
、
現
場
で
は
「
音
読
み
し
て
似
た
母
音
の
入
っ
て
い
る

字
を
入
れ
な
さ
い
」
と
い
っ
た
機
械
的
な
指
導
（
受
験
テ
ク
ニ
ッ
ク
）

に
堕
し
て
し
ま
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
セ
ン
タ
ー
試
験
の
韻
字
を

入
れ
る
問
題
で
も
、
韻
目
が
同
じ
字
を
五
つ
選
択
肢
に
並
べ
れ
ば
、
相

当
、
読
解
力
が
必
要
に
な
る
し
、
現
に
正
答
率
が
低
い
年
度
（
平
成

一
五
年
度
本
試
、
一
九
年
度
本
試
）
の
問
題
は
、
作
者
の
創
作
意
図
や
表

現
の
工
夫
を
、
書
か
れ
て
あ
る
部
分
を
注
意
深
く
読
み
取
ら
な
い
と
正

解
に
は
た
ど
り
着
け
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
対
句
や
句
中
対
の
知

識
も
必
要
な
と
き
が
多
い
。

　

空
白
（
韻
字
）
を
補
う
た
め
に
は
、
生
徒
た
ち
は
、
詩
を
読
む
中
で
、

作
者
の
創
作
意
図
や
表
現
の
工
夫
を
考
え
な
が
ら
空
白
を
補
わ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
読
み
を
深
め
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、

韻
塞
ぎ
は
優
れ
て
い
る
。
平
仄
の
知
識
も
必
要
な
い
。

　

そ
し
て
何
よ
り
漱
石
の
詩
が
韻
塞
ぎ
の
題
材
と
し
て
好
適
な
の
は
、

「
題ス
二
自
画ニ
一
」
と
い
う
作
品
が
今
回
扱
っ
た
作
以
外
に
も
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
詩
そ
の
も
の
の
良
さ
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、「
画
」
も

利
用
で
き
る
た
め
、
教
材
と
し
て
も
極
め
て
価
値
が
高
い
。
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●
特
集
＝
漢
詩
人
・
夏
目
漱
石

漱
石
漢
詩
と
日
本
漢
詩
文
を
知
る
た
め
の
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド

�

阿あ

部べ

和か
ず

正ま
さ

�

（
二
松
學
舍
大
学
） 

■
漱
石
漢
詩
の
注
釈
書

　

そ
れ
ぞ
れ
一
長
一
短
が
あ
り
、
語
釈
や
解
釈
が

大
き
く
異
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
何

冊
か
を
見
比
べ
な
が
ら
使
用
す
る
と
効
果
的
。

○
松
岡
譲
『
漱
石
の
漢
詩
』
朝
日
新
聞
社　

一九六六

　

漱
石
が
作
っ
た
漢
詩
を
、
漱
石
自
身
の
体
験
と

結
び
つ
け
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
た
注
釈
書
。

○
竹
盛
天
雄
編
『
別
冊
国
文
学　

夏
目
漱
石
必
携

Ⅱ
』
学
燈
社　

一九八二

　
「
漱
石
漢
詩
事
典
」
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

ま
で
の
注
釈
書
の
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

○
中
村
宏
『
漱
石
漢
詩
の
世
界
』
第
一
書
房

　
　

一九八三

　
「
参
考
」
と
い
う
項
が
、
漱
石
の
詩
の
独
自
性
を

説
く
だ
け
で
な
く
、
漢
詩
を
作
る
上
で
の
ル
ー

ル
な
ど
も
解
説
し
て
い
る
。

○
佐
古
純
一
郎
『
漱
石
詩
集
全
釈
』
二
松
学
舎
大

学
出
版
部　

一九八三

　
「
語
釈
」
や
「
通
釈
」
に
加
え
、
そ
の
漢
詩
を
よ

り
深
く
理
解
す
る
手
助
け
と
な
る
「
補
説
」
が

付
さ
れ
て
い
る
。

○
高
木
文
雄
『
漱
石
漢
詩
研
究
資
料
集
︱
用
字
・

訓
讀
校
合
』
名
古
屋
大
学
出
版
会　

一九八七

　

漱
石
漢
詩
の
な
か
で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
の
使

用
頻
度
や
使
用
さ
れ
た
時
期
を
調
査
し
た
注
釈
書
。

○
吉
川
幸
次
郎
『
漱
石
詩
注
』
岩
波
文
庫　

二〇〇二

　

現
在
最
も
参
考
に
さ
れ
て
い
る
注
釈
書
で
あ
り
、

注
釈
書
選
び
に
迷
っ
た
場
合
は
、
こ
の
書
か
ら

始
め
て
み
る
の
が
よ
い
。

○
飯
田
利
行
『
新
訳　

漱
石
詩
集
』
柏
書
房　

一九九四

　

著
者
独
特
の
解
釈
に
陥
っ
て
い
る
き
ら
い
は
あ

る
が
、「
新
釈
」
と
し
て
一
つ
の
参
考
に
は
な
る
。

○
一
海
知
義
訳
注
『
漱
石
全
集　

第
十
八
巻　

漢

詩
文
』
岩
波
書
店　

一九九五

　

語
注
の
参
考
と
し
て
目
を
通
し
て
お
き
た
い
。

『
漱
石
と
河
上
肇
︱
日
本
の
二
大
漢
詩
人
』（
藤

原
書
店　

一
九
九
六
）
に
は
、
注
釈
を
付
け
た

際
の
こ
ぼ
れ
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

■
漱
石
漢
詩
を
よ
り
知
る
た
め
に

　

漱
石
が
漢
詩
を
作
っ
た
背
景
な
ど
を
考
察
し
た

書
を
選
ん
だ
。

○
渡
辺
昇
一
『
教
養
の
伝
統
に
つ
い
て
』
講
談
社

学
術
文
庫　

一九七七

　

晩
年
に
作
っ
た
漢
詩
や
傾
倒
し
た
詩
か
ら
、
幼

少
期
の
漱
石
の
姿
を
垣
間
見
よ
う
と
し
た
「
白

雲
郷
と
色
相
世
界
」
は
一
読
の
価
値
あ
り
。

○
斎
藤
順
二
『
夏
目
漱
石
漢
詩
考
』
教
育
出
版
セ

ン
タ
ー　

一九八四

　

漱
石
の
生
き
方
や
小
説
の
な
か
に
漢
詩
が
ど
の

よ
う
に
影
響
し
て
い
た
か
を
探
っ
て
い
る
。

○
清
水
茂
『
語
り
の
文
学
』
筑
摩
書
房　

一九八八

　
「
夏
目
漱
石
と
漢
文
学
」
の
章
で
、
漱
石
に
と
っ

て
の
漢
詩
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

○
石
川
忠
久
『
日
本
人
の
漢
詩
─
風
雅
の
過
去

へ
』
大
修
館
書
店　

二〇〇三

　
「
第
二
十
三
章　

子
規
・
漱
石
房
総
の
旅
」
で
、

子
規
と
漱
石
が
作
っ
た
漢
詩
の
内
容
や
形
式
の

類
似
と
差
異
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

○
加
藤
二
郎
『
漱
石
と
漢
詩
︱
近
代
へ
の
視
線
』

翰
林
書
房　

二〇〇四

　

漱
石
に
と
っ
て
の
「
近
代
」
を
、
漢
詩
を
読
み

＊
版
を
変
え
て
い
る
も
の
は
、
最
新
の
も
の
で
示
し
た
。

＊
な
る
べ
く
手
に
入
り
や
す
い
も
の
に
絞
っ
て
採
録
し
、
著
者
の
重
複
も
避
け
た
。
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解
く
こ
と
で
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
書
。

○
古
井
由
吉
『
漱
石
の
漢
詩
を
読
む
』
岩
波
書
店

　

二〇〇八

　
「
修
善
寺
の
大
患
」
後
の
漱
石
の
漢
詩
に
、
漱

石
の
死
生
観
が
表
れ
て
い
る
と
す
る
講
義
録
。

○
和
田
利
男
『
漱
石
の
漢
詩
』
文
春
学
藝
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー　

二〇一六

　

陶
淵
明
や
杜
甫
な
ど
か
ら
漱
石
が
受
け
た
影
響

を
論
じ
た
第
二
部
は
こ
れ
か
ら
の
研
究
に
大
い

に
参
考
に
な
る
。

■
漱
石
を
よ
り
知
る
た
め
に

　
「
文
豪
　
夏
目
漱
石
」
と
は
違
っ
た
角
度
か
ら
漱

石
を
論
じ
て
い
る
書
を
あ
げ
た
。

○
夏
目
鏡
子
述
、
松
岡
譲
筆
録
『
漱
石
の
思
い

出
』
文
春
文
庫　

一九九四

　

妻
か
ら
見
た
漱
石
の
姿
が
記
さ
れ
る
。「
文
豪
漱

石
」
と
は
違
っ
た
一
面
が
垣
間
見
え
る
。

○
江
藤
淳
『
漱
石
と
そ
の
時
代　

第
一
部
〜
第
五

部
』
新
潮
選
書　

一九七〇〜
一九九九

　

漱
石
だ
け
で
な
く
、
明
治
と
い
う
時
代
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
有
意
義
な
書
。

○
石
原
千
秋
『
漱
石
は
ど
う
読
ま
れ
て
き
た
か
』

新
潮
選
書　

二〇一〇

　

漱
石
の
小
説
が
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
き
た
か
を

大
ま
か
に
概
括
し
た
書
。
伝
記
的
事
実
に
囚
わ
れ

な
い
小
説
の
読
み
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
十
川
信
介
編
『
漱
石
追
想
』
岩
波
文
庫　

二〇一六

　

生
前
の
漱
石
を
知
る
者
た
ち
の
証
言
を
集
め
た

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
本
。

○
小
森
陽
一
『
漱
石
を
読
み
な
お
す
』
岩
波
現
代

文
庫　

二〇一六

　

明
治
と
い
う
時
代
の
な
か
に
漱
石
を
置
く
こ
と

で
、
漱
石
を
捉
え
直
し
た
書
。

■
日
本
漢
詩
文
を
別
の
角
度
か
ら
眺
め
る
た
め
に

　

近
代
と
い
う
時
代
の
な
か
で
漢
詩
を
捉
え
直
そ

う
と
し
て
い
る
書
を
選
ん
だ
。

○
入
谷
仙
介
『
新
版　

近
代
文
学
と
し
て
の
明
治

漢
詩
』
研
文
出
版　

二〇〇六

　

近
代
の
知
識
人
に
と
っ
て
漢
詩
が
な
ぜ
必
要
で

あ
っ
た
の
か
を
論
じ
る
と
同
時
に
、
な
ぜ
必
要

と
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
く
の
か
を
論
じ
て
い
る
。

○
合
山
林
太
郎
『
幕
末
・
明
治
期
に
お
け
る
日
本

漢
詩
文
』
和
泉
書
院　

二〇一四

　

時
代
の
影
響
を
強
く
受
け
た
漢
詩
文
が
、
立
場

や
立
ち
位
置
を
変
化
さ
せ
て
い
く
過
程
を
論
じ

て
い
る
。

○
齋
藤
希
史
『
漢
文
脈
と
近
代
日
本
』
角
川
ソ

フ
ィ
ア
文
庫　

二〇一四

　

漢
詩
や
漢
文
が
、
近
代
日
本
に
お
け
る
文
体
や

文
学
の
成
立
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の

か
を
論
じ
る
。

○
木
下
彪ひ
ょ
う『
明
治
詩
話
』
岩
波
文
庫　

二〇一五

　

明
治
か
ら
昭
和
を
生
き
た
漢
学
者
で
あ
る
木
下
彪

が
、
社
会
や
文
壇
の
変
化
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
。

■
高
校
生
の
た
め
に

○
高
島
俊
男
『
漱
石
の
夏
や
す
み
』
ち
く
ま
文
庫

　

二〇〇七

　

漱
石
が
大
学
時
代
に
書
い
た
『
木
屑
録
』
と
い

う
紀
行
文
を
解
説
し
た
書
。

○
森
岡
ゆ
か
り
『
文
豪
だ
っ
て
漢
詩
を
よ
ん
だ
』

新
典
社
新
書　

二〇〇九

　

文
豪
た
ち
が
漢
詩
と
ど
の
よ
う
に
付
き
合
っ
て
い

た
の
か
を
論
じ
て
い
る
。
同
著
者
の
『
文
豪
の
漢

文
旅
日
記
─
鷗
外
の
渡
欧
、
漱
石
の
房
総
』（
新

典
社
選
書　

二〇一五）
も
平
易
で
読
み
や
す
い
。

○
一
海
知
義
『
漢
詩
入
門
』
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書

　

一九九八

　

漢
詩
が
ど
の
よ
う
な
リ
ズ
ム
で
成
り
立
っ
て
い

る
の
か
を
、
具
体
的
な
漢
詩
の
例
を
示
し
な
が

ら
解
説
す
る
。

○
鈴
木
健
一
『
日
本
漢
詩
へ
の
招
待
』
東
京
堂
出

版　

二〇一三

　

奈
良
時
代
か
ら
明
治
時
代
ま
で
の
日
本
漢
詩
の

変
遷
を
追
っ
た
書
。
日
本
漢
詩
の
大
ま
か
な
流

れ
を
摑
む
こ
と
が
で
き
る
。
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◎
待
望
の
事
典
、
遂
に
刊
行
！

『
三
国
志
事
典
』

人
物
紹
介
、
名
場
面
、
三
国
時
代
の
歴
史
・
文
化
・

国
際
関
係
…
「
三
国
志
」
を
読
む
た
め
に
必
要
な
情
報
を

網
羅
。
正
史
『
三
国
志
』
に
基
づ
く
初
め
て
の
事
典
。

A5 判・上製・388 頁
定価＝本体 3,600 円＋税

渡邉義浩［著］

▼�

正
史
『
三
国
志
』
の
成
立
過

程
や
そ
の
背
景
、
著
者
・
注

釈
者
に
つ
い
て
詳
述
、
さ
ら

に
、『
三
国
志
演
義
』
に
至
る

「
三
国
志
」
物
語
の
派
生
・
展

開
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

▼�

魏
・
蜀
・
呉
、
そ
れ
ぞ
れ
の

歴
史
概
略
を
示
し
、
各
国
内

の
動
向
を
大
づ
か
み
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

『
三
国
志
』
に
本
紀
・
列
伝
が

立
て
ら
れ
て
い
る
全
人
物
に

つ
い
て
項
目
を
立
て
て
記
述

し
ま
し
た
。

▼�

三
国
時
代
の
各
国
の
外
交
政

策
に
つ
い
て
記
し
、『
三
国

志
』
巻
三
十
「
鮮
卑
・
烏

桓
・
東
夷
伝
」
の
倭
人
の
条

（
通
称
、「
魏
志
倭
人
伝
」）
に

つ
い
て
、
原
文
を
解
説
し
つ

つ
、
邪
馬
台
国
の
実
像
に
迫

り
ま
し
た
。

▼�

三
国
志
に
描
か
れ
た
各
時
代

の
中
国
全
体
図
を
収
録
。
そ

の
時
々
の
勢
力
関
係
が
一
目

で
わ
か
り
ま
す
。

◎
主
要
目
次

第
Ⅰ
章　

正
史
『
三
国
志
』

　
　
　
　�

陳
寿
の
生
涯
／
正
史『
三
国
志
』の
成
立
／
裴
松
之
注
／『
後
漢
書
』
に
つ

い
て
／『
晉
書
』に
つ
い
て
／
三
国
時
代
と
は
／『
三
国
志
』物
語
の
派
生

第
Ⅱ
章　

魏
の
歴
史
と
人
物

第
Ⅲ
章　

蜀
の
歴
史
と
人
物

第
Ⅳ
章　

呉
の
歴
史
と
人
物

第
Ⅴ
章　

後
漢
書
・
晉
書
の
人
物

第
Ⅵ
章　

名
場
面
四
十
選

　
　
　
　�

①
乱
世
の
姦
雄
／
②
鞭
打
つ
劉
備
／
③
孫
堅
の
神
秘
的
出
生
／
④
董
卓
専
横
／

⑤
曹
操
の
大
義
／
⑥
孫
堅
と
袁
術
／
⑦
天
下
の
英
雄
は
君
と
私
で
あ
る
／
…
…

第
Ⅶ
章　

思
想
と
文
学

　
　
　
　
儒
教
一
尊
か
ら
四
学
三
教
へ

第
Ⅷ
章　

魏
志
倭
人
伝
と
国
際
関
係

　
　
　
　�「
魏
志
倭
人
伝
」
を
生
ん
だ
国
際
関
係
／「
魏
志
倭
人
伝
」
に
見
え
る
倭
国
の
虚
と
実

第
Ⅸ
章　

資
料
集

　
　
　
　�

各
時
代
の
勢
力
全
体
図
／
三
国
年
表
／
官
職
一
覧
／
裴
松
之
注
引
用
書
一

覧
／
基
本
用
語
辞
典

人
名
索
引
・
事
項
索
引



─ 18 ── 19 ─

●最新刊のご紹介『三国志事典』

◎
著
者
の
こ
と
ば

　
三
国
志
の
事
典
を
出
版
し
た
い
と
い
う
思
い
は
、

昔
か
ら
抱
い
て
い
ま
し
た
。『
三
国
志
研
究
要
覧
』

を
出
版
し
た
一
九
九
六
年
、『
三
国
志
研
究
入
門
』

を
出
版
し
た
二
〇
〇
七
年
に
は
、
と
く
に
強
く
思

い
ま
し
た
。
こ
の
『
三
国
志
事
典
』
を
刊
行
す
る

の
が
、
二
〇
一
七
年
で
す
か
ら
、
す
で
に
二
〇
年

も
経
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
出
版
に
踏
み
切
れ
な
か
っ
た
の
は
、「
事
典
」

と
い
う
言
葉
の
持
つ
客
観
性
に
あ
り
ま
す
。
ご
承

知
の
と
お
り
、『
三
国
志
』、
と
り
わ
け
「
魏
志
倭

人
伝
」
は
異
説
の
多
い
学
問
分
野
で
す
。
議
論
百

出
の
中
に
客
観
的
に
「
正
し
い
」
事
典
を
執
筆
す

る
、
と
い
う
行
為
に
た
じ
ろ
い
で
い
た
訳
で
す
。

二
〇
〇
一
年
か
ら
出
版
を
始
め
た
『
全
譯
後
漢

書
』（
全
十
九
巻
）
は
、
二
〇
一
六
年
に
よ
う
や

く
完
成
し
ま
し
た
。
二
〇
一
七
年
か
ら
は
、『
全

譯
三
国
志
』
に
取
り
か
か
る
つ
も
り
で
す
が
、
完

成
ま
で
に
は
多
く
の
歳
月
が
掛
か
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
た
と
え
全
訳
が
完
成
し
た
と
し
て
も
、

客
観
的
な
事
典
が
書
け
る
ほ
ど
、
す
べ
て
の
問
題

を
解
決
し
て
、「
正
し
い
」
三
国
志
の
姿
を
示
せ

る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

  

そ
れ
な
ら
、
主
観
的
な
「
事
典
」
を
書
け
ば
よ

い
で
は
な
い
か
、
と
踏
ん
切
り
が
つ
い
た
の
は
、

『
三
国
政
権
の
構
造
と
「
名
士
」』（
二
〇
〇
四
年
）

で
扱
う
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
倭
国
を
含
め
た
国

際
関
係
を
『
三
国
志
よ
り
み
た
邪
馬
台
国
』

（
二
〇
一
五
年
）
と
し
て
、
自
分
な
り
に
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
た
た
め
で
す
。
主
観
的
で
あ
る
こ

と
を
貫
く
た
め
に
、『
三
国
志
事
典
』
は
、
す
べ

て
の
項
目
を
一
人
で
執
筆
し
ま
し
た
。
校
正
を
し

な
が
ら
、
一
人
の
三
国
志
学
者
が
理
解
す
る
「
三

国
志
」
の
姿
を
自
分
な
り
に
示
す
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（撮影：薈田純一）

●
渡
邉
義
浩
（
わ
た
な
べ
　
よ
し
ひ
ろ
）

　
一
九
六
二
年
生
ま
れ
。
筑
波
大
学
大
学
院
博
士

課
程
歴
史
・
人
類
学
研
究
科
史
学
専
攻
修
了
。
早

稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
。
専
攻
は
中
国
古
代

思
想
史
。
文
学
博
士
。
著
書
に
『
三
国
志—

演
義

か
ら
正
史
、
そ
し
て
史
実
へ
』（
中
公
新
書
）、

『「
三
国
志
」
の
政
治
と
思
想
」（
講
談
社
選
書
メ

チ
エ
）、『
王
莽 

改
革
者
の
孤
独
』（
大
修
館
書

店
）、『
全
譯
後
漢
書
』（
主
編
、
汲
古
書
院
）
な

ど
。
映
画
『
レ
ッ
ド
ク
リ
フ
』
日
本
語
版
監
修
者
。

「
三
国
志
」
っ
て
そ
も
そ
も
何
？

　
三
世
紀
の
中
国
に
お
け
る
三
国
時
代
、
す
な
わ

ち
魏
（
曹そ

う

魏ぎ

）・
蜀
（
蜀し

ょ

漢く
か
ん）・

呉
（
孫そ

ん

呉ご

）
の
三

国
の
歴
史
を
記
し
た
書
物
を
『
三
国
志
』
と
言
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
正
史
と
呼
ば
れ
る
、
中
国
で
正

統
と
認
め
ら
れ
た
歴
史
書
の
一
つ
で
す
。
蜀
の
出

身
の
陳ち

ん

寿じ
ゆ

と
い
う
人
が
書
き
、
三
国
時
代
の
次
の

西せ
い

晋し
ん

の
時
代
に
成
立
し
ま
し
た
。

　『
三
国
志
』
は
、「
魏
書
」「
蜀
書
」「
呉
書
」
の

三
部
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
本
紀
（
皇
帝
の
年
代

記
）
と
列
伝
（
臣
下
の
記
録
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
、

紀
伝
体
と
呼
ば
れ
る
形
式
で
記
さ
れ
て
お
り
、
合

わ
せ
て
四
百
四
十
人
の
人
物
の
伝
記
な
ど
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、「
三
国
志
」
と
聞
い
て
、
一
般
に
思
い

浮
か
べ
る
の
は
、
小
説
や
漫
画
、
最
近
で
は
映
画

や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
も
楽
し
ま
れ
て
い
る
物
語
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
『
三
国
志

演
義
』
と
い
う
小
説
に
基
づ
き
ま
す
。
こ
れ
は
、

陳
寿
の
『
三
国
志
』
か
ら
千
年
の
後
、
明
末
〜
清

初
の
羅ら

貫か
ん

中ち
ゆ
うが
書
い
た
も
の
で
す
。

　
血
湧
き
肉
躍
る
戦
い
の
シ
ー
ン
や
、
権
謀
術
数

渦
巻
く
英
雄
た
ち
の
駆
け
引
き
、
美
女
と
の
ラ
ブ

ロ
マ
ン
ス
な
ど
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
の

高
い
物
語
の
多
く
は
、『
三
国
志
演
義
』
や
、
そ

こ
に
至
る
さ
ま
ざ
ま
な
「
三
国
志
」
物
語
に
よ
っ

て
肉
付
け
さ
れ
、
創
作
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
す

べ
て
の
ベ
ー
ス
は
陳
寿
の
『
三
国
志
』
で
す
。
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正
史

魏

蜀

呉

後
漢・晉

名
場
面
四
十

思
想
と
文
学

魏
志
倭
人
伝

資
料

索
引

魏
の
太
祖
。
祖
父
の
曹そ

う

騰と
う

は
、
桓か

ん

帝て
い

擁
立
に
功

績
が
あ
り
、
宦
官
で
あ
り
な
が
ら
、
多
く
の
人
材

を
抜
擢
し
た
。
無
名
の
曹
操
を
評
価
し
、
そ
の
理

想
と
な
る
橋
き
ょ
う

玄げ
ん

を
推
挙
し
たち

ゅ
う

暠こ
う

は
、
そ
の
一
人

で
あ
る
。
父
は
夏
侯
氏
か
ら
養
子
に
入
っ
た
と
さ

れ
る
曹そ
う

嵩す
う

で
、
太
尉
に
至
っ
た
。

熹
平
三
（
一
七
四
）
年
、
曹
操
は
二
十
歳
で
孝こ

う

廉れ
ん

に
推
挙
さ
れ
て
郎
と

な
り
、
洛ら
く

陽よ
う

北
部
尉
に
任
ぜ
ら
れ
、
宦
官
の
係
累
さ
え
処
刑
す
る
猛
政
で

名
声
を
得
た
。
一
八
四
年
、
黄こ
う

巾き
ん

の
乱
が
起
こ
る
と
騎
都
尉
に
な
り
、
潁え
い

川せ
ん

郡
の
黄
巾
を
討
伐
し
て
、
済せ
い

南な
ん

国こ
く

相し
ょ
うに
昇
進
し
た
。

中
平
五
（
一
八
八
）
年
、
霊
帝
が
新
設
し
た
西せ
い

園え
ん

八は
ち

校こ
う

尉い

の
一
つ
典
軍

校
尉
に
就
任
し
た
が
、
翌
年
、
董と
う

卓た
く

が
献
帝
を
擁
立
し
て
政
権
を
壟
断
す

る
と
、
陳ち
ん

留
り
ゅ
う

郡
で
挙
兵
す
る
。
一
九
〇
年
、
反
董
卓
連
合
に
お
い
て
曹

操
は
、
袁え
ん

紹し
ょ
うか
ら
行こ
う

奮ふ
ん

武ぶ

将
し
ょ
う

軍ぐ
ん

に
推
薦
さ
れ
た
。
か
つ
て
橋
玄
の
紹
介

に
よ
り
、
許き
ょ

劭し
ょ
うの

人
物
評
価
を
受
け
た
曹
操
は
、
何か

顒ぎ
ょ
うを

中
心
と
す
る
名

士
グ
ル
ー
プ
で
袁
紹
・
荀
じ
ゅ
ん

彧い
く

・
許き
ょ

攸ゆ
う

ら
と
交
友
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

袁
紹
が
董
卓
と
戦
わ
な
い
中
、
曹
操
は
洛
陽
へ
の
進
撃
を
唱
え
た
が
、
滎け
い

陽よ
う

の
戦
い
で
、
董
卓
の
中
郎
将
の
徐
栄
に
敗
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
漢
の
復

興
の
た
め
に
董
卓
と
戦
っ
た
こ
と
は
、
の
ち
に
献
帝
を
擁
立
す
る
正
当
性

を
支
え
、
漢
の
護
持
を
願
う
名
士
に
曹
操
の
存
在
を
知
ら
し
め
た
。

河か

北ほ
く

を
制
圧
し
て
い
く
袁
紹
を
見
て
、
曹
操
は
黄
巾
の
盛
ん
な
河か

南な
ん

に

出
る
。
一
九
二
年
、
兗え
ん

州
し
ゅ
う

牧ぼ
く

と
な
り
、
青
州
黄
巾
を
破
っ
て
、
兵

三
十
万
、
民
百
万
を
帰
順
さ
せ
る
。
こ
れ
を
編
成
し
た
も
の
が
、
曹
操
の

軍
事
的
基
盤
と
な
っ
た
青
州
兵
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
荀
彧
が
加
入
す
る
。

名
士
本
流
の
荀
彧
が
、
袁
紹
を
見
限
り
曹
操
に
仕
え
た
こ
と
に
よ
り
、

多
く
の
名
士
が
集
団
に
参
入
し
、
曹
操
は
順
調
に
勢
力
を
拡
大
し
た
。
そ

れ
を
嫌
っ
た
袁え
ん

術じ
ゅ
つの

侵
入
に
反
撃
す
る
と
、
徐
州
牧
の
陶と
う

謙け
ん

が
曹
操
の
父

を
殺
し
て
報
復
す
る
。
公こ
う

孫そ
ん

瓚さ
ん

・
陶
謙
・
孫
策
の
袁
術
派
と
曹
操
・
劉
り
ゅ
う

表ひ
ょ
うの

袁
紹
派
と
が
抗
争
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
親
を
殺
さ
れ
た
曹
操
は
、

民
を
含
め
た
大
虐
殺
を
行
い
、
名
士
に
失
望
さ
れ
る
。
焦
っ
た
曹
操
が
虐

殺
を
批
判
し
た
兗
州
名
士
の
辺
譲
を
殺
害
す
る
と
、
陳ち
ん

宮き
ゅ
うと
張
ち
ょ
う

邈ば
く

は
呂り
ょ

布ふ

を
招
き
、
曹
操
に
敵
対
し
て
兗
州
を
ほ
ぼ
制
圧
し
た
。

荀
彧
は
、
程て
い

昱い
く

・
夏か

侯こ
う

惇と
ん

と
共
に
拠
点
を
死
守
し
た
。
一
年
余
り
を
か

け
て
兗
州
を
回
復
し
た
曹
操
に
、
荀
彧
が
正
統
性
の
回
復
策
と
し
て
献け
ん

帝て
い

の
擁
立
を
主
張
す
る
。
一
九
六
年
、
献
帝
を
迎
え
た
曹
操
は
、
名
士
の
支

持
を
次
第
に
回
復
し
た
。
さ
ら
に
、
荀
彧
は
、
兗
州
に
あ
っ
た
拠
点
を
豫よ

州し
ゅ
うの

潁
川
郡
許き
ょ

県け
ん

に
移
す
こ
と
を
勧
め
る
。
曹
操
は
、
許
に
都
を
置
く
と

共
に
、
周
辺
で
屯と
ん

田で
ん

制せ
い

を
始
め
た
。
軍
隊
で
は
な
く
、
一
般
の
農
民
に
土

地
を
与
え
る
民み
ん

屯と
ん

は
、
隋ず
い

唐と
う

の
均
田
制
の
源
流
と
な
る
。
ま
た
、
戸
ご
と

に
布
を
調
ち
ょ
う
と
し
て
取
る
税
制
は
、
租そ

庸よ
う

調
ち
ょ
う

制せ
い

の
源
流
と
な
っ
て
い
く
。

こ
う
し
て
曹
操
は
、
軍
事
的
基
盤
の
青
州
兵
、
経
済
的
基
盤
の
屯
田
制
、

政
治
的
正
統
性
と
な
る
献
帝
を
有
し
、
河
南
の
豫
州
・
兗
州
を
支
配
し
て
、

袁
紹
と
全
面
的
に
戦
い
得
る
態
勢
を
整
え
た
。

建
安
五
（
二
〇
〇
）
年
の
官
渡
の
戦
い
で
は
、
降
服
し
て
き
た
旧
友
の

許
攸
が
立
て
た
烏う

巣そ
う

急
襲
策
を
採
用
し
て
勝
利
を
納
め
た
。
た
だ
し
、
そ

の
勝
利
は
、許
で
献
帝
を
守
り
、兵
糧
を
供
給
し
、名
士
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
て
袁
紹
陣
営
の
情
報
を
収
集
・
分
析
し
た
荀
彧
の
功
績
に
大

き
く
依
存
す
る
。
こ
の
時
期
、
曹
操
と
荀
彧
は
、
志
を
共
に
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
建
安
十
三
（
二
〇
八
）
年
、
赤
壁
の
戦
い
に
敗
れ
、
五
十

八
歳
の
曹
操
が
中
国
統
一
よ
り
、
君
主
権
力
の
強
化
と
後
漢
に
代
わ
る
曹そ
う

魏ぎ

の
建
国
を
優
先
す
る
と
、
両
者
の
関
係
は
悪
化
す
る
。
董と
う

昭し
ょ
うか

ら
曹
操

を
魏
公
に
推
薦
す
る
相
談
を
受
け
た
荀
彧
が
、
儒
教
的
理
念
を
掲
げ
て
こ

れ
を
非
難
す
る
と
、両
者
の
対
立
は
決
定
的
と
な
っ
た
。
同
十
七（
二
一
二
）

年
、
孫
権
討
伐
の
途
上
、
曹
操
は
荀
彧
を
死
に
追
い
込
む
。

曹
操
は
、
名
士
の
価
値
観
と
し
て
絶
対
的
な
位
置
を
持
つ
儒
教
が
漢
を

正
統
化
し
て
い
た
こ
と
を
嫌
い
、
儒
教
の
相
対
化
を
目
指
す
。
儒
教
と
は

異
な
る
価
値
観
を
尊
重
す
る
こ
と
で
、
儒
教
に
圧
力
を
か
け
て
い
く
。
荀

彧
を
死
に
追
い
や
っ
た
二
年
前
、
曹
操
は
す
で
に
人
材
登
用
の
方
針
と
し

て
、
儒
教
の
登
用
方
針
と
は
異
な
る
唯ゆ
い

才さ
い

主
義
を
掲
げ
て
い
た
。
さ
ら
に

曹
操
は
「
文
学
」
を
宣
揚
す
る
。
曹
操
の
サ
ロ
ン
か
ら
発
展
し
た
建
安
文

学
は
、
中
国
史
上
初
の
本
格
的
な
文
学
活
動
と
な
っ
た
。
曹
操
は
、
五
官

将
文
学
な
ど
「
文
学
」
を
冠
す
る
官
職
を
創
設
し
、
ま
た
文
学
の
才
能
を

基
準
に
人
事
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
文
学
の
才
に
秀
で
た
曹そ
う

植ち

を
寵
愛
し
、

一
時
は
後
継
者
に
擬
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
文
学
は
、
こ
う
し
て
儒
教
と

は
異
な
る
新
た
な
価
値
と
し
て
、
国
家
的
に
宣
揚
さ
れ
た
。
曹
操
の
著
し

た
楽が

府ふ

は
、
自
ら
の
正
当
性
を
奏
で
る
手
段
で
あ
っ
た
。

荀
彧
を
殺
し
た
翌
建
安
十
八
年
、
曹
操
は
魏
公
に
封
建
さ
れ
、
九
き
ゅ
う

錫せ
き

（
天
子
に
匹
敵
す
る
九
種
の
礼
）
を
受
け
た
。
魏
国
の
社し
ゃ

稷し
ょ
くと
宗そ
う

廟び
ょ
うを
建
て
、

二
人
の
娘
を
献
帝
の
夫
人
と
し
た
曹
操
は
、
同
十
九
年
に
献
帝
の
伏
皇
后

を
廃
位
し
、
伏
皇
后
の
二
子
も
酖ち
ん

殺さ
つ

す
る
。
二
十
年
、
娘
の
曹
節
を
献
帝

の
皇
后
に
立
て
る
と
、
二
十
一
年
に
魏
王
の
位
に
即
く
。

建
安
二
十
五
（
二
二
〇
）
年
一
月
、
魏
王
曹
操
は
、
洛
陽
で
薨こ
う

去き
ょ

す
る
と
、

高
陵
（
西
高
穴
二
号
墓
と
さ
れ
る
）
に
葬
ら
れ
た
。

曹
操
は
儒
教
一
尊
で
あ
っ
た
後
漢
の
価
値
基
準
を
打
破
し
て
、
多
く
の

文
化
に
価
値
を
見
出
し
た
。『
孫
子
』
に
注
を
付
け
、
新
し
く
作
っ
た
楽

府
を
管
弦
に
の
せ
て
唱
和
さ
せ
た
。
ま
た
、
草
書
と
囲い

碁ご

を
得
意
と
し
、

五ご

斗と

米べ
い

道ど
う

に
興
味
を
抱
き
、
養よ
う

生せ
い

の
法
を
好
み
、
方
術
の
士
を
招
い
た
。

曹
操
の
存
在
の
故
に
、
三
国
時
代
は
歴
史
の
転
換
点
と
な
っ
た
。
政
治

的
に
は
、
四
百
年
の
統
一
国
家
で
あ
る
漢
が
崩
壊
し
、
三
百
七
十
年
に
及

ぶ
魏ぎ

晉し
ん

南な
ん

北ぼ
く

朝ち
ょ
うの
分
裂
の
中
で
、
名
士
を
母
体
と
す
る
貴
族
が
支
配
階
級

と
な
る
。
経
済
的
に
は
、
隋
唐
律り
つ

令
り
ょ
う

体
制
に
結
実
す
る
屯
田
制
な
ど
の

土
地
制
度
や
税
制
度
が
整
備
さ
れ
る
。
文
化
的
に
は
、
儒
教
一
尊
は
崩
壊

し
、
仏
教
・
道
教
が
盛
ん
と
な
り
、
文
学
・
書
画
が
新
た
な
価
値
と
し
て

定
着
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
曹
操
に
源
を
発
す
る
の
で
あ
る
。

「
非
常
の
人
、
超
ち
ょ
う

世せ
い

の
傑
」
と
、
そ
の
才
能
を
高
く
評
価
す
る
。

陳
寿

曹そ
う

操そ
う

孟も
う

徳と
く

〈
幼
〉阿あ

瞞ま
ん〈
諡
〉武ぶ

帝て
い

一
五
五
～
二
二
〇

豫よ

州し
ゅ
う
沛は
い
国こ
く

譙し
ょ
う

県け
ん

武
帝
紀
魏
書
一
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Ⅱ章
　魏
の歴
史と
人物

正
史

魏

蜀

呉

後
漢・晉

名
場
面
四
十

思
想
と
文
学

魏
志
倭
人
伝

資
料

索
引

袁
紹
と
対
立
す
る
袁
術
は
、
袁
紹
派
の
曹
操
が
勢
力
を
拡
大
し
た
こ
と
を
憎
み
、
兗
州
陳
ち
ん

留
り
ゅ
う

郡
ぐ
ん

の
封
ほ
う

丘
き
ゅ
う
に
陣
を
し
き
、
袁
紹
・
曹
操

を
公
こ
う

孫
そ
ん

瓚
さ
ん

と
挟
み
撃
ち
に
す
る
形
勢
を
取
っ
た
。
匡
き
ょ
う

亭
て
い

の
戦
い
で
袁
術
側
の
劉
詳
を
撃
破
し
た
曹
操
は
、
救
援
に
駆
け
つ
け
た
袁
術
本
軍

を
も
破
り
、
封
丘
に
逃
げ
帰
っ
た
袁
術
を
追
撃
し
た
。
太
た
い

寿
じ
ゅ

に
立
て
籠
も
っ
た
袁
術
軍
を
水
攻
め
に
す
る
と
、
袁
術
は
揚
州
の
九
江
郡
ま

で
撤
退
し
た
。

そ
の
こ
ろ
父
の
曹
嵩
は
、
徐
州
泰
山
郡
に
避
難
し
て
い
た
。
曹
操
は
、
泰
山
太
守
の
応
お
う

劭
し
ょ
う
に
父
を
兗
州
ま
で
送
り
届
け
る
こ
と
を
求
め

た
。
し
か
し
、
徐
州
牧
の
陶
と
う

謙
け
ん

が
、
密
か
に
派
遣
し
た
数
千
騎
に
よ
り
、
曹
嵩
を
は
じ
め
曹
氏
一
門
は
、
皆
殺
し
に
さ
れ
た
。
陶
謙
は
、

袁
術
派
の
公
孫
瓚
と
結
び
、
袁
紹
と
冀き
州
し
ゅ
う
の
領
有
を
争
っ
て
い
た
。
父
の
殺
害
は
、
袁
紹
派
の
曹
操
へ
の
挑
発
で
あ
る
。

父
を
虐
殺
さ
れ
た
曹
操
は
、
激
怒
し
た
。
陶
謙
を
攻
撃
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
徐
州
の
民
を
も
殺
害
し
た
。
こ
れ
を
兗
州
の
名
士
辺
譲

が
批
判
し
た
た
め
、
曹
操
は
辺
譲
を
殺
害
し
て
、
自
己
の
権
力
を
誇
示
し
た
。
兗
州
名
士
の
陳
宮
は
張
ち
ょ
う

邈
ば
く

と
共
に
呂
り
ょ

布ふ
を
引
き
入
れ
反
乱

を
起
こ
し
た
。
兗
州
は
ほ
ぼ
呂
布
の
支
配
下
に
入
り
、
曹
操
側
に
残
さ
れ
た
の
は
、
甄
け
ん

城
じ
ょ
う

・
范
は
ん

城
じ
ょ
う

・
東
と
う

阿あ
の
三
県
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

荀
彧
は
、
東
阿
県
出
身
の
程
て
い

昱
い
く

が
「
民
の
望
」
で
あ
る
こ
と
に
頼
り
、
三
城
を
死
守
し
た
。
曹
操
は
急
い
で
戻
り
、
袁
紹
の
支
持
を
受
け

つ
つ
、
一
年
余
の
歳
月
を
か
け
兗
州
を
奪
回
し
た
。
し
か
し
、
信
頼
を
失
っ
た
兗
州
に
、
曹
操
が
根
拠
地
を
置
く
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
曹
操
は
、
荀
彧
の
故
郷
潁
え
い

川
せ
ん

郡
ぐ
ん

を
拠
点
と
し
、
黄
巾
の
残
党
を
降
伏
さ
せ
て
、
そ
の
農
具
や
労
働
力
を
利
用
し
、
経
済
的
な

基
盤
と
な
る
屯
田
制
を
開
始
し
た
。
荀
彧
は
、
曹
操
に
正
統
性
を
回
復
さ
せ
る
た
め
、
献
帝
の
擁
立
を
求
め
る
。
曹
操
は
、
献
帝
を
潁
川

郡
の
許
県
に
遷
す
と
、
司
空
・
車
騎
将
軍
を
兼
任
し
、
司
空
府
は
事
実
上
の
政
府
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
曹
操
は
、
袁
紹
に
対
し
て
で
も
、

献
帝
の
名
の
も
と
に
命
令
を
下
し
得
る
優
位
を
手
に
入
れ
る
と
共
に
、
漢
の
復
興
を
大
義
と
す
る
名
士
層
の
支
持
を
回
復
し
た
の
で
あ
る
。

曹
操
は
、
南
陽
郡
の
宛
え
ん

県
け
ん

へ
兵
を
進
め
て
、
張
ち
ょ
う

繡
し
ゅ
う
を
攻
撃
し
た
が
大
敗
を
喫
す
る
。
賈か
詡く
の
奇
略
に
敗
れ
た
の
で
あ
る
。
賈
詡
は
、
一

時
的
に
降
伏
し
て
、
婦
人
を
あ
て
が
い
曹
操
を
油
断
さ
せ
、
一
気
に
不
意
を
衝
い
た
。
長
男
の
曹
そ
う

昂
こ
う

は
父
に
馬
を
譲
っ
て
戦
死
し
、
弟
の

子
で
あ
る
曹
安
民
も
殺
さ
れ
、
親
衛
隊
長
の
典
て
ん

韋い
を
失
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
の
ち
張
繡
は
、
曹
操
に
降
伏
す
る
。
賈
詡
の
計
略
に
よ
り

袁
紹
が
動
き
出
す
と
共
に
降
服
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
ろ
、
当
代
随
一
の
武
力
を
誇
る
呂
布
は
、
徐
州
で
劉
備
を
攻
め
て
い
た
。
呂
布
討
伐
を
決
意
し
た
曹
操
は
、
呂
布
に
敗
れ
た
劉

備
と
合
流
し
て
、
徐
州
の
彭
ほ
う

城
じ
ょ
う
を
包
囲
し
た
。
曹
操
は
沂ぎ
水
す
い

・
泗し
水
す
い

を
決
壊
さ
せ
て
、
呂
布
を
捕
ら
え
て
殺
し
た
。
曹
操
は
、
か
つ
て
呂

曹
操
の
祖
父
曹
そ
う

騰
と
う

は
、
後
漢
の
桓
か
ん

帝
て
い

を
擁
立
し
た
宦
か
ん

官
が
ん

で
あ
る
。
曹
騰
が
蓄
え
た
巨
万
の
富
は
、
夏
侯
氏
か
ら
曹
騰
の
養
子
に
入
っ
た

曹
そ
う

嵩
こ
う

へ
受
け
継
が
れ
た
。
曹
操
の
父
で
あ
る
曹
嵩
は
、
そ
の
財
力
を
用
い
て
、
や
が
て
後
漢
の
最
高
位
で
あ
る
太
尉
に
就
く
。
曹
操
は
、

こ
う
し
た
父
祖
の
力
を
利
用
し
た
。

黄
こ
う

巾
き
ん

の
乱
が
起
こ
る
と
、
騎
都
尉
と
な
り
、
中
央
軍
の
騎
兵
を
率
い
て
黄
巾
を
討
ち
、
そ
の
功
績
で
済
せ
い

南
な
ん

国
相
と
な
っ
た
。
許
き
ょ

劭
し
ょ
う
が
与

え
た
「
乱
世
の
姦
か
ん

雄
ゆ
う

」
と
い
う
評
語
は
、
絶
賛
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
評
価
を
受
け
た
と
い
う
事
実
に
よ
り
、
名
士
社
会
に
参
入
し

た
曹
操
は
、
何か
顒
ぎ
ょ
う
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
袁
え
ん

紹
し
ょ
う

・
荀
じ
ゅ
ん

彧
い
く

・
許
き
ょ

攸
ゆ
う

と
出
会
う
。

董
と
う

卓
た
く

の
暴
政
に
対
し
、
袁
紹
が
盟
主
と
な
り
反
董
卓
連
合
が
組
織
さ
れ
る
と
、
曹
操
も
軍
を
率
い
て
参
加
し
た
。
泰
山
郡
か
ら
参
加
し

て
い
た
鮑
ほ
う

信
し
ん

は
、
そ
の
異
才
に
気
づ
き
、「
戦
乱
を
収
め
る
者
は
君
だ
」
と
曹
操
に
接
近
す
る
。
理
解
者
を
得
た
曹
操
は
、
同
盟
軍
の
中
で
、

董
卓
を
討
つ
こ
と
を
声
高
に
主
張
す
る
。
し
か
し
、
董
卓
を
恐
れ
る
諸
将
は
、
動
こ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
一
方
、
董
卓
は
、
守
備
に
適

さ
な
い
洛
ら
く

陽
よ
う

か
ら
、
首
都
を
軍
事
拠
点
の
長
安
へ
と
遷
し
、
自
己
の
拠
点
に
近
接
さ
せ
て
長
期
戦
に
備
え
た
。
曹
操
は
洛
陽
へ
の
進
撃
を

唱
え
、
衛
茲
・
鮑
信
と
共
に
滎
け
い

陽
よ
う

県
け
ん

の
汴
べ
ん

水
す
い

で
、
董
卓
の
中
郎
将
徐
栄
と
戦
う
が
敗
退
す
る
。
し
か
も
、
私
財
を
提
供
し
て
曹
操
の
挙
兵

を
支
え
て
く
れ
た
衛
茲
、
鮑
信
の
弟
鮑
ほ
う

韜
と
う

が
戦
死
す
る
な
ど
、
多
大
な
損
害
を
被
っ
た
。

袁
紹
ら
諸
将
は
、
関
東
の
分
配
に
関
心
を
移
し
、
董
卓
と
の
全
面
対
決
を
避
け
た
。
失
望
し
た
曹
操
は
、
揚
州
で
兵
を
集
め
る
が
失
敗

し
、
袁
紹
に
合
流
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
敗
戦
し
た
と
は
い
え
滎
陽
で
戦
い
、
董
卓
打
倒
に
尽
力
し
た
曹
操
は
、
漢
室
の
た

め
に
戦
っ
た
と
い
う
大
義
名
分
を
手
に
入
れ
た
。
こ
と
に
、
漢
の
復
興
を
求
め
る
名
士
に
は
、
注
目
さ
れ
た
。

袁
紹
の
配
下
と
し
て
雌
伏
の
時
を
過
ご
し
て
い
た
曹
操
に
対
し
て
、
鮑
信
は
袁
紹
の
根
拠
地
と
な
り
つ
つ
あ
る
河か
北
ほ
く

で
は
な
く
、
河
南

を
狙
う
こ
と
を
勧
め
る
。
そ
こ
で
曹
操
は
、
袁
紹
の
許
可
を
う
け
、
河
南
へ
と
拠
点
を
求
め
、
黄
巾
の
一
派
で
あ
る
黒
山
の
賊
と
戦
う
た

め
に
、
兗
え
ん

州
し
ゅ
う
の
東
郡
へ
と
向
か
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
、
青
州
の
黄
巾
は
、
兗
州
刺
史
の
劉
り
ゅ
う

岱
た
い

を
殺
害
し
て
い
た
。
兗
州
の
名
士
で
あ
る
陳
ち
ん

宮
き
ゅ
う
に
迎
え
ら
れ
た
曹
操
は
、
青
州
黄
巾
と
戦
い
、
鮑
信
を
失
い
な
が
ら
も
黄
巾
を
追
い
詰
め
、
戦
士
三
十
万
人
を
降
伏
さ
せ
た
。
こ
の
中

か
ら
、
精
鋭
を
集
め
て
組
織
し
た
も
の
が
「
青
州
兵
」
で
あ
る
。
青
州
兵
は
、
軍
事
的
基
盤
と
し
て
、
曹
操
の
覇
権
を
支
え
て
い
く
。
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年

一
九
六
年一

九
七
年一

九
八
年

一
八
四
年一

九
〇
年

一
九
二
年

魏
の
歴
史
概
略

青
州
兵

徐
州
虐
殺

屯
田
制

献
帝
擁
立

滎
陽
の
戦
い
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第Ⅵ
章　
名場
面四
十選

正
史

名
場
面
四
十

蜀

呉

後
漢・晉

思
想
と
文
学

魏
志
倭
人
伝

資
料

索
引

魏

袁
え
ん

紹
し
ょ
う
が
病
死
す
る
と
、
そ
の
勢
力
は
急
速
に
衰
え
た
。
袁
紹
に
は
三
人

の
息
子
が
い
た
が
、
長
子
の
袁
え
ん

譚
た
ん

と
末
子
の
袁
え
ん

尚
し
ょ
う
に
よ
る
後
継
ぎ
争
い
が

起
き
た
の
で
あ
る
。
袁
譚
と
袁
尚
が
争
う
中
、
曹
操
は
し
だ
い
に
袁
氏
の

勢
力
を
衰
退
さ
せ
て
い
く
。

『
演
義
』
は
、
そ
の
原
因
を
袁
紹
の
妻
に
求
め
る
。
袁
紹
の
後
妻
の
劉
り
ゅ
う

氏
は
、
自
ら
の
子
で
あ
る
末
子
の
袁
尚
を
後
継
者
と
す
る
こ
と
を
瀕
死
の

袁
紹
に
迫
っ
た
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

袁
氏
の
拠
点
で
あ
っ
た
冀き
州
し
ゅ
う
が
陥
落
し
た
際
に
は
、
中
子
の
袁
え
ん

熙き
の
妻

で
あ
っ
た
甄
け
ん

氏
を
曹
操
の
長
子
曹
そ
う

丕ひ
が
略
奪
し
て
い
る
。
曹
植
が
憧
れ
た

と
い
う
、
の
ち
の
甄
け
ん

皇
后
で
あ
る
。

建
安
十
一
（
二
〇
六
）
年
、
曹
操
は
、
袁
尚
と
袁
熙
が
最
後
に
頼
っ
た

烏う
桓
が
ん

族
に
遠
征
し
、
こ
れ
を
征
服
し
た
。
郭
か
く

嘉か
が
強
く
勧
め
た
た
め
で
あ

る
。
郭
嘉
は
、「
軍
は
神
速
を
貴
ぶ
」
と
し
て
輜し
重
ち
ょ
う
を
留
め
置
き
、
軽
装

の
兵
に
よ
り
倍
の
速
度
で
烏
桓
の
不
意
を
衝
く
こ
と
を
献
策
、
曹
操
に
勝

利
を
も
た
ら
し
た
。

袁
尚
と
袁
熙
は
、
な
お
遼
り
ょ
う

東
と
う

に
逃
れ
た
が
、
曹
操
へ
の
接
近
を
考
え
て

い
た
公
孫
康
に
殺
害
さ
れ
、
袁
氏
の
勢
力
は
一
掃
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
河か

北
ほ
く

を
統
一
し
た
曹
操
は
、
い
よ
い
よ
長
江
流
域
に
進
出
、
中
国
統
一
を
目

指
す
の
で
あ
る
。

曹
操
の
率
い
る
数
十
万
の
軍
勢
に
対
し
て
、
周
し
ゅ
う

瑜ゆ
と
程
て
い

普ふ
の
指
揮
す
る

孫
呉
軍
は
わ
ず
か
に
数
万
、
こ
の
劣
勢
を
覆
く
つ
が
え
し
た
も
の
が
、
黄
こ
う

蓋
が
い

の
献
策

で
あ
っ
た
。
黄
蓋
は
、
曹
操
の
水
軍
の
密
集
ぶ
り
を
見
て
、
投
降
を
装
い
、

焼
き
討
ち
を
か
け
る
こ
と
を
進
言
す
る
。『
演
義
』
で
は
、
周
瑜
と
諸
し
ょ

葛
か
つ

亮
り
ょ
う
の
発
案
と
さ
れ
る
火
攻
め
は
、黄
蓋
が
考
案
し
た
も
の
で
あ
る
。『
演
義
』

は
そ
の
功
績
を
取
り
上
げ
る
代
わ
り
に
、
黄
蓋
が
投
降
す
る
際
に
、
わ
ざ

と
周
瑜
に
罰
せ
ら
れ
曹
操
に
投
降
を
信
じ
さ
せ
る
「
苦
肉
の
計
」
と
い
う

虚
構
を
創
作
し
て
い
る
。
な
れ
な
い
水
戦
に
不
安
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
あ
る
い
は
、
孫
権
の
一
族
が
内
応
を
申
し
出
て
い
た
た
め
、
油
断
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
曹
操
は
、
黄
蓋
の
偽
降
を
信
じ
た
。

建
安
十
三
（
二
〇
八
）
年
十
二
月
、
黄
蓋
は
先
陣
を
切
っ
て
船
を
出
す
。

快
速
船
十
隻
に
、
枯
れ
草
や
柴
を
積
み
込
ん
だ
黄
蓋
は
、
折
か
ら
の
東
南

の
風
に
の
っ
て
曹
操
軍
に
近
づ
き
、
兵
士
た
ち
に
「
黄
蓋
が
降
服
す
る
」

と
叫
ば
せ
た
。
曹
操
軍
ま
で
あ
と
二
里
の
距
離
で
黄
蓋
は
、
船
に
満
載
し

た
枯
れ
草
に
火
を
か
け
る
。
激
し
い
東
南
の
風
に
あ
お
ら
れ
た
船
は
、
炎

の
矢
の
よ
う
に
曹
操
の
船
団
に
突
入
す
る
。
火
は
、
船
を
焼
き
尽
く
し
て

陸
上
の
陣
を
も
襲
う
。
黄
蓋
に
続
い
て
周
瑜
も
、
精
鋭
部
隊
を
率
い
て
上

陸
す
る
。

江
陵
に
曹
そ
う

仁
じ
ん

と
徐
じ
ょ

晃
こ
う

を
、
襄
じ
ょ
う

陽
よ
う

に
楽
が
く

進
し
ん

を
残
し
た
曹
操
は
、
許
き
ょ

に
帰
還

す
る
。
赤
壁
の
戦
い
は
、
曹
操
の
大
敗
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

曹操
軍

孫権
軍

劉備
軍

司隷

漢水
荆州

益州

長江

豫州

揚州

許都

宛城

新野

樊城

当陽

江陵 華容 烏林
赤壁

夏口

江夏

諸葛
亮の
動き

柴桑

鄱陽
湖

襄陽

赤壁
の戦
い

劉備
軍の
動き

孫権
軍の
動き曹操

軍の
動き

幽州

幷州

冀州

青州幽州

易州
南皮

柳城

遼東

中山

公孫
康本
拠

平原

甘陵

黎陽
壺関

邯鄲

袁譚
本拠

曹操
本拠

高幹
本拠

袁尚
軍の
進路曹操

軍の
進路

袁譚
軍の
進路

�
曹
操
の
華
北
統
一�

後
漢
・
建
安
十
二
（
二
〇
七
）
年

�
赤
壁
の
戦
い�

後
漢
・
建
安
十
三
（
二
〇
八
）
年

p22
4-2

66_
事典　三国志・６章.in

dd 
  2

60-
261

201
7/0

4/0
4  

 17
:49

:28

◎『三国志事典』本文 組見本
　　75％に縮小しています。
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●最新刊のご紹介『三国志事典』

　「
歴
史
に
は
ロ
マ
ン
が
あ
る
」
な
ん
て
言
う
と
、

月
並
み
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は

歴
史
と
い
う
、
人
間
が
織
り
な
す
物
語
の
中
に
、

ロ
マ
ン
を
感
じ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
特
に
、
人
々
の
思
惑
が
渦
巻
く
群
雄
割
拠
の
時

代
は
お
も
し
ろ
い
。
日
本
で
は
戦
国
時
代
、
中
国

だ
と
三
国
志
の
時
代
。
そ
の
魅
力
の
違
い
を
端
的

に
表
現
す
る
と
し
た
ら
、
日
本
は
「
い
か
に
死
ぬ

か
」、
中
国
は
「
い
か
に
生
き
る
か
」
だ
と
思
い

ま
す
。『
葉は
が

隠く
れ

』
に
「
武
士
道
と
は
死
ぬ
こ
と
と

見
つ
け
た
り
」
と
い
う
有
名
な
言
葉
が
あ
り
ま
す

が
、
滅
び
ゆ
く
も
の
に
美
し
さ
を
見
出
す
の
は
、

日
本
人
の
特
徴
で
す
。

　『
三
国
志
』
は
、
群
雄
割
拠
・
権
謀
術
数
の
時

代
を
「
い
か
に
生
き
抜
く
か
」
が
学
べ
る
、
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
の
必
読
書
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
同

時
に
、
三
つ
巴
に
な
っ
て
争
っ
た
魏
・
蜀
・
呉
の

君
主
、
曹そ
う

操そ
う

も
劉り
ゅ

備う
び

も
孫そ
ん

権け
ん

も
、
誰
ひ
と
り
と
し

て
天
下
統
一
を
果
た
せ
な
か
っ
た
と
い
う
、
滅
び

ゆ
く
も
の
の
「
儚
さ
」
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
日

本
人
の
琴
線
に
触
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
中
国
人
よ

り
日
本
人
の
ほ
う
が
三
国
志
愛
が
強
い
の
も
、
興

味
深
い
で
す
よ
ね
。

　「
三
国
志
」
と
し
て
お
な
じ
み
な
の
は
『
三
国

志
演
義
』
で
す
が
、
本
書
『
三
国
志
事
典
』
に
よ

る
と
、
正
史
の
『
三
国
志
』
以
降
に
生
ま
れ
た
伝

説
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
長
年
に
わ
た
り
加
筆
修

正
さ
れ
た
結
果
生
ま
れ
た
そ
う
で
す
。
ま
さ
に
、

成
長
し
続
け
る
物
語
。
逸
話
が
い
ち
い
ち
お
も
し

ろ
く
、
た
く
さ
ん
張
ら
れ
た
伏
線
が
、
つ
ぎ
つ
ぎ

と
回
収
さ
れ
て
い
く
の
は
、
何
度
読
ん
で
も
唸
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
本
書
は
、
娯
楽
と
し
て
三
国
志
を
楽
し
む
こ
と

か
ら
、
一
歩
、
い
や
三
歩
く
ら
い
進
ん
で
、
三
国

志
を
研
究
し
、
そ
の
面
白
さ
の
奥
底
を
堪
能
し
た

い
と
い
う
方
に
オ
ス
ス
メ
で
す
。「
名
場
面
四
十

選
」
は
、
特
に
読
ん
で
ほ
し
い
章
で
す
。
わ
く
わ

く
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、『
三
国
志
』
の
訓
点
付

き
の
原
文
が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
ま
た
、「
思
想
と
文
学
」
で
は
三
国
時
代
に
お

い
て
、
政
治
的
に
も
大
切
な
役
割
を
担
っ
た
文
学

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
曹
操
は
、
詩

『
三
国
志
』
に
は
ロ
マ
ン
が
あ
る
！

小こ
ひ
な
た

日
向
え
り

（
歴
史
ア
イ
ド
ル
）

人
と
し
て
の
才
能
も
突
出
し
て
い
ま
し
た
。
曹
操

と
息
子
の
曹そ
う

丕ひ

と
曹そ
う

植ち

を
「
三
曹
」
と
い
い
、
曹

操
の
元
に
集
っ
た
優
れ
た
文
学
者
（
孔こ

う

融ゆ
う

、
陳ち

ん

琳り
ん

、

王お
う

粲さ
ん

、
徐じ
よ

幹か
ん

、
阮げ
ん

瑀う

、
応お
う

瑒と
う

、
劉り
ゆ

楨う
て
い）
の
七
人
を
あ

わ
せ
て
、「
建
安
の
七
子
」
と
呼
び
ま
す
。
本
書

で
は
、
彼
ら
の
作
品
（
白
文
と
書
き
下
し
文
）
が

多
数
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
私
が
昔
か

ら
大
好
き
な
の
が
、
曹
操
の
「
短
歌
行
」
で
す
。

　
　
酒
に
対む
か

へ
ば
当ま
さ

に
歌
ふ
べ
し

　
　
人
生 

幾い
く

何ば
く

ぞ

　
　
譬た
と

へ
ば
朝ち
よ

露う
ろ

の
如ご
と

し
…
…

　
人
生
の
儚
さ
を
詠
ん
だ
詩
。
極
め
て
合
理
的
な

冷
徹
非
道
に
思
え
る
曹
操
の
、
人
間
く
さ
さ
を
感

じ
ま
す
。
書
き
下
し
文
を
読
ん
で
、
漢
字
の
意
味

を
考
え
る
と
、
日
本
語
訳
で
は
理
解
で
き
な
か
っ

た
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
三
国
志
の
世
界
の
背
景
に
は
、
奥
深
い
漢
文
の

歴
史
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
本
書
は
そ
れ
を
教
え

て
く
れ
ま
す
。
三
国
志
通
も
、
三
国
志
初
心
者
も
、

新
た
な
発
見
が
あ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

小
日
向
え
り
　
一
九
八
八
年
、
奈
良
県
出
身
。
横
浜

国
立
大
学
卒
業
。
歴
ド
ル
（
歴
史
ア
イ
ド
ル
）
の

草
分
け
的
存
在
。
関
ヶ
原
観
光
大
使
。
三
国
志
検

定
一
級
。
著
書
：『
い
ざ
、
真
田
の
聖
地
へ
』（
主

婦
と
生
活
社
）
な
ど
。
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『
三
国
志
事
典
』
に
は

渡
邉
義
浩
の
世
界
知
が
つ
ま
っ
て
い
る

大お
お

　
上が

み

　
正ま

さ

　
美み

（
青
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

　
十
九
世
紀
初
頭
に
は
じ
め
て
の
著
書
を
公
刊
し
た
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
長

谷
川
宏
に
よ
れ
ば
、
哲
学
博
士
の
肩
書
を
あ
え
て
「
世
界
知
の
博
士
」

と
記
し
た
そ
う
で
あ
る
。
専
門
化
が
極
端
に
進
行
し
た
二
十
一
世
紀
の

学
問
で
は
「
体
系
と
し
て
総
括
す
る
に
は
一
個
人
の
手
に
あ
ま
る
試

み
」
で
し
か
な
い
の
は
否
定
し
よ
う
も
な
い
が
、
し
か
し
な
が
ら
わ
た

し
が
本
書
を
前
に
し
て
圧
倒
的
に
印
象
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
三
国
志
を

取
り
巻
く
渡
邉
さ
ん
の
「
世
界
知
」
で
あ
る
。
三
国
志
を
め
ぐ
る
知
識

の
網
羅
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
何
よ
り
も
中
国
古
代
の
社
会
構
造
を
共
時

的
に
通
時
的
に
儒
教
国
家
を
軸
と
し
て
捉
え
、
三
国
志
の
世
界
再
構
築

と
い
う
形
で
渡
邉
さ
ん
の
古
典
学
が
提
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
三
国
志
の
概
観
、
躍
動
す
る
群
像
の
解
説
、
厳
選
さ
れ
た
名
場
面
の

再
現
が
ぬ
か
り
な
く
収
め
ら
れ
て
い
て
、
読
者
は
自
ら
の
読
書
体
験
の

多
寡
に
沿
っ
て
安
心
し
て
項
目
を
楽
し
め
る
、
と
い
っ
た
よ
く
あ
る
事

典
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
り
が
な
い
組
立
て
と
も
う
つ
る
。
し
か
し
そ
の
よ

う
な
満
足
感
の
ず
っ
と
彼
方
に
、
本
書
を
手
に
す
る
「
啓
蒙
」
の
刺
激

や
よ
ろ
こ
び
が
あ
り
、
そ
れ
が
渡
邉
さ
ん
の
中
国
学
で
再
構
築
さ
れ
た

三
国
志
の
世
界
知
で
あ
る
と
評
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。

　
ご
自
身
が
言
う
よ
う
に
、
渡
邉
さ
ん
の
中
国
学
の
出
発
に
は
、
多
く

の
三
国
志
愛
好
家
と
共
有
す
る
、
い
き
い
き
と
描
か
れ
た
英
傑
像
や
忘

れ
ら
れ
な
い
場
面
の
堪
能
が
あ
る
。（
そ
の
ド
キ
ド
キ
体
験
は
名
場
面
を

原
文
と
と
も
に
と
り
あ
げ
た
項
目
だ
け
で
も
愛
好
者
の
一
書
と
な
る
。）
そ

の
お
も
し
ろ
さ
の
成
り
立
ち
の
歴
史
的
基
盤
の
構
造
的
究
明
へ
と
の
り

出
す
渡
邉
さ
ん
の
論
理
立
て
が
本
書
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
手
に
取
る
よ
う

に
分
か
る
。
三
国
志
世
界
の
再
構
築
の
柱
と
し
て
の
二
、三
を
示
せ
ば
、

ま
ず
は
正
史
『
三
国
志
』
執
筆
に
見
る
陳
寿
の
史
家
と
し
て
の
工
夫
を

凝
ら
し
た
戦
略
と
志
で
あ
る
。
と
り
わ
け
季
漢
（
漢
の
末
）
と
位
置
づ

け
る
蜀
出
身
の
彼
が
、
し
か
も
な
お
魏
書
に
本
紀
を
設
け
な
が
ら
同
時

に
、
三
国
の
歴
史
と
し
て
た
と
え
ば
諸
葛
亮
評
価
な
ど
に
、
魏
書
に
埋

没
さ
せ
な
か
っ
た
姿
勢
を
貫
く
と
強
調
す
る
。

　
第
二
点
は
、
後
漢
の
儒
教
国
家
の
枠
組
の
系
列
の
中
で
、
後
に
は
荆



─ 22── 23─

州
学
に
貫
か
れ
る
名
士
層
と
、
儒
教
に
と
ら
わ
れ
な
い
猛
政
や
文
学
の

賞
揚
な
ど
、
曹
操
と
い
う
「
超
世
の
傑
」
の
出
現
の
意
味
と
を
対
置
す

る
。
そ
の
枠
組
は
三
国
の
事
実
上
の
終
結
後
、
名
士
の
存
立
基
盤
の
九

品
中
正
制
と
結
合
し
た
西
晋
初
の
五
等
爵
制
に
よ
る
儒
教
国
家
の
衣
替

え
と
し
て
蘇
り
、
名
士
が
貴
族
へ
と
変
貌
す
る
と
捉
え
る
。
さ
ら
に
は

儒
教
一
尊
か
ら
四
学
三
教
へ
の
六
朝
時
代
を
見
通
す
視
野
を
示
す
。
そ

の
よ
う
に
「
儒
教
国
家
」（「
名
士
」
の
語
と
と
も
に
渡
邉
さ
ん
の
キ
ー

ワ
ー
ド
で
あ
る
）
を
基
軸
に
、
三
国
志
の
時
空
の
画
期
と
し
て
の
意
味

づ
け
が
明
確
に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
三
国
志
』
と

『
三
国
志
演
義
』
の
比
較
に
お
い
て
、
南
宋
の
朱
子
の
大
義
名
分
論
に

よ
っ
て
蜀
漢
を
正
統
と
す
る
歴
史
小
説
『
三
国
志
演
義
』
の
出
現
を
迎

え
る
、
と
す
る
と
こ
ろ
に
も
一
貫
さ
れ
て
お
り
、
単
な
る
伝
説
の
系
譜

に
止
ま
ら
な
い
物
語
化
の
思
想
的
由
来
が
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
点
は
、
曹
魏
と
倭
国
と
の
関
係
を
問
題
に
し
、
三
世
紀
の
国
際

的
緊
張
関
係
の
見
取
り
図
を
提
示
す
る
。
蜀
漢
に
対
抗
す
る
異
民
族
と

し
て
親
魏
大
月
氏
王
、
孫
呉
に
対
抗
す
る
異
民
族
と
し
て
親
魏
倭
王
の

称
号
を
与
え
る
と
す
る
、
あ
え
て
な
し
た
東
ア
ジ
ア
的
視
野
や
日
本
古

代
の
王
権
を
再
考
す
る
大
胆
な
仮
説
に
は
、
現
在
の
東
洋
学
の
学
問
的

有
効
性
を
語
ろ
う
と
す
る
渡
邉
さ
ん
の
使
命
感
が
う
か
が
え
る
よ
う
だ
。

　
渡
邉
さ
ん
一
個
人
の
試
み
は
途
方
も
な
く
驚
嘆
す
る
し
か
な
い
世
界

知
で
あ
る
が
、
専
門
を
異
に
す
る
者
、
そ
れ
も
閉
じ
ら
れ
た
狭
い
文
学

の
価
値
を
問
う
だ
け
の
わ
た
し
の
よ
う
な
者
か
ら
の
視
野
で
は
、
上
記

の
よ
う
に
、
臍
の
緒
か
ら
の
し
か
と
し
た
世
界
知
の
獲
得
へ
の
理
の
道

筋
で
あ
る
こ
と
が
感
知
で
き
る
の
が
精
一
杯
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

開
か
れ
た
知
と
骨
太
な
構
想
、
そ
し
て
学
問
的
な
志
が
並
々
な
ら
ぬ
と

こ
ろ
で
あ
り
、
ど
ん
な
ふ
う
に
学
問
の
触
手
を
逞
し
く
伸
ば
し
て
い
く

か
、
そ
の
世
界
知
の
実
現
に
は
、
知
力
体
力
熱
力
の
大
才
が
基
盤
に

な
っ
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
肯
綮
は
奈
辺
に
あ
る

か
。
は
じ
め
に
戻
っ
て
、
わ
た
し
は
孔
明
の
義
と
言
っ
て
み
た
い
誘
惑

に
駆
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　「
一
統
を
大
」
に
す
る
儒
家
の
真
性
を
体
得
し
た
渡
邉
義
浩
の
学
的

態
度
に
は
人
生
的
精
神
が
貫
か
れ
て
い
る
と
言
い
切
れ
る
と
思
う
。
真

の
意
味
で
の
啓
蒙
の
書
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
三
国
志
フ
ァ

ン
の
垂
涎
の
書
と
し
て
小
脇
に
抱
え
こ
ま
れ
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た

何
か
と
一
言
あ
る
で
あ
ろ
う
専
門
を
同
じ
く
す
る
人
た
ち
、
ま
た
専
門

を
異
に
す
る
者
た
ち
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
自
身
の
研
究
の
基
本
的
な
立
ち

位
置
に
よ
り
意
識
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
強
い
て
止
ま
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

●最新刊のご紹介『三国志事典』
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漢
詩
和
訓
〜
七
七
訳
の
す
す
め
〜

横よ
こ

　
山や

ま

　
悠ゆ

う

　
太た

（
作
家
）

【
和
訓
】漢
字
・
漢
語
に
そ
の
字
義
に
相
当
す
る
和
語
を
当
て
て
読
む
こ
と

�

（
明
鏡
国
語
辞
典
）

　
日
本
人
は
漢
詩
を
読
む
と
き
、
そ
れ
を
書
き
下
し
て
読
ん
で
き
ま
し
た
。

近
代
以
降
は
、
そ
れ
を
独
自
に
和
訳
す
る
文
学
者
も
現
れ
ま
し
た
。
例
え
ば

井
伏
鱒
二
、
佐
藤
春
夫
、
土
岐
善
麿
な
ど
が
そ
う
で
す
。
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

に
、
個
性
的
な
訳
詩
を
つ
く
り
ま
し
た
。
今
回
私
は
、
今
ま
で
と
は
少
し
趣

向
の
異
な
る
漢
詩
の
訳
し
方
を
「
和
訓
」
と
称
し
て
、
皆
さ
ん
に
お
勧
め
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
冒
頭
に
載
せ
た
の
は
、
李
商
隠
の
「
樂
遊
原
」

（
上
段
）
と
李
白
の
「
早
発
白
帝
城
」（
下
段
）
の
和
訓
で
す
。
併
記
の
書
き

下
し
訳
と
比
較
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ア
プ
ロ
ー
チ
が
異
な
れ
ば
、
こ
れ
だ

け
か
た
ち
も
異
な
る
の
で
す
。

　
私
が
試
み
た
漢
詩
の
和
訓
と
は
、
次
の
よ
う
な
方
法
を
と
り
ま
す
。
ま
ず
、

五
言
詩
で
あ
れ
ば
二
と
三
の
間
、
七
言
詩
で
あ
れ
ば
四
と
三
の
間
で
意
味
が

切
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
二
字
と
三
字
、
或
い
は
四
字
と
三
字
の
一
ま
と
ま

り
の
漢
語
と
み
な
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
七
音
の
和
語
（
わ
か
り
や
す
い
日
本
語
）

を
ル
ビ
の
よ
う
に
当
て
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
詩
の
意
味
が
通
る
よ
う
に
全
体

を
整
え
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
す
。

　
七
七
調
を
お
勧
め
す
る
わ
け
は
、
詩
的
リ
ズ
ム
を
保
ち
な
が
ら
も
融
通
の

　
　
　
楽
遊
原

向
　
　
晩
　
意
　
不
　
適

駆
　
　
車
　
登
　
古
　
原

夕
　
　
陽
　
無
　
限
　
好

只
　
　
是
　
近
　
黄
　
昏

　
晩く

れ

に
向な

ん
なん

と
し
て
　
意い

適か
な

わ
ず

　
車く

る
まを

駆か

り
て
　
古こ

原げ
ん

に
登の

ぼ

る

　
夕せ

き

陽よ
う

　
無む

限げ
ん

に
好よ

し

　
只た

だ
是こ

れ
　
黄こ

う

昏こ
ん

に
近ち

か

し

ラ
ク
ユ
ウ
ゲ
ン

く
れ
ゆ
く
に
つ
れ
た
ま
ら
な
く
な
り

く
る
ま
は
し
ら
せ
こ
の
お
か
の
ぼ
る

ゆ
う
ひ
の
な
が
め
な
ん
と
も
い
え
ず

た
だ
ひ
た
す
ら
に
た
そ
が
れ
て
ゆ
く

　
　
早
発
白
帝
城

朝
辞
白
帝
　
彩
　
雲
　
間

千
里
江
陵
　
一
　
日
　
還

両
岸
猿
声
　
啼
　
不
　
尽

軽
舟
已
過
　
万
　
重
　
山

　
朝あ

し
たに

辞じ

す
　
白は

く

帝て
い

彩さ
い

雲う
ん

の
間か

ん

　
千せ

ん

里り

の
江こ

う

陵り
ょ
う　

一い
ち

日に
ち

に
し
て
還か

え

る

　
両り

ょ

岸う
が
んの

猿え
ん

声せ
い

　
啼な

い
て
尽つ

き
ざ
る
に

　
軽け

い

舟し
ゅ
う

已す
で

に
過す

ぐ
　
万ば

ん

重ち
ょ
うの

山や
ま

ハ
ク
テ
イ
ジ
ョ
ウ
を
た
つ

わ
か
れ
の
こ
と
ば

く
も
ま
に
つ
げ
て

は
る
ば
る
と
お
く

ひ
と
い
き
に
ゆ
く

さ
る
の
な
く
こ
え

と
び
か
う
な
か
を

ふ
ね
は
す
い
す
い

や
ま
あ
い
ぬ
け
て
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利
く
形
式
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。
五
七
調
や
七
五
調
の
方
が
よ
り
日
本
の
詩

ら
し
い
リ
ズ
ム
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
五
音
で
は
自
由
度
が
少
な
く
、

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
で
す
。
和
訳
を
ひ
ら
が
な
表
記
に
し
た
の
は
、
原
詩
の
漢

字
と
の
対
比
を
強
調
し
た
い
が
た
め
で
す
。
隣
り
合
わ
せ
に
表
記
す
る
こ
と

で
、
訳
を
読
み
な
が
ら
横
目
で
原
詩
も
同
時
に
確
認
で
き
、
さ
ら
に
は
そ
の

訳
の
意
味
を
も
補
っ
て
く
れ
ま
す
。
例
え
ば
李
白
の
絶
句
の
第
二
句
「
千
里

江
陵
」
を
「
は
る
ば
る
と
お
く
」
と
和
訓
し
な
が
ら
、
そ
の
遠
く
に
あ
る
場

所
が
「
江
陵
」
で
あ
る
こ
と
も
無
理
な
く
読
み
取
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し

て
、
原
詩
と
和
訓
を
切
り
離
さ
ず
融
合
さ
せ
な
が
ら
詩
を
味
わ
う
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
こ
の
和
訓
に
も
欠
点
は
あ
り
ま
す
。
翻
訳
に
は
（
と
り
わ
け
詩

の
翻
訳
に
は
）
何
か
し
ら
の
歪
み
が
必
ず
生
じ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
た
だ
、

漢
詩
を
訳
し
、
ま
た
味
わ
う
一
つ
の
新
し
い
方
法
と
し
て
、
ご
提
案
し
た
限

り
で
す
。
漢
詩
を
自
ら
訳
す
こ
と
は
、
そ
の
詩
へ
の
理
解
、
及
び
愛
着
を
一

層
深
め
て
く
れ
ま
す
。
字
数
を
整
え
、
ぴ
っ
た
り
な
言
葉
を
求
め
て
推
敲
し

た
り
、
対
句
や
韻
に
頭
を
悩
ま
せ
た
り
…
…
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
漢
詩
の
作

者
た
ち
も
や
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
も
し
時
間
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
授
業
で

生
徒
の
皆
さ
ん
に
漢
詩
の
和
訓
に
挑
戦
さ
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

思
い
が
け
な
い
名
訳
（
或
い
は
迷
訳
？
）
が
飛
び
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
も
し
く
は
、
私
の
よ
う
に
新
し
い
訳
の
ス
タ
イ
ル
を
考
え
て
み
る
の
も

楽
し
い
も
の
で
す
。

　
最
後
に
二
首
の
律
詩
の
拙
訳
を
ご
披
露
い
た
し
ま
す
。
ど
ち
ら
も
お
な
じ

み
の
唐
詩
で
す
。

横
山
悠
太
（
よ
こ
や
ま
　
ゆ
う
た
）

一
九
八
一
年
、
岡
山
県
生
ま
れ
。『
吾
輩
ハ
猫
ニ
ナ
ル
』
で
、
第
五
六
回
群
像
新

人
文
学
賞
受
賞
、
第
一
五
一
回
芥
川
龍
之
介
賞
候
補
。

　
　
　
春
　
　
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杜
甫

国
　
　
破
　
山
　
河
　
在

城
　
　
春
　
草
　
木
　
深

感
　
　
時
　
花
　
濺
　
涙

恨
　
　
別
　
鳥
　
驚
　
心

烽
　
　
火
　
連
　
三
　
月

家
　
　
書
　
抵
　
万
　
金

白
　
　
頭
　
搔
　
更
　
短

渾
　
　
欲
　
不
　
勝
　
簪

は
る
の
な
が
め

く
に
は
く
ず
れ
た
や
ま
か
わ
の
こ
し

は
る
の
ま
に
ち
も
き
や
く
さ
ば
か
り

い
た
た
ま
れ
な
く
は
な
に
も
な
み
だ

わ
か
れ
に
や
ん
で
と
り
に
も
び
く
り

い
く
さ
の
の
ろ
し
い
ま
だ
に
や
ま
ず

つ
ま
の
た
よ
り
を
な
に
よ
り
の
ぞ
む

し
ら
が
あ
た
ま
は
か
く
ほ
ど
ぬ
け
て

も
う
ま
ま
な
ら
ぬ
か
ん
ざ
し
さ
え
も

　
香
炉
峰
下
新
卜
山
居

　
　
　
草
堂
初
成
偶
題
東
壁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
居
易

日
高
睡
足
　
猶
　
慵
　
起

小
閣
重
衾
　
不
　
怕
　
寒

遺
愛
寺
鐘
　
欹
　
枕
　
聴

香
炉
峰
雪
　
撥
　
簾
　
看

匡
廬
便
是
　
逃
　
名
　
地

司
馬
仍
為
　
送
　
老
　
官

心
泰
身
寧
　
是
　
歸
　
処

故
郷
何
独
　
在
　
長
　
安

コ
ウ
ロ
ホ
ウ
の
ふ
も
と
に
う
つ
り

く
さ
ぶ
き
の
い
え
を
た
て
る

ひ
る
ま
で
ね
て
も

だ
る
く
て
お
き
ず

か
さ
ね
ぶ
と
ん
で

ぬ
く
ぬ
く
す
ご
す

お
て
ら
の
か
ね
に

み
み
そ
ば
だ
て
て

み
ね
ふ
る
ゆ
き
に

す
だ
れ
を
あ
げ
る

お
も
う
に
こ
こ
は

か
く
れ
の
す
み
か

い
ま
の
し
ご
と
も

こ
の
み
に
て
き
し

や
す
ら
か
な
れ
ば

そ
れ
だ
け
で
よ
く

ふ
る
さ
と
は
た
だ

ひ
と
つ
に
あ
ら
ず
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二
〇
一
七
年
度
セ
ン
タ
ー
試
験
の
漢
文
に
つ
い
て

諏す　

訪わ　

原は
ら　

　

研け
ん

（
河 

合 

塾
）

!

概
要

　

今
年
度
は
江
戸
時
代
中
期
の
儒
者
で
、
正し
ょ
う

徳と
く

の
治
で
も
知
ら
れ
る

新
井
白
石
の
随
筆
『
白
石
先
生
遺
文
』
か
ら
の
出
題
で
、
随
筆
は
こ
れ

で
六
年
連
続
で
す
。

　

白
石
の
自
著
『
江
関
遺
聞
』
執
筆
の
動
機
を
記
し
た
も
の
で
、
昔
は

名
前
さ
え
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
江
戸
が
、
今
で
は
大
都
会
と
な
り
、

今
後
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
か
ら
、
今
の
江
戸
の
よ
う
す
を

記
録
し
、
後
世
の
人
々
の
便
に
供
し
た
い
と
述
べ
て
い
る
文
章
で
す
。

　

日
本
漢
文
の
出
題
は
、
二
〇
一
二
年
の
追
試
で
の
頼
山
陽
著
『
山
陽

遺
稿
』
が
あ
り
ま
す
が
、
本
試
で
は
初
め
て
で
す
。

　

本
文
の
総
字
数
は
一
九
八
字
で
、
昨
年
よ
り
六
字
増
加
。
設
問
数
は

六
問
で
一
問
減
で
し
た
が
、
マ
ー
ク
数
は
昨
年
と
同
じ
八
個
で
し
た
。

　

設
問
内
容
で
は
、
問
１
で
語
の
読
み
が
復
活
し
ま
し
た
。
同
訓
の
語

を
選
ぶ
問
題
は
一
昨
年
あ
り
ま
し
た
が
、
語
の
読
み
だ
け
を
問
う
の
は

二
〇
〇
八
年
以
来
、
実
に
九
年
ぶ
り
で
す
。
特
筆
す
べ
き
は
、
解
釈
問

題
が
な
か
っ
た
こ
と
。
そ
の
よ
う
な
例
は
過
去
一
九
九
五
年
と

二
〇
〇
一
の
二
回
だ
け
で
す
。
ほ
か
は
例
年
通
り
の
設
問
構
成
で
し
た
。

　

最
初
の
段
落
の
内
容
が
や
や
抽
象
的
で
文
意
を
取
り
に
く
か
っ
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
昨
年
よ
り
や
や
難
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

!

設
問
の
解
説

【
問
１
】
波
線
部
ア
「
蓋
」、
イ
「
愈
」
の
読
み
方
の
問
題
。

　

ア
「
蓋
」
の
読
み
と
し
て
は
、
①
「
な
ん
ぞ
」（
ど
う
し
て
）
と
⑤

「
け
だ
し
」（
た
ぶ
ん
）
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
が
、
ア
の
前
で
現
在
ま
で

の
事
物
の
変
化
を
述
べ
、
そ
れ
を
根
拠
に
、
ア
の
後
で
今
後
の
変
化
を

予
測
し
て
い
る
の
で
、
類
推
の
意
の
「
け
だ
し
」
が
正
解
で
す
。
河
合

塾
の
答
案
再
現
デ
ー
タ
（
以
下
同
じ
）
で
は
、
正
答
率
は
57
％
で
、

「
な
ん
ぞ
」
の
選
択
者
が
27
％
い
ま
し
た
。
イ
「
愈
」
は
知
識
の
問
題

で
、
②
の
「
い
よ
い
よ
」（
ま
す
ま
す
）
が
答
え
で
す
。
正
答
率
は

52
％
で
、
④
「
は
な
は
だ
」
を
選
ん
で
い
る
人
が
22
％
い
ま
し
た
。

【
問
２
】
傍
線
部
⑴
「
千
載
之
上
」、
⑵
「
舟
車
之
所
湊
」
の
意
味
問
題
。

⑴
「
千
載
之
上
」
は
、
四
字
熟
語
「
千
載
一
遇
」
の
連
想
か
ら
時
間
的

な
こ
と
だ
と
わ
か
る
の
で
、
②
「
遠
い
過
去
」
と
⑤
「
は
る
か
な
未
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来
」
に
絞
れ
ま
す
。
あ
と
は
「
千
載
之
下
」
と
の
対
比
に
注
目
し
て
、

「
上
」
が
過
去
と
未
来
の
ど
ち
ら
な
の
か
を
考
え
ま
す
。
後
文
に
「
今

之
所
求
」
と
「
往
者
所
失
」
の
対
句
が
出
て
く
る
の
で
、「
下
」
を

「
今
」
と
す
れ
ば
、「
上
」
は
「
往
者
」
つ
ま
り
過
去
に
な
り
ま
す
。

よ
っ
て
②
が
正
解
で
す
。
正
答
率
は
23
％
で
、
全
問
中
最
悪
で
し
た
。

誤
答
で
は
①
「
高
い
地
位
」
が
32
％
、
⑤
も
24
％
あ
り
ま
し
た
。
⑵

「
舟
車
之
所
湊
」
を
含
む
一
文
は
、
江
戸
の
繁
栄
ぶ
り
を
肯
定
的
に
述

べ
て
い
る
こ
と
、
直
前
の
「
冠
蓋
之
所
集
」
と
対
句
で
あ
る
こ
と
な
ど

に
留
意
す
れ
ば
、
③
「
水
陸
の
交
通
の
要
衝
」
が
正
解
だ
と
わ
か
り
ま

す
。
正
答
率
は
65
％
で
、
全
問
中
二
番
目
の
出
来
で
し
た
。

【
問
３
】
傍
線
部
Ａ
の
内
容
説
明
問
題
。

　

説
明
問
題
で
す
が
、
実
質
は
解
釈
問
題
で
、「
相
去
之
遠
」（
遠
く
隔

た
っ
て
い
る
）
の
意
味
さ
え
わ
か
れ
ば
文
意
を
つ
か
む
の
は
簡
単
で
す
。

②
の
正
答
率
は
68
％
で
、
全
問
中
一
番
の
出
来
で
し
た
。

【
問
４
】
傍
線
部
Ｂ
の
理
由
説
明
問
題
。

　
「
豈
不
惑
乎
」（
な
ん
と
的
外
れ
な
こ
と
で
は
な
い
か
）
と
い
う
批
判
の

矛
先
は
、
故
事
「
刻
舟
求
剣
」
の
愚
か
な
行
為
に
向
け
ら
れ
て
い
て
、

そ
の
行
為
の
具
体
的
内
容
は
、
傍
線
部
Ｂ
の
直
前
の
一
文
（
今
之
所
求

〜
是
所
従
墜
也
）
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
文
意
に
近
い
②
と
④

が
残
り
ま
す
が
、「
今
之
所
求
」
と
「
往
者
所
失
」
の
対
比
関
係
を
踏

ま
え
て
い
る
④
が
正
解
で
す
。
正
答
率
は
64
％
で
、
誤
答
②
を
選
ん
だ

人
は
20
％
で
し
た
。

［
問
題
文
］

聴ケ
バ二

雷ら
い　

霆て
い
ヲ　

於　
百　
里　
之　
外ニ
一

者
、如クレ

鼓ス
ル
ガレ

盆ヲ

、望メ
バ二

江　
河ヲ

於　
千　
里　
之　
間ニ
一

者
、如キ

ハレ

縈ま
と
フ
ガレ

帯ヲ

、以テ
二

其ノ　

相ヒ　

去ル　

之　
遠キ

ヲ一

也
。故ニ　

居を
リ
テ二

于　
千　
載　
之　
下ニ
一

而　
求ム

ル
ニ二

之ヲ　

于　
千　
載　
之　

上ニ
一、以テ
二

相ヒ　

去ル　

之　
遠キ

ヲ一

而　
不レ

バレ

知ラ
レ

有ル
ヲ二

其ノ　

変
一、　
則チ　

猶ホ
二
シ

刻ミ
テレ

舟ニ　

求ム
ル
ガ一レ
剣ヲ

。今　
之　
所ハ
レ

求ム
ル、非ザ
ル
モ二

往　
者ノ　

所ニ
一レ
失フ

、而　
謂お

も
へ
リ下

其ノ　

刻ミ
シ
ハ

　

在リ
レ

此ニ

、是レ　

所
二

従よ
リ
テ
　

墜お
ツ
ル一

也ト
上。豈ニ　

不
レ

惑ヒ
ナ
ラ
　

乎や

。

今　
夫レ　

江　
戸　
者は

、世　
之　
所ノ
レ

称ス
ル
　

名　
都　
大だ

い　

邑い
ふ

、冠　
蓋

之　
所
レ

集マ
ル、舟　

車　
之　
所ニ

シ
テレ

湊あ
つ

、
マ
ル

実ニ　

為た
ル二

天　
下　
之　
大　
都　

会
一

也
。而レ

ド
モ
　

其　
地　
之　
為　
名
、訪　
之　
於　
古
、未　
之　
聞
。

豈ニ　

非ズ三

古　
今　
相ヒ　

去ル
コ
ト　

日ひ
び
ニ　

遠ク

、而　
事　
物　
之　
変モ　

亦ま
タ　

在ル
ニ二

于　
其ノ　

間ニ
一

耶や

。蓋　
知ル

、後　
之　
於お

ケ
ル
モレ

今ニ

、世　
之　
相ヒ　

去ル
コ
ト　

愈　

遠ク

、事　
之　
相ヒ　

変ズ
ル、
コ
ト

愈　
多ク

、求ム
ル
モ二

其ノ　

所ヲ
一レ

欲ス
ルレ

聞カ
ン
ト
　

而　
不ル

コ
トレ

可カ
ラレ

得
、亦タ　

猶ホ
二
キ
ヲ

今　
之　
於ケ

ル
ガ一レ

古二　

也
。

　

吾　
窃ひ

そ
か
ニ
　

有リ
レ

感ズ
ルレ

焉こ
れ
ニ。『
遺　
聞
』之　
書
、所
二

由よ
り
テ
　

作ル
一

也
。

�

（
新
井
白
石
『
白
石
先
生
遺
文
』
に
よ
る
）

A

⑴

B

⑵C

ア

イ

D
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【
問
５
】
傍
線
部
Ｃ
の
返
り
点
の
付
け
方
と
書
き
下
し
文
の
問
題
。

　

文
中
に
あ
る
「
於
」
を
読
む
の
は
、「
況
於
二
〜
一
乎
」（
況
ん
や
〜
に

於
い
て
を
や
）
や
、「
Ａ
於
レ
Ｂ
」（
Ａ
の
Ｂ
に
於
け
る
）
な
ど
ご
く
一
部

の
場
合
に
限
ら
れ
、
ふ
つ
う
は
置
き
字
と
み
な
し
て
読
み
ま
せ
ん
。
こ

こ
の
「
於
」
も
置
き
字
で
、
読
ん
で
い
な
い
②
と
⑤
が
残
り
ま
す
。
⑤

は
、「
未
レ
之
」（
未
だ
之
か
ざ
る
）
を
下
の
動
詞
「
聞
」（
聞
く
）
の
目

的
語
と
し
て
読
ん
で
い
る
の
で
間
違
い
で
す
。
②
の
「
之
」
も
下
の
動

詞
「
聞
」
の
目
的
語
と
し
て
読
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
否
定
文
で
目
的
語

が
代
名
詞
の
場
合
、
否
定
詞
と
動
詞
の
間
に
目
的
語
が
挟
ま
れ
る
の
で
、

こ
れ
は
間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
６
】
傍
線
部
Ｄ
の
理
由
説
明
問
題
。

　

傍
線
部
の
直
前
に
あ
る
「
焉
」
の
指
示
内
容
が
答
え
で
、
そ
れ
は
結

局
二
段
落
目
の
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
に
な
り
ま
す
。「
後
之
於
今
」

（
後
世
の
人
が
今
を
振
り
返
る
こ
と
）
と
「
今
之
於
古
」（
今
の
人
が
昔
を

振
り
返
る
こ
と
）
と
同
様
で
あ
る
（
猶
二

…
一

也
。）
と
い
う
対
比
関
係
に

着
目
す
る
と
、
①
と
⑤
が
残
り
ま
す
が
、
⑤
は
本
文
の
内
容
に
合
致
し

な
い
記
述
が
あ
る
の
で
、
①
が
正
解
と
な
り
ま
す
。
正
答
率
は
42
％
で
、

全
問
中
二
番
目
の
低
さ
で
し
た
。

!

明
暗
を
分
け
た
問
題

　

言
う
ま
で
も
な
く
最
低
の
出
来
だ
っ
た
問
２
の
⑴
が
明
暗
を
分
け
ま

し
た
。
選
択
者
の
数
が
正
解
を
上
回
っ
た
誤
答
が
二
つ
も
あ
っ
た
の
が
、

そ
の
何
よ
り
の
証
拠
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
正
答
率
が
四
割
そ
こ
そ
こ

し
か
な
か
っ
た
問
６
で
す
。
両
問
と
も
対
句
に
留
意
し
て
解
く
問
題
で

し
た
が
、
そ
の
対
比
関
係
の
存
在
に
気
づ
く
か
ど
う
か
が
勝
敗
の
分
か

れ
目
に
な
り
ま
し
た
。

!

来
年
度
の
出
題
予
想
と
対
策

　

九
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
漢
字
の
読
み
方
の
問
題
は
、
来
年
も
十
分
有

り
得
る
の
で
、
日
頃
か
ら
重
要
語
は
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

解
釈
問
題
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
に
近
い
内
容
説
明
問
題
が
あ
っ

た
の
で
、
設
問
形
式
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
解
釈
力
は
し
っ
か
り
つ
け
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
訓
読
問
題
で
は
、
基
本
句
形
を
マ
ス
タ
ー
し
て
お
く
こ

と
は
当
然
で
す
が
、
今
年
度
の
よ
う
に
、
置
き
字
は
読
ま
な
い
と
か
、

目
的
語
は
動
詞
よ
り
後
に
く
る
と
か
い
っ
た
、
ご
く
基
本
的
な
こ
と
も

問
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
出
題
さ
れ
た
日
本
漢
文
は
、
ほ
ぼ
和
習
の
な
い
漢
文
で
し
た

か
ら
、
日
本
漢
文
に
慣
れ
て
お
く
と
い
っ
た
対
策
は
と
く
に
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
こ
六
年
、
随
筆
か
ら
の
出
題
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
万
全

を
期
す
た
め
に
、
史
伝
、
評
論
、
小
説
と
い
っ
た
随
筆
以
外
の
ジ
ャ
ン

ル
の
文
章
に
も
慣
れ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
漢
詩
は

二
〇
一
〇
年
を
最
後
に
出
題
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
だ
け
出
題
の

可
能
性
が
高
い
わ
け
で
、
形
式
、
押
韻
、
対
句
な
ど
の
基
礎
知
識
や
鑑

賞
力
の
養
成
と
い
っ
た
漢
詩
対
策
も
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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▼
論
考

漢
字
教
育
の
危
機
的
課
題
─
─
漢
字
テ
ス
ト
の
評
価
を
通
じ
て

久く

　

保ぼ　

裕ひ
ろ　

之ゆ
き

（
立
命
館
大
学
）

　

常
用
漢
字
の
字
体
・
字
形
に
つ
い
て
、
文
化
審
議
会
国
語
分
科
会
は
平
成

二
八
年
二
月
に
「
常
用
漢
字
表
の
字
体
・
字
形
に
関
す
る
指
針
（
報
告
）」

（
以
下
、｢

指
針｣

）
を
作
成
、
公
表
し
た
。
そ
こ
に
は
「
伝
統
的
な
漢
字
の
文

化
が
理
解
さ
れ
に
く
く
な
り
、
手
書
き
文
字
と
印
刷
文
字
の
字
形
の
ど
ち
ら

か
一
方
が
正
し
い
と
み
な
さ
れ
た
り
、
本
来
は
問
題
に
し
な
く
て
よ
い
漢
字

の
形
状
に
お
け
る
細
部
の
差
異
が
正
誤
の
基
準
と
さ
れ
た
り
す
る
と
い
っ
た

状
況
が
生
じ
て
い
る
。
…
…
上
記
の
よ
う
な
漢
字
の
字
体
・
字
形
に
関
す
る

社
会
状
況
の
改
善
を
国
語
施
策
の
課
題
で
あ
る
と
捉
え
、
当
指
針
を
作
成
」

し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

右
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
と
し
て
、
本
稿
は
同
一
の
「
漢
字
テ
ス
ト
」
の

答
案
に
対
す
る
複
数
の
教
員
に
よ
る
採
点
と
「
漢
字
テ
ス
ト
」
答
案
の
評
価

に
つ
い
て
の
教
員
の
意
識
を
ア
ン
ケ
ー
ト
お
よ
び
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
を
通
じ

て
分
析
し
、
今
後
の
あ
り
方
を
論
じ
る
。

採
点
評
価
と
基
準
の
不
安
定
さ

　
「
指
針
」
が
審
議
さ
れ
て
い
た
平
成
二
四
年
か
ら
二
六
年
に
か
け
て
、
筆

者
は
「
漢
字
テ
ス
ト
」
の
答
案
（
三
三
点
満
点
）
を
作
成
し
、
日
本
と
台
湾

の
教
員
一
八
八
名
ず
つ
に
そ
れ
の
採
点
を
依
頼
し
た
。
答
案
に
は
日
台
双
方

で
「
標
準
」
と
さ
れ
て
い
る
字
形
お
よ
び
日
本
の
「
常
用
漢
字
表
」
の

「（
付
）
字
体
に
つ
い
て
の
解
説
」（
以
下
「
字
体
解
説
」）
の
中
で
の
明
朝
体

活
字
の
「
デ
ザ
イ
ン
差
」
お
よ
び
「
筆
写
の
楷
書
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
書
き

方
が
あ
る
も
の
」
と
し
て
明
示
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、
同
一
字
種
の
台
湾

「
常
用
国
字
標
準
字
体
」（
以
下
「
標
準
字
体
」）
と
を
比
較
し
、
字
体
が
同
じ

で
字
形
が
異
な
る
も
の
を
選
定
し
た
。
一
部
の
字
種
に
つ
い
て
は
、「
字
体

解
説
」
の
中
で
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
趣
旨
か
ら
応
用
が
可
能
と
判
断

し
た
も
の
も
あ
る
。

　

日
本
の
教
員
の
採
点
結
果
は
、
六
点
か
ら
三
三
点
ま
で
の
評
点
差
が
あ
っ

た
（
平
均
二
〇
・
九
点
）。
校
種
別
平
均
評
点
で
は
小
学
校
が
最
も
低
く

（
一
九
・
八
点
）、
中
、
高
と
な
る
に
従
っ
て
二
二
・
二
点
、
二
四
・
四
点
と
高

く
な
り
、
小
学
校
と
高
校
と
の
平
均
評
点
の
差
は
四
・
六
点
あ
る
。
答
案

「

」（
右
下
部
が
「
ホ
」）
は
「
字
体
解
説
」
で
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
全

体
で
65
％
が
誤
答
と
判
断
さ
れ
た
。
答
案
「

」（「
糸
偏
の
下
部
が
三
点
）
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に
至
っ
て
は
82
％
が
誤
答
と
判
断
さ
れ
、

「
楷
書
で
は
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
実
は
、
ど
ち
ら
も
楷
書
）。
明
朝
体
活
字

通
り
の
答
案
「
改
」（
左
下
部
が
「
乚
」）

も
37
％
が
誤
答
と
の
判
断
で
あ
る
。
文
化

庁
「
平
成
二
六
年
度
『
国
語
に
関
す
る
世

論
調
査
』
の
結
果
に
つ
い
て
」〈
問
一
七
〉

に
お
け
る
一
般
人
と
の
意
識
と
比
較
し
て

も
、
教
員
が
誤
答
と
判
断
す
る
割
合
は
高

い
。（

─
一
般
49
％
、
教
員
65
％
／
改
─

一
般
44
％
、
教
員
37
％
）
ま
た
誤
答
と
判

断
す
る
ポ
イ
ン
ト
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
答
案
「
備
」
に
つ
い
て
は
そ
の
ポ

イ
ン
ト
が
、
一
二
通
り
も
あ
っ
た
。

台
湾
と
日
本
と
の
評
価
差

　

台
湾
の
教
員
の
採
点
結
果
は
、
二
点
か
ら
三
三
点
ま
で
の
評
点
差
が
あ
っ

た
（
平
均
二
四
・
五
点
）
が
、
校
種
別
平
均
得
点
で
は
日
本
に
比
べ
て
小
学
校

で
は
三
点
、
中
学
校
で
は
六
点
ほ
ど
高
い
。
中
学
校
で
は
三
三
点
（
満
点
）

と
評
価
し
て
い
る
者
の
数
が
全
体
の
20
％
を
占
め
、
最
も
多
い
。

　

同
じ
答
案
の
評
価
が
、
日
本
と
台
湾
と
で
は
正
反
対
と
な
る
も
の
も
あ
る
。

台
湾
で
は
答
案
「

」
を
誤
答
と
し
た
も
の
は
僅
か
3
％
で
あ
っ
た
。
ま
た

答
案
「

」
を
誤
答
に
し
た
の
も
7
％
し
か
な
く
、
日
本
の
よ
う
に
偏
の
部

分
を
「
糸
」
に
す
べ
き
と
い
う
指
摘
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
答
案
「
改
」
に
つ

い
て
の
誤
答
は
日
台
双
方
と
も
四
割
程
度
で
あ
っ
た
が
、
日
本
で
は
「
改
」

の
「
乚
」
の
部
分
を
「
∟
」
に
せ
よ
と
指
導
す
る
の
に
対
し
て
、
台
湾
で
は

同
じ
部
分
を
「
レ
」
と
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
台
湾
で
「
漢
字
テ
ス

ト
」
で
満
点
を
取
る
よ
う
な
学
生
が
、
日
本
で
同
じ
字
を
書
く
と
×
と
さ
れ

る
可
能
性
も
あ
る
。

　

正
誤
評
価
お
よ
び
指
摘
内
容
ま
で
分
類
し
た
上
で
、
こ
の
答
案
に
対
し
て
何

通
り
の
判
断
が
あ
る
の
か
数
え
た
と
こ
ろ
、
日
台
双
方
と
も
一
八
八
通
り
あ
っ

た
。
つ
ま
り
全
員
が
異
な
る
判
断
と
指
導
を
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

教
師
も
生
徒
も
被
害
者

　

こ
の
統
計
結
果
を
も
と
に
、
こ
の
採
点
を
行
っ
た
日
本
の
教
員
一
〇
人
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
と
共
に
、
そ
れ
以
外
の
教
員
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
形
で

感
想
を
聴
取
し
た
。

　

調
査
結
果
に
対
し
て
「
採
点
者
に
よ
る
点
数
の
バ
ラ
つ
き
に
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
た
。」
等
全
員
が
驚
き
を
感
じ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
す
る
反
応
で
は
、

「
自
分
は
随
分
曖
昧
な
観
点
で
評
価
し
て
い
た
。」「
こ
れ
ま
で
そ
れ
ほ
ど
漢

字
教
育
と
い
う
も
の
を
意
識
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
が
本
音
だ
。」
と
い

う
反
省
や
、「
小
学
校
で
の
国
語
の
時
間
は
教
科
書
を
読
ま
せ
て
漢
字
ド
リ

ル
を
さ
せ
る
だ
け
で
済
ま
せ
て
い
る
の
に
、
字
形
評
価
で
の
許
容
範
囲
を
認

め
な
い
。
中
学
教
師
と
し
て
は
そ
れ
が
不
満
だ
。」
と
い
う
批
判
の
声
が

あ
っ
た
。

　
「
漢
字
テ
ス
ト
」
の
評
価
基
準
と
し
て
は
、
小
学
校
の
教
師
は
情
報
伝
達

手
段
と
し
て
の
文
字
（
＝
他
の
字
と
見
誤
ら
な
け
れ
ば
よ
い
）
で
は
な
く
、

「
き
っ
ち
り
と
し
た
（
手
本
通
り
の
、
美
し
い
）」
字
を
書
く
こ
と
を
基
準
と

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
中
学
校
・
高
校
の
教
師
は
自
己
の
経
験
や
思
い
込

評価対象
文字

日本
明朝体

日本
教科書体

台湾
標準字体
（楷書）

答案の字体および日本・台湾の各種字体
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み
に
よ
っ
て
採
点
す
る
者
か
ら
、
自
己
の
信
念
に
よ
り
指
導
は
す
る
が
減
点

は
し
な
い
と
い
う
者
ま
で
様
々
な
態
度
が
あ
る
。「
字
体
解
説
」
の
存
在
も

ほ
と
ん
ど
の
教
員
が
知
ら
ず
、
教
科
書
や
漢
字
ド
リ
ル
の
内
容
を
見
て
採
点

し
て
い
る
。
そ
し
て
教
員
自
身
が
子
ど
も
の
頃
か
ら
ひ
た
す
ら
努
力
し
て
丸

暗
記
す
る
こ
と
に
よ
り
漢
字
の
知
識
を
得
て
い
た
の
で
、
そ
の
方
法
を
児

童
・
生
徒
に
も
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

多
く
の
教
員
が
漢
字
の
習
得
が
機
械
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い

る
。
し
か
し
総
じ
て
「
点
の
と
り
に
く
い
」
国
語
科
目
の
中
で
漢
字
分
野
は

唯
一
確
実
に
出
題
範
囲
が
決
ま
っ
て
い
て
、
と
に
か
く
覚
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
「
点
が
取
れ
る
」
と
い
う
認
識
を
教
員
も
児
童
・
生
徒
も
共
に
持
っ
て
い

る
。
小
・
中
学
校
で
の
漢
字
教
育
の
内
容
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
丸
暗
記
の

た
め
の
「
作
業
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
順
応
で
き
な
い
児
童
・
生
徒
を
漢
字
嫌

い
に
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
日
本
の
漢
字
教
育
は
「
テ
ス
ト
で
×
を
つ
け
ら
れ
な
い
」
た
め

の
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
教
員
は
そ
の
現
状
を
指
摘
さ
れ
て
始
め
て
驚
き
、

反
省
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
現
場
の
教
員
が
漢
字
に
関
す
る
政
策
を
知
ら

ず
、
そ
れ
ら
の
知
識
を
習
得
す
る
機
会
が
教
員
養
成
課
程
で
も
教
員
就
職
後

の
研
修
等
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
よ
っ
て
漢
字
教
育
の
指
導
者
が
求

め
て
い
る
漢
字
能
力
や
規
範
意
識
と
は
極
め
て
曖
昧
な
も
の
で
あ
り
、「
常
用

漢
字
表
」
や
「
指
針
」
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
国
語
政
策
と
は
乖
離
し
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
教
員
も
児
童
・
生
徒
も
不
必
要
な
負
担
に
悩
ま
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
第
一
、
採
点
者
に
よ
っ
て
正
誤
判
断
が
異
な
る
と
い
う
、
テ

ス
ト
の
信
頼
性
を
揺
る
が
す
状
態
が
長
年
放
置
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
関
し
て
、

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
問
題
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
不
条
理
で
あ
る
。

今
後
の
あ
り
方

　

現
状
を
打
破
す
る
方
策
と
し
て
、
以
下
を
提
案
し
た
い
。

　

字
形
に
つ
い
て
、「
常
用
漢
字
表
」
と
「
学
習
指
導
要
領
」
と
の
間
に
は

齟
齬
お
よ
び
不
明
瞭
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
採
点
者
の
中
に
は
文
字
の
美
醜
と

正
誤
と
を
同
一
視
し
て
い
る
者
が
お
り
、
ま
た
そ
の
基
準
も
ま
ち
ま
ち
で
、

字
形
指
導
に
一
貫
性
が
な
い
。「
漢
字
指
導
通
知
」（
平
成
二
二
年（

注
）

）
に
も

「
漢
字
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
指
導
し
た
字
形
以
外
の
字
形
で
あ
っ
て
も
、

…
…
柔
軟
に
評
価
す
る
こ
と
」
と
あ
る
も
の
の
、
具
体
的
な
指
導
要
領
に
つ

い
て
は
全
く
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
結
果
ほ
と
ん
ど
浸
透
し
て
い
な
い
。

「
指
針
」
と
「
漢
字
指
導
通
知
」
と
の
徹
底
お
よ
び
現
場
に
対
す
る
明
確
な

指
導
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
漢
字
の
知
識
や
構
造
、「
常
用
漢
字
表
」
の
制
定
趣
旨
を
教
職
課

程
お
よ
び
教
職
免
許
更
新
講
習
で
必
修
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
中

で
活
字
字
形
と
手
書
き
字
形
と
の
差
異
等
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
る
。
技
術

面
で
は
、
文
字
の
板
書
技
能
の
習
得
に
も
力
を
入
れ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

漢
字
教
育
を
国
語
科
と
書
写
科
と
の
横
断
的
な
も
の
と
し
て
、
総
合
的
な
教

育
を
行
う
た
め
の
知
識
の
習
得
が
期
待
さ
れ
る
。

　

漢
字
指
導
の
あ
り
か
た
や
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
多
く
の

指
摘
が
な
さ
れ
て
来
た
が
、
具
体
的
な
デ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
き

論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
本
稿
が
こ
れ
か
ら
の
漢
字
教

育
・
指
導
の
あ
り
方
に
一
石
を
投
じ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
上
な
い
喜
び

で
あ
る
。

（
注
）
常
用
漢
字
表
の
改
定
に
伴
う
中
学
校
学
習
指
導
要
領
の
一
部
改
正
等
及
び
小
学
校
、

中
学
校
、
高
等
学
校
等
に
お
け
る
漢
字
の
指
導
に
つ
い
て
（
通
知
）（
文
部
科
学
省
）
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瀬
川
千
秋
　
著

『
中
国 

虫
の
奇
聞
録
』

（
四
六
判
・
並
製
・
二
四
二
頁
・

本
体
一
、八
〇
〇
円
＋
税
　
大
修
館
書
店
・
あ
じ
あ
ブ
ッ
ク
ス
）

　

虫
の
世
界
に
は
奇
妙
奇
天
烈
、
摩
訶
不
思
議
な

こ
と
が
多
す
ぎ
る
。
人
間
の
想
像
を
超
え
た
習
性

を
持
つ
虫
は
あ
ま
た
あ
り
、
新
種
の
発
見
も
終
わ

り
が
み
え
な
い
。
迷
信
的
な
誤
解
も
横
行
し
、

「
虫
が
わ
く
」
の
こ
と
ば
通
り
、
本
当
に
何
も
な

い
と
こ
ろ
か
ら
現
れ
る
虫
が
い
る
と
信
じ
て
疑
わ

な
い
お
年
寄
り
も
ま
だ
多
い
。
こ
れ
だ
け
科
学
が

発
達
し
た
二
十
一
世
紀
で
さ
え
そ
う
な
の
だ
か
ら
、

む
か
し
の
人
々
が
理
解
し
て
い
た
虫
の
く
ら
し
な

ど
、
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
ろ
う
。

　

歴
史
の
長
い
中
国
と
も
な
れ
ば
な
お
さ
ら
だ
。

逸
話
に
は
事
欠
か
な
い
。
だ
が
い
か
ん
せ
ん
、
漢

字
だ
ら
け
の
書
籍
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
す
ぎ
る
。

　

そ
こ
に
こ
の
本
が
登
場
し
た
。
中
国
版
「
虫
遊

び
」
の
バ
イ
ブ
ル
と
も
い
え
る
前
著
『
闘と
う

蟋し
つ

─
─

中
国
の
コ
オ
ロ
ギ
文
化
』
に
続
け
て
、
こ
の
分
野

に
該
博
な
知
識
を
有
す
る
著
者
が
再
び
挑
ん
だ
。

　

登
場
す
る
の
は
セ
ミ
、
ア
リ
、
ホ
タ
ル
な
ど
六

種
類
。
身
近
な
虫
た
ち
だ
。
だ
っ
た
ら
有
名
な
話

し
か
出
て
こ
な
い
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
な
い
か

ら
面
白
い
。
例
え
ば
セ
ミ
は
『
詩
経
』『
礼
記
』

だ
け
で
も
複
数
の
表
記
が
あ
り
、
地
方
ご
と
に
独

自
の
呼
称
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

裏
を
返
せ
ば
、
庶
民
の
生
活
に
そ
れ
だ
け
密
着

し
て
い
た
。
仙
人
に
な
る
「
羽
化
登
仙
」
と
い
う

た
と
え
、
再
生
を
願
っ
て
死
者
の
口
に
含
ま
せ
る

「
含
蟬
」
の
風
習
を
知
れ
ば
、
後
世
に
ま
で
話
題

を
提
供
し
て
く
れ
た
セ
ミ
に
感
謝
し
た
く
な
る
。

そ
こ
へ
き
て
、
セ
ミ
の
あ
ぶ
り
焼
き
専
用
の
こ
ん

ろ
が
あ
っ
た
、
な
ま
す
料
理
も
存
在
し
た
と
い
わ

れ
れ
ば
、
も
は
や
脱
帽
し
か
あ
る
ま
い
。

　

小
さ
な
体
に
似
合
わ
ず
、
ア
リ
も
な
か
な
か
の

逸
材
だ
。
明
代
の
随
筆
集
『
五ご

雑ざ
っ

組そ

』
は
人
間
を

も
上
回
る
優
れ
た
生
き
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
、

別
の
書
物
に
は
そ
の
超
能
力
を
畏
怖
し
た
と
あ
る
。

東
西
の
ア
リ
の
大
軍
を
戦
わ
せ
る
芸
も
あ
っ
た
よ

う
だ
か
ら
、
あ
り
ん
こ
を
崇
拝
す
る
一
方
で
娯
楽

に
し
て
し
ま
う
知
恵
と
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
る
。

こ
の
二
面
性
が
な
ん
と
も
愉
快
で
あ
る
。

　

そ
う
思
っ
て
読
む
と
、
農
業
分
野
で
は
か
ん
き

つ
類
の
害
虫
対
策
に
ア
リ
を
利
用
し
て
い
た
と
い

う
。
中
国
最
古
の
植
物
誌
と
さ
れ
る
『
南
方
草
木

状
』
は
、
集
め
た
ア
リ
を
売
る
商
い
ま
で
紹
介
す

る
。
セ
ミ
を
仙
人
と
結
び
つ
け
る
か
と
思
え
ば
、

ア
リ
を
生
物
農
薬
に
す
る
目
利
き
も
い
た
。
こ
れ

だ
か
ら
、
中
国
は
侮
れ
な
い
。

　

さ
て
も
と
感
心
し
た
の
は
、
草
が
腐
っ
て
ホ
タ

ル
に
な
る
と
誤
解
さ
れ
て
い
た
期
間
だ
。
知
識
人

が
昆
虫
の
変
態
を
認
め
る
ま
で
に
、
実
に
二
千
年

を
要
し
た
。
し
か
も
そ
の
誤
情
報
は
日
本
に
も
伝

わ
り
、
七
十
二
候
の
一
つ
と
し
て
い
ま
も
生
き
る
。

科
学
的
に
は
お
か
し
く
て
も
、
季
節
を
区
切
る
こ

と
ば
と
し
て
は
趣
が
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
か
つ

て
の
知
識
人
の
抵
抗
に
、
賛
辞
を
送
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。

　

そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
著
者
が
探
索
し
た
虫
の
話

は
尽
き
な
い
、
飽
き
な
い
。
い
わ
ゆ
る
文
系
的
な

内
容
な
の
に
、
生
態
に
つ
い
て
の
記
述
・
考
察
は

的
確
だ
。
虫
好
き
読
者
は
そ
の
点
で
も
前
著
同
様

に
評
価
し
、
安
心
・
信
頼
し
て
読
み
進
む
。

　

こ
れ
は
ま
さ
に
、「
読
む
標
本
箱
」
だ
。
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
し
て
お
け
ば
、
退
屈
の
虫
が
寄
り
付
く

こ
と
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

�

（
生
物
研
究
家
・
谷
本
雄
治
）
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大
谷
通
順
　
著

『
麻
雀
の
誕
生
』

（
四
六
判
・
並
製
・
二
五
六
頁
・

本
体
二
、二
〇
〇
円
＋
税
　
大
修
館
書
店
）

　

か
つ
て
「
国
民
的
遊
戯
」
と
呼
ば
れ
た
麻
雀
は
、

人
気
と
知
名
度
の
高
さ
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
生

い
立
ち
に
は
不
明
の
部
分
が
多
い
ら
し
い
。
本
書

の
著
者
に
よ
れ
ば
「
大
は
ゲ
ー
ム
・
シ
ス
テ
ム
か

ら
、
小
は
個
々
の
用
語
や
牌
の
デ
ザ
イ
ン
」
ま
で
、

麻
雀
に
は
様
々
な
「
言
い
伝
え
」
が
あ
り
、「
荒

唐
無
稽
、
牽
強
附
会
の
説
が
少
な
く
な
い
」。
し

か
も
「
伝
説
」
は
淘
汰
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
現
在

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
「
無
責
任
な
言
説

が
放
た
れ
放
題
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
だ
。

　

本
書
は
「
麻
雀
が
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う

に
し
て
誕
生
し
た
の
か
」
と
い
う
「
難
問
」
に
つ

き
、「
実
証
的
に
答
え
を
さ
が
す
試
み
」
で
あ
る
。

長
年
、
麻
雀
に
親
し
み
、
中
国
の
ゲ
ー
ム
と
小
説

の
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
著
者
に
ふ
さ
わ
し
い

挑
戦
だ
が
、
背
景
に
は
、
右
の
よ
う
な
混
乱
へ
の

強
い
危
機
感
が
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。

　

そ
れ
で
は
著
者
は
、
麻
雀
「
誕
生
」
の
瞬
間
を

ど
の
よ
う
に
見
定
め
る
の
か
。

　

著
者
が
最
も
注
目
す
る
の
は
、
む
ろ
ん
麻
雀
の

祖
国
・
中
国
だ
が
、
手
始
め
に
一
九
一
〇
〜
三
〇

年
代
の
日
本
を
概
観
し
た
著
者
は
、
ま
ず
、
一
足

早
く
ブ
ー
ム
を
迎
え
、
日
本
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

情
報
源
と
も
な
っ
た
一
九
二
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ

に
眼
を
向
け
る
。
当
時
の
新
聞
、
雑
誌
、
解
説
書

を
通
し
て
見
え
て
く
る
の
は
、
麻
雀
に
対
す
る
ア

メ
リ
カ
社
会
の
異
様
な
熱
狂
で
あ
り
、
用
具
の
一

新
と
地
位
の
飛
躍
的
上
昇
、
高
貴
な
由
来
を
主
張

す
る
新
た
な
伝
説
の
氾
濫
で
あ
る
。
そ
れ
は
麻
雀

自
身
の
大
い
な
る
変
身
と
も
言
う
べ
き
も
の
だ
。

　

一
方
、
中
国
に
眼
を
移
し
た
著
者
が
ひ
と
き
わ

綿
密
に
観
察
す
る
の
は
、
一
九
世
紀
末
、
二
〇
世

紀
初
頭
の
上
海
で
あ
る
。
焦
点
は
租そ

界か
い

の
妓ぎ

楼ろ
う

。

こ
の
時
期
の
上
海
租
界
に
は
厖
大
な
富
と
人
と
が

集
中
、
妓
楼
が
賑
わ
い
、
こ
の
環
境
が
「
麻
雀
を

世
界
的
ゲ
ー
ム
に
育
て
あ
げ
る
苗
床
」
と
な
る
。

　

探
索
の
主
要
な
材
料
は
『
海か
い

上じ
ょ
う

花か

列
伝
』

（
一
八
九
二
年
序
）
以
下
、
上
海
の
花
柳
界
を
舞
台

と
し
た
通
俗
小
説
の
一
群
で
あ
る
。
し
か
し
小
説

は
、
歴
史
研
究
の
素
材
と
な
り
得
る
の
か
。「
近

世
の
戯
作
的
な
小
説
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
遊
芸

を
細
密
に
描
く
こ
と
に
こ
そ
意
味
が
あ
っ
た
。
作

家
は
そ
れ
に
よ
っ
て
、
み
ず
か
ら
が
そ
の
道
の 

“
通
”
た
る
資
格
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
顕
示
す

る
」。「
そ
の
道
に
通
じ
た
読
者
は
、
作
家
に
よ
る

細
密
で
、
含
味
の
深
い
描
写
を
目
に
し
て
、
あ
た

か
も
知
音
を
得
た
か
の
よ
う
な
充
足
感
を
お
ぼ
え
、

表
現
者
と
の
一
体
感
に
ひ
た
る
の
で
あ
る
」。

　

著
者
は
こ
う
し
た
洞
察
の
も
と
に
、
妓
女
と
客

た
ち
の
勝
負
を
吟
味
し
、
ゲ
ー
ム
の
正
体
を
見
極

め
る
。
臨
場
感
溢
れ
る
分
析
は
、
愛
好
家
に
と
っ

て
も
心
躍
る
場
面
に
違
い
な
い
。

　

補
足
三
点
。
一
、
本
書
が
「
誕
生
」
を
問
う
の

は
「
わ
た
し
た
ち
の
知
る
麻
雀
」。「
麻
雀
に
似
た

ゲ
ー
ム
」
で
は
な
い
。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は

「
核
心
」「
租
界
」「
起
源
」
を
論
じ
た
三
つ
の
章

に
詳
し
い
。

　

二
、
新
た
な
も
の
を
ど
う
受
け
入
れ
る
か
。
受

容
の
か
た
ち
に
地
域
の
個
性
を
見
る
著
者
の
考
察

は
、
麻
雀
を
切
り
口
と
す
る
日
中
米
三
国
の
文
化

論
、
国
民
性
論
の
色
彩
を
帯
び
る
。

　

三
、
少
な
か
ら
ぬ
文
献
が
誤
謬
、
剽
窃
を
批
判

さ
れ
る
。
著
者
の
位
置
と
方
法
が
そ
こ
に
見
え
る
。

�

（
須
藤
洋
一
・
中
国
文
学
）
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村
木
晃
　
著

『「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
の
通
信
簿

       
─
─
明
治
の
学
校
・
現
代
の
学
校
』

（
四
六
判
・
並
製
・
二
四
八
頁
・

本
体
一
、七
〇
〇
円
＋
税
　
大
修
館
書
店
）

　
『「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
の
通
信
簿
』
は
楽
し
い
本
で

あ
る
。
楽
し
い
ば
か
り
で
は
な
く
、
面
白
く
、
多

く
の
蒙
を
啓
い
て
く
れ
る
本
で
あ
る
。
特
に
教
育
、

な
か
ん
ず
く
学
校
教
育
に
関
心
を
も
つ
人
に
は
、

楽
し
み
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
教
育
問
題
の
整
理

を
し
て
も
ら
え
る
本
だ
と
い
え
る
。

　

書
名
か
ら
何
を
想
像
す
る
か
。
①
小
説
『
坊
っ

ち
ゃ
ん
』
の
評
価
（
評
価
軸
は
文
学
的
な
も
の
か
ら

さ
ま
ざ
ま
あ
ろ
う
）、
②
坊
っ
ち
ゃ
ん
と
い
う
人
物

の
評
価
（
教
師
と
し
て
、
人
間
と
し
て
、
な
ど
）、

③
坊
っ
ち
ゃ
ん
に
よ
る
、
生
徒
の
評
価
、
あ
る
い

は
広
く
学
校
評
価
、
な
ど
が
、
そ
の
字
面
か
ら
ま

ず
は
促
さ
れ
る
が
、
ど
れ
も
違
う
よ
う
で
あ
る
。

②
に
含
ま
れ
る
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
を
授
業
評
価
し
て

み
る
こ
と
は
、
ち
ょ
っ
と
で
て
く
る
が
、
そ
れ
は
、

昨
今
盛
ん
な
教
育
評
価
制
度
の
現
状
を
論
じ
て
い

て
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
い
わ
ば
ダ
シ
で
あ
る
。

　

著
者
の
意
図
は
、「『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
に
登
場
す

る
学
校
や
先
生
た
ち
に
光
を
当
て
、
そ
れ
に
よ
っ

て
見
え
て
く
る
事
象
を
、
現
代
の
視
点
か
ら
評
し

て
み
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
の

通
信
簿
、
と
い
う
わ
け
で
す
。」（「
は
じ
め
に
」）

と
な
る
。
現
代
の
視
点
か
ら
と
い
う
と
、
事
象
は

明
治
の
過
去
の
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
そ
う

で
も
な
い
。
本
書
は
、
む
し
ろ
現
代
の
学
校
教
育

事
象
を
多
岐
に
わ
た
っ
て
取
り
上
げ
て
い
る
と
受

け
止
め
て
読
ん
だ
ほ
う
が
よ
い
。

　

論
述
の
例
を
ひ
と
つ
挙
げ
て
み
よ
う
。
坊
っ

ち
ゃ
ん
が
四
国
に
立
つ
と
き
清き
よ

と
の
別
れ
の
場
面

で
、「
生
れ
て
か
ら
東
京
以
外
に
踏
み
出
し
た
の

は
、
同
級
生
と
一
所
に
鎌
倉
へ
遠
足
し
た
時
ば
か

り
で
あ
る
。」
と
小
説
に
あ
る
の
に
注
目
し
て

（
こ
の
遠
足
が
学
校
行
事
の
遠
足
か
ど
う
か
は
決
め
に

く
い
が
）、
漱
石
自
身
の
鎌
倉
遠
足
（
こ
れ
は
学
校

行
事
で
は
な
い
）
の
体
験
と
ダ
ブ
ら
せ
な
が
ら
、

明
治
時
代
の
遠
足
、
運
動
会
、
修
学
旅
行
な
ど
に

対
象
を
拡
大
し
て
、
現
代
に
及
ぶ
。
小
説
で
は
、

ほ
と
ん
ど
無
視
し
て
も
よ
い
「
遠
足
」
の
語
を
契

機
に
、
学
校
行
事
が
ど
の
よ
う
な
理
念
で
行
わ
れ
、

現
代
に
い
た
っ
て
い
る
の
か
を
論
じ
る
。
こ
の
発

想
・
着
眼
・
連
想
の
自
由
さ
が
本
書
の
魅
力
を
生

み
出
す
最
大
の
要
因
だ
と
思
う
。
思
っ
て
も
み
な

い
よ
う
な
と
こ
ろ
に
問
題
を
つ
な
げ
拡
大
し
て
い

い
く
の
が
、
な
ん
と
も
楽
し
い
。

　

あ
の
バ
ッ
タ
事
件
に
し
て
も
、
む
か
し
あ
っ
た

宿
直
業
務
の
意
味
に
及
び
、
多
く
の
人
が
忘
れ
て

い
た
「
御
真
影
奉
護
」
と
い
う
、
そ
の
時
代
の
あ

る
側
面
を
思
い
出
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、

教
員
の
免
許
制
度
、
教
員
（
授
業
）
評
価
、
教
員

の
資
質
、
多
忙
、
教
員
相
互
の
人
間
関
係
な
ど
、

こ
の
と
こ
ろ
問
題
に
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
が
ら
が
、
楽
し
い
、
あ
る
意
味
奔
放
な
語
り
口

で
と
ど
こ
お
り
な
く
語
ら
れ
て
い
く
。
筆
致
は
の

び
の
び
し
て
い
る
。

　

山
嵐
排
斥
の
余
波
で
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
給
料
が
引

き
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
で
て
き
た
り
す
る
こ
と

な
ど
で
、
教
員
の
給
料
が
ど
う
決
め
ら
れ
た
か
、

で
は
現
在
は
ど
う
な
の
か
、
と
か
、
教
員
の
歓
送

迎
会
で
芸
者
さ
ん
を
呼
ん
で
バ
カ
騒
ぎ
を
し
た
り

し
た
の
が
、
最
近
さ
っ
ぱ
り
な
く
な
っ
た
の
は
な

ぜ
だ
ろ
う
、
な
ど
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の

本
を
読
み
な
が
ら
、
仲
間
と
話
し
合
っ
て
み
る
の

も
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
。

�

（
門
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尼
ヶ
﨑
彬
　
著

『
い
き
と
風
流

     
─
─
日
本
人
の
生
き
方
と
生
活
の
美
学
』

（
四
六
判
・
並
製
・
二
八
八
頁
・

本
体
二
、二
〇
〇
円
＋
税
　
大
修
館
書
店
）

　

九
鬼
周
造
『「
い
き
」
の
構
造
』（
一
九
三
○
）

は
長
く
読
み
継
が
れ
て
き
た
書
だ
が
、
そ
こ
で
は
、

「
い
き
」
は
、「
媚
態
」「
意
気
地
」「
諦
め
」
の
三

要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
分
析
は
、
飲
み
屋
の
「
い
き
な
女
将
」
に
な

ら
、
あ
る
程
度
当
て
は
ま
る
。
し
か
し
、
上
司
に

よ
る
「
い
き
な
計
ら
い
」
に
つ
い
て
は
、
ど
う
見

て
も
、
当
て
は
ま
ら
な
い
。
上
司
に
は
「
媚
態
」

も
「
諦
め
」
も
な
い
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
九
鬼

の
い
う
「
い
き
」
は
、
江
戸
末
期
に
確
立
し
た
女

性
の
一
類
型
だ
け
を
一
般
化
し
た
も
の
だ
か
ら
、

多
く
の
要
素
が
漏
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

尼
ヶ
﨑
彬
『
い
き
と
風
流
』
に
よ
る
分
析
は
、

九
鬼
の
も
の
よ
り
も
は
る
か
に
包
括
的
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、「
い
き
」
は
、
派
手
・
艶
美
・
温
情

な
ど
を
あ
え
て
隠
し
、
他
者
が
評
価
し
て
く
れ
る

の
を
待
つ
、
と
い
う
よ
う
な
態
度
や
身
な
り
だ
と

分
析
さ
れ
て
い
る
。
自
分
を
よ
く
見
せ
よ
う
と
す

る
「
作
為
」
が
表
に
表
れ
な
い
よ
う
に
す
る
の
で

あ
る
。
こ
の
分
析
な
ら
、「
い
き
な
女
将
」
だ
け

で
な
く
「
い
き
な
計
ら
い
」
も
含
ま
れ
る
。
本
書

は
九
鬼
の
「
い
き
」
論
を
包
括
性
に
よ
っ
て
凌
駕

し
、
過
去
の
も
の
に
し
て
し
ま
っ
た
と
い
え
る
。

　

本
書
の
包
括
性
は
、
歴
史
的
な
パ
ー
ス
ペ
ク

テ
ィ
ヴ
か
ら
生
じ
て
い
る
。
そ
の
視
野
か
ら
見
る

と
、「
い
き
」
と
い
う
美
意
識
は
、「
雅
」
対

「
俗
」
と
い
う
長
い
歴
史
を
持
つ
対
立
軸
に
対
し

て
、「
い
き
」
対
「
野
暮
」
と
い
う
新
た
な
対
立

軸
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
い
う
。「
雅
」
と
は
す
な
わ
ち
「
風
流
」

の
こ
と
だ
っ
た
が
、「
風
流
」
の
概
念
は
歴
史
と

と
も
に
変
化
し
て
き
た
。「
風
流
」
と
は
、
古
代

で
は
、
宴
の
場
な
ど
で
和
歌
を
詠
み
、
恋
愛
演
技

が
で
き
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
が
し
だ
い
に
花
見

な
ど
の
催
し
で
古
典
の
知
識
と
機
知
を
競
う
も
の

と
な
っ
て
い
っ
た
。
当
時
の
「
風
流
」
の
実
践
者

は
貴
族
で
あ
る
。
中
世
に
な
る
と
、「
風
流
」
の

意
味
が
変
わ
り
、「
豪
奢
」
を
指
す
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
と
同
時
期
に
、「
豪
奢
」
と
は
正
反
対

の
、
隠
者
風
に
自
然
を
愛
で
る
「
風
流
」
も
生
ま

れ
た
。
こ
の
時
代
の
「
風
流
」
の
担
い
手
は
、
貴

族
階
級
と
新
興
の
武
士
階
級
で
あ
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、「
雅
」＝「
風
流
」
は
、
長
ら
く
支
配
階

級
が
独
占
し
、
そ
れ
以
下
の
人
々
は
「
俗
」
と
蔑

ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
相
変
わ
ら
ず

被
支
配
階
級
と
し
て
「
俗
」
で
し
か
あ
り
え
な
い

町
民
が
、
表
面
の
「
俗
」
の
背
後
に
「
い
き
」
と

い
う
「
雅
」
が
あ
る
、
と
主
張
し
て
美
意
識
の
革

命
を
起
こ
し
た
。
こ
れ
だ
と
、
人
は
身
分
的
に

「
俗
」
で
な
け
れ
ば
「
い
き
」
に
な
れ
な
い
。
町

民
は
、
身
分
上
「
い
き
」
に
は
な
れ
な
い
武
士
を

「
野
暮
」
と
軽
蔑
で
き
る
視
角
を
獲
得
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

本
書
は
、
日
本
人
の
こ
の
よ
う
な
美
意
識
の
変

遷
を
、
主
に
和
漢
の
文
学
の
丁
寧
な
分
析
に
よ
り

立
証
し
て
い
る
。
故
加
藤
周
一
に
も
、
主
に
和
漢

の
文
学
を
分
析
し
な
が
ら
日
本
の
文
化
史
・
思
想

史
を
綴
っ
た
『
日
本
文
学
史
序
説
』（
一
九
七
五
、一
九
八

○
）
が
あ
る
が
、
本
書
が
述
べ
る
美
意
識
の
変
遷

の
大
部
分
は
見
落
と
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
日

本
の
文
化
史
を
通
観
す
る
た
め
の
必
読
書
と
し
て
、

加
藤
の
書
と
併
せ
読
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

�

（
鳥
越
輝
昭
・
神
奈
川
大
学
教
授
）



豊富な教材を、見やすく、使いやすく、わかりやすく

古典B 改訂版
古文編・漢文編

計7本！
使える
コラム
充実の

図録・資料

わかりやすい
教材化
見やすい
レイアウト

計36ページ！

斬新な
工夫満載！

見開き構成！

〈古文編〉

9393教材

〈漢文編〉

6666教材

古B 339・340 A5判 312ページ／182ページ

漢文

6666
教材

古文

6666
教材

使える
コラム
11本

見やすい
レイアウト

図録
資料
46ページ

わかりやすい
教材化 バランスの

とれた
古典Bの
スタンダード

入試を見据えた効率的な２年間履修に

精選古典B
改訂版

古B 341 A5判 392ページ

古典の世界が目の前に立ち上がる！

こんな教科書で古典の授業がしてみたかった！

好評の教科書が、改訂でさらに魅力アップ！

新編古典B 改訂版
　

古典がもっと身近になる、新しい古典教科書

古B 342 A5判 366ページ

百人一首も
美しい折込で
全首収録！

●
平
成
30
年
度　

大
修
館
「
古
典
Ｂ
」
の
ご
案
内



年代
スケール

巻名
インデックス

単元ごとに月が満ち欠け！
楽しみながら古典常識もしっかり身につきます。

ココ！

〈分冊〉

〈精選〉

〈新編〉

『源氏物語』の「巻名インデックス」、
その作品の文学史的位置が概観できる
「年代スケール」を新設。

「古典の『夢』について調べる」
など、教材を入り口にした課題
探究型の活動も新設！

見ているだけで楽しい、
図録が満載



─ 38 ── 39 ─

日本文学との関連を重視した新設コラム
『古典 B 改訂版 漢文編』『精選古典 B 改訂版』

◆漢文の窓「漢文と日本人」
漢籍の伝来から夏目漱石と正岡子規ま
で、日本人と漢文の歴史を概観します。
漱石自筆の『木屑録』（子規の朱の書き
入れ付き）の図版を掲載しました。

（『古典Ｂ改訂版 漢文編』）

◆漢文の窓「「人虎伝」と「山月記」」
中島敦の「山月記」の元になった、中
唐の伝奇小説「人虎伝」を収録しまし
た。両者の関係を、コラムでわかりや
すく解説しています。

（『古典Ｂ改訂版 漢文編』『精選古典Ｂ』）



─ 38 ── 39 ─

迫力満点の「三国志」単元
『新編古典 B 改訂版』

冒頭コラム「三国志への招待」
三国志の世界が、 目で見てわかる工夫がいっぱです。
・教科書に登場する人物の国別の紹介
・人物画像とその勢力のおよぶ範囲がわかる地図
・中国史全体の流れの中での三国時代の位置づけがわかる年表

本文には、安野光雅筆の『繪
本　三國志』より、迫力のあ
る図版を掲載しました。

◆古典の窓「出師の表」
コラムで背景知識を解説することによ
り、漢文で読んだ内容を、さらに深く
理解できるようにしました。



古典がもっと身近になる。
古典と現代がリンクする。
新時代対応の古典教科書。

新編 古典B  改訂版
［古B３４２］Ａ５判・３６６ページ

精選 古典B  改訂版
［古B３４１］Ａ５判・３９２ページ

改訂

一冊本「古典B」のスタンダード
入試を見据えた
効率的な2年間履修が可能。

やわらかな若草色の春景色のイラストが、 
生徒を古典の世界に誘います。

装丁メモ

吉岡幸雄『「源氏物語」の色事典』より、 
山吹の襲

かさね

と菊の襲を組み合わせました。

装丁メモ

36、37、38ページ

36、37、39ページ

改訂

改訂

文学史を網羅する豊富な教材を、
見やすく、使いやすく、
そしてわかりやすく。

古典B  改訂版
古文編  漢文編
［古B３９９・３４０］
Ａ５判・３１２ページ／１８２ページ

挿画は江戸中期の画家・伊藤 若
じやく

冲
ちゆう

の「牡丹
百合図」（古文編）、「猿

えん
猴
こう

摘
てき

桃
とう

図」（漢文編）。

装丁メモ

平成30年度用 大修館「古典B」のご案内

36、37、38ページ
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